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現在十六歳　ウィリアムズ家長女　アリシア






　あっという間に日が暮れた。

　私達は特に会話することなく馬を走らせる。一刻も早く、デュルキス国へ戻もどることに必死になっていた。

「国境を越こえるぞ」

　デューク様が静かにそう言った。

　私は気を引ひき締しめた。ラヴァール国から馬で出て行くなんて、絶対に引き留められる。

　そこで時間を取られるのは勘かん弁べんしてほしい。

　検問所のようなものが見えてきた。私はじっと目を凝こらす。

　一人だけ？　……いや、二人かしら？

　検問所が近づくのに、馬の速度は全く落ちない。むしろ、どんどん速くなっているような気がする。

　デューク様？　まさかこのまま突つっきるつもり？

　それでも検問を通り過ぎた時点で、警報が鳴るかも……。追いかけてこられたら面めん倒どうくさい。

　でも、二人だけなら殴なぐって気絶させることぐらいは朝飯前だわ。

「よし」と気合を入れたところで、気付けば私達は検問所を通り過ぎていた。

　……え!?

　待って、こんなにあっさり越えられるものなの？　セキュリティ脆ぜい弱じゃくすぎない？

　いくら馬の足が速いからって、目の前を通ったら分かるでしょ？

「守衛は眠ねむらせておいた」

　いつの間に……。

　確かに、魔ま法ほうで眠らせる方が手っ取り早い。なのに武力行使しか思おもい浮うかばなかった私って。魔法が使えるのに、つい体が先に動いてしまう……。

　そんな反省を踏ふまえながら、私は前を見み据すえた。

　……デュルキス国に、戻ってきたんだわ。

　なんだかとても変な感覚だ。懐なつかしさも感じるけれど、どことなく新しさも感じる。

　きっと、私が変わったようにデュルキス国にも色々な変化があったのだろう。以前のデュルキス国ではないことは明らかだった。

「私が出てから随ずい分ぶんと変わったのね」

「ああ」

　私の呟つぶやきにデューク様が短く答えた。

　デューク様はデュルキス国の様子をほとんど教えてくれなかった。口にしたのは、ウィルおじいさんの容態ぐらい。

　私が自分の目で見て、新しいデュルキス国を知る方が良いいと思ったのだろう。百聞は一見に如しかず。

「それにしても、私、こんなに簡単に戻ってきても良かったのかしら……」

　デュルキス国での私の立ち位置が現状どうなっているのか分からなかった。

　私は国外追放された悪女ということでいいのよね？　それなら、相当まずくない!?

　歓かん迎げいしてほしいなんて思っていないけれど、国外追放された罪人がそんな簡単に戻ってこられると分かったら、国外追放級の罪が増えるかもしれない。

　だって国外追放という罰ばつがあるってことは、罪を増やさないための抑よく止し力りょくになっているってことだもの……。

「俺がついているから大丈夫だ」

　そうだったわ。私にはデューク様という最強の味方がいる。

「……確かに王子様がついていたら安心ね」

「ああ、姫ひめを守るのは王子の仕事だからな」

　デューク様はそう言って、私の頭に軽く口付けをした。

　あまりにもスムーズな動きに一体何が起こっているのか把は握あく出来なかった。

　数秒してから、自分の身に起きたことを理解する。

　…………あ、甘すぎない？

　その瞬しゅん間かん、体が一気に熱くなった。

　私がデュルキス国へと帰ってきたことを、誰だれよりもデューク様が喜んでいるのだと分かる。なんというかこう、むず痒がゆい。

　デューク様は私達が目立たないように街かい道どうではなく、裏道を通っているようだ。日も沈しずみきって、辺りがより一層暗く思える。

　ふと、空を見上げると遠くで何か明るい光が点々としていた。星みたいだが、星ではないことは分かっている。

　思わず「綺き麗れい」と声が出そうになってしまうぐらい、惹ひかれるものがあった。神秘的なその光景に私は目を凝らす。

　あっちは王宮の方角……？

「急ぐぞ」

　デューク様は少し緊きん迫ぱくした声で馬の足をさらに速めた。

　何が起こっているのか分からない私は、ただ馬に乗せられたまま目的地を目指す。

　馬はどんどん速度を増していく。クシャナは上等な馬を私達に与あたえてくれたのだと改めて実感した。とんでもない速さで王宮の方へと向かっている。

　宙に浮かぶ白い光が、だんだん大きくなってきた。

　遠くから見ても分かる温かな光。

　…………ああ、これはきっと、ウィルおじいさんの死を悼いたむ光なのね。

　近くで見てようやくこの美しい光の正体が分かった。だから、デューク様は急ぎ出したのだろう。

　私は涙なみだが零こぼれないようにと、グッと下した唇くちびるを嚙かんだ。

　久しぶりの再会だというのに……。

　クシャナが鍛たん錬れんだと言っていた花畑で出会ったあのウィルおじいさんは、幻げん影えいにすぎないのだから。

　王宮の門が見えてくる。流石さすがにデュルキス国の門を問答無用で突とっ破ぱは出来ないだろう。少しずつ馬のスピードが落ちていく。

　デューク様は門の横に立つ衛兵に顔を向けて「俺だ」と短く伝えた。

　一いっ瞬しゅんでデューク様と認にん識しきした衛兵は、慌あわてながら「おかえりなさいませ」と私達を通してくれた。デューク様がフードを被かぶせて隠かくしてくれたので、彼らに私の顔は見られていなかったと思う。

　衛兵達もびっくりするわよね。いきなりデューク様が女の子を乗せて帰ってきたら。しかもそれが、国外追放された、ウィリアムズ・アリシアだってバレたら……。

　デューク様は門の中に入ってもずっと馬を走らせた。風を切りながら外周を駆かけ、王宮の裏の方へと向かう。

　……こんな場所、初めて入るわ。

　きっと王族以外立ち入ることが禁止されている場所なのだと察する。丘おかになっており、その上には大きく立派な木が一本立っていた。

「あの木、まさか……」

　それはこの世で一本しかないと言われている貴重種だった。昔本で読んだことがある。マディより珍めずらしい。

　まさか、デュルキス国の王宮にあったなんて……。

「あそこは俺の母が眠っている場所だ」

　デューク様は静かにそう言った。

　……王家のお墓は、丘の上に建てられるものなのね。

　馬は丘をどんどん上っていく。そこには多くの人が集まっていた。後ろ姿で大体誰か分かるけれど、まさかリズさん達までここにいるとは思いもしなかった。

　私のいない間に何があったのだろう。というか、勢いに任せて帰ってきてしまったけれど、このまま私が皆みなの前に出るのはまずいのではないかしら。変に注目を集めてしまいかねない。だってここは、ウィルおじいさんの死を悼む場だもの。

「あら？　……どうして、皆気付かないの？」

　かなり存在感のある馬なのに、誰も私達の方を振ふり向むかない。

「気配を消しておいた。皆には俺達の姿は分からない」

「本当に抜ぬかりないですね」

　デューク様の言葉に私はもはや苦く笑しょうを浮かべる。

　どこまでも隙すきがない。彼はいつも私の遥はるか先を見ている。いつか、そんな彼をアッと言わせてみたいものだ。

　皆が並んでいる先に棺ひつぎが見えた。それと同時に馬が止まる。

　国王様やお父様達もいる。ジルは瞳ひとみから大おお粒つぶの涙をとめどなく流していた。その表情に私の胸も痛くなる。

　立っているのもやっとだと思う。それなのに、じっと真っすぐな目で棺を見つめていた。

　レベッカ達も涙を流している。ロアナ村の人々から、王族、貴族、そしてリズさん──身分を問わず、多くの人から慕したわれていた稀け有うな存在を失ったのだと実感する。

　私は棺を直視出来なかった。

　……どうしよう。ここまで来たのに、怖こわくて見られない。

　どこか怯おびえている私の様子を察したのか、デューク様は「どうする？」と声をかけてくる。

「…………勿もち論ろん、会いに行きます」

　少しだけ声が震ふるえた気がした。

　必死に気を張っているけれど、ここで崩くずれてしまえば平静でいられなくなってしまう。それぐらい私の精神状態は不安定だ。

　私はデューク様と一いっ緒しょに馬から下りて、棺の方へと近づく。デューク様の魔法のおかげで誰にも気付かれることはない。

　せっかく久しぶりに皆に会えたのに、こんな形での一方的な再会でごめんなさい。だけど正直、その方が都合が良かった。

　私は少し離はなれたところで様子を見守ることにする。この場所からだと棺に入っているウィルおじいさんの顔は見えない。

「ここでいいのか？」

　デューク様の気き遣づかいに、私は「ええ」と小さく頷うなずいた。

　良いわけない。なんのためにわざわざここまで来たというのか。

　心の中では分かっている。それなのに、こんな時に勇気が出ない私は本当に臆おく病びょうだ。私より年下のジルでさえ現実に目を向けているというのに。

　足が動かない……。

　悪女になりたいと、あんなに豪ごう語ごしていたのに。いざという時に、全てをさらけ出して別れを言うことも出来ないなんて。

　私がじっと棺を見つめていると、目を赤くした国王様が静かに口を開いた。

「兄上の最後の願いだ。……火か葬そうを行う」

　え、火葬？

　私は予想外の言葉に驚おどろく。国王様は話を続けた。

「跡あと形かたもなくこの世から去りたいそうだ」

　……確かにウィルおじいさんらしいと言えば、ウィルおじいさんらしい。

　だけどこの世界から全てを消してしまうつもりだったなんて想像もしていなかった。私は彼の存在を示すもの──形見など何一つ持っていない。

　国王様は「デレク、頼たのんだ」と小さな声で発する。

　デレク様とは、火属性のハドソン家の当主、エリック様の父親。デレク様は「はい」と真しん剣けんな目を国王様に向け、頷いた。

　待って……。

　待って、まだ私の心の準備が出来ていない。

　私は固まったまま棺を見つめた。

　私の体よ、動いて!!　今しかないのよ！

　デレク様はウィルおじいさんの足元へと歩を進めた。そして、ゆっくりと棺に手を触ふれる。

「どうか、安らかにお眠りください」

　デレク様はそう言って、スッと目を閉じ棺を燃やし始めた。

　その瞬間、私は駆け出していた。「アリシアッ」というデューク様の声を無視して、ジルの横を通り過ぎ、ウィルおじいさんの元へと向かう。

　棺の中のウィルおじいさんの顔を見た瞬間、私は崩れ落ちるようにウィルおじいさんの体を抱だきしめる。

　品がない、常識がない、と分かっていても、往おう生じょう際ぎわ悪く抱きつかずにはいられなかった。私がこの中で一番情けないのかもしれない。

　どんどん棺が炎ほのおに包まれていく。

「くっそ、アリシアの魔ま力りょくが強いせいで魔法が解けた」

　デューク様が何かを言っている。ただ皆が私の存在に気付いたということだけは気配で分かった。

　きっと私はまた罪に問われるだろう。神聖な王族の火葬の場を邪じゃ魔ましているのだから。でも、それでもいい、それでもいいから、ウィルおじいさんを最後に抱きしめたかった。

　驚くほどに細く、冷たくなったウィルおじいさん。

　デューク様が私の元へと駆けつけてきて、私を遺体から引きはがそうとする。

「アリシア、危ない」

　私はデューク様の言葉も聞かず、熱を帯びる棺から離れようとしなかった。

　気付けば、なりふり構わず泣きじゃくっていた。脳と心がうまくリンクしていない。大切な人の死が、これほど心を乱すものだとは思わなかった。

　もう泣かないと、あの花畑で覚かく悟ごを決めたはずなのに……。

　八歳の頃ころにウィルおじいさんと初めて出会い、私の人生を変えてくれた大きな存在。

「お願い、いかないで」

　いつもの私じゃないみたいだった。亡なき骸がらを目にして悲しみが一気に押し寄せてきた。目の前の苦しさにどう対処すればいいか分からず、思うままに言葉を発してしまう。

　ウィルおじいさんの前だと、ただの未熟な少女でいられた。

　悪女になりたい私を、その広い知見と視野で導いてくれた。

　遺体を埋まい葬そうする火の魔法は、死者への冒ぼう瀆とくとして一度かけてしまうと途と中ちゅうで中断出来ないことは知っている。

　デューク様が「ちっ」と短く舌打ちをした瞬間、急に熱さを感じなくなった。

　水の魔法だろう。またデューク様に助けられたのだと痛感する。デューク様の力には敵かなわず私はそのままウィルおじいさんから引きはがされた。

　とにかく小さな子どものように泣きわめいた。恥はずかしさなどどうでもよく、ただ動かなくなったウィルおじいさんに叫さけんだ。

「ウィルおじいさん……！　まだまだ、教えてもらいたいこと……がたくさんありました」

　私はちゃんとしたお別れを出来ていない。

　花畑で幻げん想そうの彼に会っただけだ。……本物のウィルおじいさんは、瘦やせこけて、弱りきっていた。

　彼がどれだけこの世を必死に生き抜き、命が消えるその瞬間まで病と闘たたかっていたか、死しに化げ粧しょうをしていても分かる。

　現実はこれほどにも残ざん酷こくなのだと突きつけられた。

「消えないで」

　そんな私の言葉もむなしく、彼はデレク様の魔法により焼かれていく。壮そう絶ぜつなまでに燃もえ盛さかる火の魔法に包まれて、最後は光を発しながらそっと消えた。

　その瞬間、真っ赤な光が一羽の鳥に変わって宙を舞まった。

「……フェニックス」

　ジルの弱々しい声が聞こえた。きっと、彼も泣き疲つかれていて声に力が入らないのだろう。

　その美しい鳥は勢いよく空へと羽ばたき、消えていった。

　デューク様に抱かかえられながら空を見上げ、消えていく残像に目を細める。

　……不死鳥になるなんてウィルおじいさんらしいわね。

　ずっと空から見守っていてください。私は私の夢を最後まで諦あきらめずに追い続けます。貴方あなたが支えてくれた私の夢を、絶対に叶かなえてみせる。

　私はデューク様に「もう、大だい丈じょう夫ぶです」と伝えた。

　力が入らないと実感したが、それでも声が出せただけ良かった。

　大丈夫、という言葉は噓うそだけど、それでも声に出して、自分の脳にそう思い込ませることでこれ以上取り乱さずにいられる。

　私が私であるためには、心をもっと強くしなければならない。

　デューク様は私を心配そうに見つめながらも、ゆっくりとその場に腰を下ろす。

　夜空に向かって、今までの思いを全て込めて丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。そうして、ようやく気付く。




「貴方が育ててくれた、私が貴方の形見です」




　ウィルおじいさんから受うけ継ついだ唯ゆい一いつのものが今の私だ。

　己おのれの信念を曲げない気高い女であり続けよう。

　私は暫しばらくお辞儀をした後、頭を上げてクルッと皆の方を振り向いた。懐かしい顔が揃そろっている。

　皆、どこか成長したように思えた。特にリズさんなんて、一皮むけたようだ。

　けれどそんな面々が、一様に、目を見開いたまま固まっている。

　私に両目が戻っていることに驚いているのか、それとも私がデュルキス国にいることに驚いているのか、どっちか分からない。おそらく両方ね。

　私は「ただいま」と顔を綻ほころばせた。

　悪女として生きていく覚悟を決めた女の笑えみだ。

　国外追放されたにもかかわらず舞い戻って、王族の葬そう儀ぎで無礼を働いた私にどんな罰が下されるのか分からない。

　それでも、私はデュルキス国に戻ることが出来て、良かった。

「……っ、アリシア！」

　ジルが泣きながら私に抱きついてくる。

「戻ってきてくれた。ありがとう、ありがとう。アリシアが戻ってきてくれて、じっちゃんを見送ってくれて……本当に良かった」

　ぎゅうっと力強く抱きしめるジルの頭を、私はそっと撫なでた。

　ジルは昔から聞き分けの良い大人びた少年だった。泣いてもいいような状じょう況きょうに何度も直面しているのに、彼がこんな風に泣くところは見たことがなかった。

「じっちゃんが死んで……、アリシアまでいなくなったらどうしよって……。僕……」

　ウィルおじいさんの死は私一人だけが辛つらいわけじゃない。

　ジルだって相当堪こたえていただろう。それなのに、私の方が取り乱して泣きじゃくっていたなんて……。

「戻ってきてくれて、ありがとう。……おかえりなさい」

　ああ、私をこんなにも待っていてくれたのね。

「おかえりなさい」のたった一言に私は救われた心ここ地ちになった。胸が熱くなり、自然と「ありがとう」と応えていた。

　帰る場所があるのはとても幸せなことなのね。

　ジルは暫くすると私から顔を離して、じっと見上げた。

　その灰色の聡そう明めいな瞳に圧あっ倒とうされる。……こんな表情をする子だったかしら。

「僕ね、ドッテン病の治ち療りょう薬やくを作ったんだ。マディと同じ成分を作り出したんだよ」

　その言葉に目を丸くした。

　マディの効能を自ら作り出した、ですって……？　噓でしょ。信じられない。

　私は耳を疑ってしまう。そんなことを出来る人がいるなんて……。

　治療薬があれば、ドッテン病から救い出せる人が一気に増える。彼のおかげでどれほどの人達が助かるのかしら。

　私は魔法を使い、命をかけてマディを採取したけれど、ジルは自分の知識と信念だけで一から治療薬を生み出したのだ。

　……ああ、天才って彼みたいな子のことを言うのだろう。ジルの才能を羨うらやましく思う。

「ジルはヒーローね」

　私の言葉にジルはきょとんとした表情を浮かべて、ハハッと声を出して笑った。

「まさかアリシアに言われるなんて」

「あら、私に言われるからこそ価値があるんでしょ？」

　だって、私は悪女なんだもの！

　国外追放されたっていう肩かた書がきまであるのよ。立派な悪者だわ。

　……こんな風に考えられるってことは、少しずつ私は自分を取り戻せてきているのだろう。いつまでもうじうじしていられない。ウィルおじいさんに恥じないように生きるためにも、前に進まなければ！

　ジルははにかみながら「確かにね」と言った。

「アリアリ！」

「アリ、目が戻ったんだな」

　メルとヘンリお兄様が私の元へと駆け寄よってくる。

「ええ……」

　目を移植する魔法は、移した相手が亡くなれば持ち主に返る。それは皆も知っていたようだ。

　二人の後からまだ目が腫はれているレベッカとネイトも近づいてきた。

　少し会わない間に皆見み違ちがえた気がする。いえ、それよりもリズさんの取り巻き──生徒会の面々の様子が以前までとは違う。

　私を見る目に嫌けん悪お感かんがない。……どうしちゃったの!?

「ねぇ、何があったの？」

　私はジルの方へと視線を向けて、小さく尋たずねた。

　ジルは答えづらそうな表情を浮かべた。その様子に、私にとって不都合なことがあったのだと悟さとる。

「アリシアにはあんまり嬉うれしくないことかな」

「……やっぱり」

　雰ふん囲い気きからして、いい子ちゃんをやめた、とかかしら？

　そうなると、この中で一番変わったのはリズさんということになる。

　私はリズさんの方へと視線を移した。

　エメラルドグリーンの澄すんだ瞳と目が合う。以前の彼女とは違う、どこか覚悟を決めた目だ。

　まさに、吹ふっきれたという女の顔。

「少しはマシな顔つきになったんじゃないかしら」

　私はニッと余よ裕ゆうの笑みをリズさんに向ける。

「そう？　それなら良かった」

　受けて立った？　それにいつものエンジェルスマイルじゃない。

　ちょっと驚きながらリズさんを見つめる。彼女は話を続けた。

「アリシアちゃん、おかえりなさい。……それと、ごめんなさい」

　リズさんがいきなり私に頭を下げた。

　一体どういうこと!?

　今までの雰囲気と違うとはいえ、そもそもこんな風に謝られるようなこと、した覚えないわよ？

　聖女に頭を下げられたら、私の悪女としての威い厳げんが失われてしまうじゃない。

「どうして貴女あなたが謝るの？」

「あの時の私は、あまりにも浅はかだったから」

　頭を上げてリズさんは真っすぐ私を見つめた。その力強い瞳に射い抜ぬかれる。

　いつからそんな目をするようになったの……。

「私ね、アリシアちゃんに嫉しっ妬としてたの。デュークを想おもう気持ちは誰よりも私の方があるって思っていたのに、彼はちっとも私を見てくれないんだもの。聖女と言われる私より、悪役として生きている女の子の方が好きなんだって」

　彼女はそう言って少し意地悪そうに笑った。

　なんだかさらっととても恥ずかしいことを言われたような気がするんですけど……。

「だから、もう私は私でいっかな〜〜って。無理していい子にならなくても……まぁ、いい子でいようとしていた私も私だったんだけど」

「開き直った、ってこと？　道理で良い顔をしているわけですね」

　ふふんとした顔で告げた私の言葉に、すかさずリズさんが反応した。

「アリシアちゃんは、前の私よりも今の私の方が好き？」

「ええ、今の方が断然人間臭くささを感じますもの」

「それは良かったわ」

　彼女はとても嬉しそうに笑った。

　綺麗だな、と素す直なおに思った。今まで見た彼女の笑え顔がおの中で、最も輝かがやいて見える。

　……何？　リズさんて、私に認めてほしかったの？

　…………いや、待って、彼女が私と敵対しなくなったら、私はこの先悪女になれないんじゃない？

　確かに今のリズさんの方が素す敵てきだし、魅み力りょく的てきだと思う。けど、聖女という立場を降りられたら、私はどうすればいいのよ!!

「ところでジル、リズさん信者の方々は？」

「……まぁ、見ての通り。実は、聖女特有の『誘ゆう惑わくの魔法』が彼らにかかっていたんだ」

「『誘惑の魔法』？」

　何そのいかにもな名前……。私が苦虫を嚙み潰つぶしたような顔で「うわぁ」と反応すると、ジルが苦笑しながらこれまでのい経いき緯さつを簡単に説明してくれた。

「……てわけで、キャザー・リズが無意識のうちに広げていた、みんなが自分を好きになるという恐おそろしい魔法が解けたんだ」

　ジルの説明に、当時のことを思い出したのか、リズさんが痛ましい表情を浮かべる。

　恐ろしい魔法だけど、ここが乙女おとめゲームの世界だと思えば、強制力が働く魔法があるってことも納なっ得とく出来る。

「無自覚とはいえ、みんなを操あやつるなんて、とんでもないことをしてしまったと思っているわ」

　今にも泣き出しそうにしているリズさんに私は呆あきれてしまう。

「自分で招いたことに自分で苦しくなるなんて、それぐらいの想定はしておくべきでしょ。とはいえ、起きてしまったことは仕方のないこと。反省している暇ひまなんかないわ。私に認められたいのなら今すぐ立ち上がっていただかないと。ぐずぐずしている人間って嫌きらいなの。これから『聖女として』リズさんが何を成すか、楽しみですわ！」

　私は挑ちょう発はつ的てきに、満面の笑みを彼女に向けた。

　リズさんに聖女を降りてもらうわけにはいかない。彼女の元監かん視し役として、このくらいは言わせてもらうわ！　と意気込んだものの……。

　リズさんは何故かぽかんとした顔で私を見ていた。ついでにジルも。

「ふふっ……あはははは。本当にジル君の言った通りね」

「うん、アリシアだったら絶対こう言うだろうな、ってほとんどそのままだった」

　え？　何？　いきなり二人して笑い出して。どういうこと？

「アリシアちゃん、ありがとう。……これからもよろしく。面倒くさい聖女になったらごめんね」

　リズさんが目に浮かんだ涙を拭いながら私に右手を差さし伸のべ、まさかの宣戦布告をする。なんだかよく分からないけれど、聖女ｖｓ悪女の第二ステージの幕が上がった、ってことでいいのかしら。

「面倒くさい聖女になった時は、私が喜んで倒たおしてあげます」

　私はその手を握にぎり返す。聖女の監視はようやくお役御ご免めんのようね。

「ねぇ、ジル」

「何？」

「これって皆仲良くハッピーエンド？」

「いや、問題は山積みだから大丈夫。アリシアが悪女になれるチャンスはまだまだあるよ」

　ジルは私の言いたいことを察していたのか、すぐに私の耳元でそう答えた。

「そ、そうよね」

　だけど私は肩かたをガクッと落としてしまう。

『誘惑の魔法』は厄やっ介かいだったけれど、今思えば、私が悪女として生きていくためには必要な魔法だった。

　それがあるから、皆が私に嫌悪感を抱いだいて、悪女らしく戦えたのに……。私を悪女と認識されなくなったら困るじゃない！

　いえ、ちょっと待って……──。

　よく考えたら、『誘惑の魔法』なんていう聖女にしか使えない魔法で皆を虜とりこにするだなんて！　むしろ最高に悪女っぽい魔法じゃない!?

　悔くやしい！　流石聖女！　相変わらず悪女の一枚上を行くのね。

「なぁ、さっきからアリは何を百面相しているんだ？」

「変なんだよ。俺らの妹は」

「確かに昔から変わってはいたな」

　アランお兄様とヘンリお兄様の会話が聞こえた。

　なんか失礼なことを言われている気もするけれど、今は触れないでおこう。

「絶対アリが聖女に認にん定ていされたなんて言わないようにしよ……」

　ヘンリお兄様が蚊かの鳴くような声でボソッと何か呟いた。

　そこにメルの「アリアリはこれからもずっとここにいるんだよね!?」という声が見事に重なり、ヘンリお兄様の言葉を聞き取ることは出来なかった。

　歓迎ムードなのはありがたいけれど、私はラヴァール国でやり残したことがある。再びデュルキス国を出て行くのは決定事じ項こうだ。

　私がメルの質問に答えず黙だまっていると、ジルが口を開いた。

「その反応は、また行っちゃうんだね」

　何も言えず、私は苦笑した。

「アリは一つの国に収まる器うつわじゃないもんな」

　アルバートお兄様の声が聞こえた。

　あら、こんな感じのアルバートお兄様は久しぶりだわ。幼少期以来じゃないかしら。

　この妹想いの瞳を見ることはもうないと思っていた。それもこれも全部『誘惑の魔法』が解けたから……？

「アリ、これまで本当にすまなかった」

　アルバートお兄様が、リズさん同様私に深く頭を下げた。

　え!?　何が!?　リズさんの次はお兄様？　それは一体何に謝っているの？　というか、ここにいる皆私の立場忘れてない？

　国外追放級の罪人なのよ。死ぬまで自じ慢まん出来るような称しょう号ごうを手に入れられたというのに。なんなら、私が頭を下げてお礼を言う立場なのだけど。

　聖女も攻こう略りゃく対象者達も悪役令れい嬢じょうに頭を下げる必要なんてない。悪女の面めん目ぼく丸つぶれよ！

「アリを勘かん違ちがいしていた。あの時は自分を見失っていたのかもしれない。守ってやれなくてすまなかった。償つぐないはなんでもする」

　思わず「その勘違いは正しいです！」と叫びそうになった。

　私とジルが襲おそわれた時のことを言っているのだと思うけど、あの場面でお兄様は私を守らなくて正解だったのよ？　最大級にリズさんとやり合えたのだから！

　私は混乱する状況に心を落ち着かせる。

　償いなんてまっぴらごめんよ。私は言いたいことを言って好き放題やってきただけ！　名実共に悪女なの！

　このままだと私が「いい人」になってしまう。そんな未来、考えただけで怖おぞ気けが走る。ここで悪女の名めい誉よを挽ばん回かいしないと！

「償い、ねぇ」と私は悪女っぽくアルバートお兄様を見下げた。

　今の私は教科書に掲けい載さいされるんじゃないかしらってぐらい悪い笑みを浮かべている。

　アルバートお兄様は私の言葉に反応して頭をゆっくりと上げた。彼の紫むらさき色いろの瞳に私が映っている。

　自分の左目がウィルおじいさんから戻ってきたのだ、ということを改めて認識する。少しだけ言葉に詰つまった。

　私は悲しみを覆おおい隠し、アルバートお兄様にニコッと微笑ほほえむ。

「でしたら、アルバートお兄様の尊厳を取り戻してください」

　彼は「え」ときょとんとした表情をする。

　一体どういう答えを望んでいたのだろう。私に対してもっと優やさしくしてください、とか言われると思っていたのだろうか。

　この私がそんなこと言うわけないでしょ。

　このままアルバートお兄様が嫌いやがるような言葉をどんどん言っていこう。

「自分を見失うだなんてウィリアムズ家の恥はじです。アルバートお兄様は五大貴族ウィリアムズ家の長男なのよ？　ご自分の立場を忘れないで。これから先、国を揺ゆるがすような大きな決断をする時に『自分を見失っていた』なんて言い訳は通用しませんわ。ご自分の判断に責任を持ってください。私に何か償いをしようなどと愚おろかなことを考えている暇があれば、ウィリアムズ・アルバートとしての威厳を取り戻して」

　私は決して目を逸そらさず、アルバートお兄様に言いきった。

　やっぱり私は可愛かわいげのない妹だと思う。

　こういう時に「償いなんていりませんわ。そのお気持ちだけで充じゅう分ぶんです」って言えたら良かったのだろうけど……。

　私にはそんないい子ちゃんは向いていない。

　暫く沈ちん黙もくが続き、妙みょうな緊きん張ちょう感かんがあった。

　……ちょっと強く言いすぎたかしら？　でも、悪女はこれぐらいがいいわよね？

「相変わらず容よう赦しゃないねぇ」

「……そこに魅み了りょうされるんだろうな」

　ヘンリお兄様とアランお兄様が小さな声で会話しているのが聞こえる。

　二人が話しているところを見るのは久しぶりだ。昔みたいな近さではないけれど、双ふた子ごの兄達なりの距きょ離り感かんが戻っていることは明らかだった。

　……やっぱりリズさんの『誘惑の魔法』って強力だったのね。

「気付くのが遅おそいんだよ」と、ジルがボソッと喋しゃべる。

　私は彼らの言葉を聞かなかったことにして、アルバートお兄様の反応を待った。彼は私をじっと見つめて、口を開く。

「それが俺の償いか？」

「ええ」

「……優しいな」

　アルバートお兄様は柔やわらかな笑みを浮かべた。

　美形だなぁ、と場ば違ちがいにも心の中で呟く。兄だと認識しているけれど、元は大好きな乙女ゲームの攻略対象の一人だ。格好いい。

「……え、優しい？」

　少し間が空いた後、我に返った私はアルバートお兄様の言葉に遅おくれて反応した。「ああ」と頷くアルバートお兄様にすかさず「どこが？」と声を上げてしまう。

　今の台詞せりふのどこが優しかったのよ。

　妹にあんな嫌みったらしく上から目線で詰なじられてなんで怒おこらないの？　私ならアルバートお兄様みたいに笑えない。

「優しさを見み抜ぬくのは難しい。時に残酷の中にあったり、厳しさの中にもあるからな。……ただ、俯ふ瞰かん的てきに考えれば、アリの優しさはとても真っすぐで温かい」

「っ……！」

　何も言い返せなくなる。

　リズさんに会う前は、アルバートお兄様を賢かしこい人だと思う場面が多々あった。それを今になってもう一度痛感する。

　妹想いの兄だからこそそう思うだけではないの？　なんて、そんな憎にくまれ口ぐちを叩たたきたい衝しょう動どうに駆られたけれど、口にするのは絶対にやめよう。妹想いの兄と肯こう定ていするだけだし、自分で言うのは猛もう烈れつに恥ずかしい。

「私は別に、優しくないわ」

　内心を悟られないようアルバートお兄様から目を逸らす。

　何かしら、この居い心ごこ地ちの悪い感じ……。いつもみたいに皆に軽けい蔑べつの目を向けられている方が堂々としていられる。

「俺らの妹可愛くね？」

「アリちゃんは昔から可愛いよね〜〜」

　ヘンリお兄様の言葉にカーティス様がニヤニヤしながら私の方を見ている。

　ああ！　もう本当に嫌！　そういう台詞はリズさんに言ってよ。

　私は彼らの言葉に反応せず、目を合わさないよう努める。そんな私に国王様が「アリシア」と声をかけた。

　その低く重たい口調に、私は一瞬だけ体を震わせて、ゆっくりと振り向いた。

　思えば皆と好き勝手話してしまっていたけれど、私の仕出かしたことはすぐに捕つかまってもおかしくないほどの重罪だ。国王様直々に捕ほ縛ばくの命が出るのか……と恐る恐るその表情を窺うかがう。

　けれどそこには一片の怒いかりも感じられなかった。むしろ、久しぶりに帰ってきた我が子を見ているような表情。

　私は「陛下、この度たびは数々の無礼、申し開きのしようもございません」と深く頭を下げた。

「顔を上げよ」という言葉で、私は恐きょう縮しゅくしながら頭を上げる。

　国王様はウィルおじいさんの亡骸にすがりついた私を責めることなく、朗ほがらかな口調で話し始めた。

「よく無事に帰ってきた」

「私を捕とらえないのですか？」

「何故なぜ捕らえる必要がある？」

　国王様に逆に質問されるとは思わなかった。私は返答に詰まってしまう。すると国王様は私を見つめながら、言葉を発した。

「捕らえられるようなことをしたのか？」

「ですが、私の行こう為いは無礼であったのではと」

「最後に君が抱きしめてくれたこと、兄上はきっと喜んでいる」

「……っ！　そうだと良いです」

　私が自信なさげに答えると、国王様はハハッと笑い声を上げる。

　どこか空笑いのようにも聞こえたが、あえて気付かない振りをした。

　慕っていたお兄様が亡なくなったのだもの。笑顔を作れているだけでも凄すごい。国王は家族の葬儀でも泣いてはいけない職業なのね。

　……本当に面倒くさい世界。
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　その日はあまりにも疲れてしまっていて、そのまま家に帰った。国外追放された私が戻ってきたことへの処分は一いっ旦たん保留となっている。おそらくデューク様が裏で手を回したのだろう。

　デューク様は、私が進みたい道の妨さまたげになるものを、いつも私が気付かぬうちに排はい除じょしてくれている。

　皆と会話する気力がもはや残っていなかった。

　怒ど涛とうの一日だった。ラヴァール国から戻ってすぐにウィルおじいさんの葬儀、そして懐かしの皆との邂かい逅こうと変化。あまりに色々なことがありすぎて流石の悪女もキャパオーバーだ。

　うとうとしながら馬車に乗ったまでは覚えている。それからの記き憶おくはないけれど……。

　眠った私を部屋へと運んでくれたのはアルバートお兄様かしら？

　もしかしたらヘンリお兄様かもしれない。……まぁ、どっちでもいいわね。

　次の日の朝、私はベッドの中で目を覚まし、グッと手を天てん井じょうへと伸ばした。

「やっぱり自分の部屋は落ち着くわね」

　前と全く変わっていない部屋を見み渡わたす。

　昨日の疲れは全て抜けていた。体力も回復したし……。ただ、ウィルおじいさんを失ったことは、心の中にぽっかりと穴が空いたような感覚。この喪そう失しつ感かんを埋うめるには、暫く時間がかかるのだろう。

　パシン！　と私は気合を入れるように両手で頰ほおを叩いた。

　──めそめそするのはもうやめるわ。悪役令嬢ウィリアムズ・アリシア、今日から完全復活を遂とげるわよ！

　ベッドから降りて、窓の方へと近づいた。朝日が庭を照らしている。

　心地の良い朝だわ。剣けんの稽けい古こでもしようかしら……。

　メイド達が朝から動いている様子が見えた。上からだとこの屋や敷しきの人達の動きがよく分かる。

　庭師は朝早くから屋敷の花か壇だんを綺麗にしているし、メイドは洗せん濯たく物ものを干し始めている。

　どんなに悲しいことがあっても日々は動き続けるのだな、と実感した。

　コンコンッとノックの音が響ひびく。

「アリシアお嬢じょう様さま、ロゼッタです」

　久しぶりに聞く声に胸が熱くなった。

「ロゼ！」

　そう言ったのと同時に扉が開いた。私は一目散に駆け寄ると、そのまま彼女に抱きついた。ロゼも「お嬢様」と私のことを抱きしめ返してくれる。

　ああ、なんて懐かしいのかしら。

　ロゼの前だと変に気を張らなくていい。私のことを幼い頃から一番近くで見てきた侍じ女じょだもの。

「お嬢様は随分と雰囲気が変わられましたね」

　そう言うロゼは全く変わっていない。だからこそ、安心する。

「そうかしら？」

　私がとぼけるように首を傾かしげると、彼女は大きく頷いた。

「はい！　貫かん禄ろくがあるというか、より一層美しくなられました。お嬢様みたいな方を傾けい国こくの美女と言うのだと思います」

「私なんてまだまだ未熟者よ」

「何をおっしゃってるんですか。お嬢様が未熟者なら、全人類赤子です」

　ロゼッタは真顔で言う。

　その言葉に噴ふき出しそうになった。彼女はこれからもそのままでいてほしい。

「ロゼ、貴女は私が最も信しん頼らいしている侍女よ」

　私が微笑むと、ロゼの顔が急に赤くなった。

　あら、可愛い一面もあるのね。

「お嬢様、いきなりそれはずるいです」

　ロゼは少し間を置いてから、かしこまった表情になる。

「私はこれからも、何があってもお嬢様の味方です」

　その言葉に噓うそ偽いつわりがないことはしっかり伝わる。真っすぐな彼女の思いはいつも私を救ってくれるのだ。

　ありがとう、とロゼに聞こえるか聞こえないかの声で小さく呟いた。
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　ドレスを着るなんていつぶりかしら……。

　私はクローゼットを勢いよく開けた。「え」と驚きの声を発してしまう。

　全部新しいのに入れ替わってる？　いつの間に!?

　確かに前のドレスはサイズが小さくて入るか不安だったけど、まさかクローゼットの中身がごっそりと変わっているなんて聞いてない。

　目を見開きながら、多くのドレスを見つめる。

　全部私好みだわ。なんて素敵なの！

　派手すぎず、シンプルだけど、素材が最高に良い。高級なものだということは、触さわらずとも分かる。

「一体誰が……」

「奥様です」

　驚きのまままじまじとドレスを見る私にロゼッタが答えた。

「お母様？」

　ここでお母様が登場してくるとは思わなかった。

　だって彼女、私にほとんど興味がないもの。だから、乙女ゲームの世界のアリシアはあんなにも我わが儘ままに育ったんじゃないかしら。

　確かにこの世界のお母様はとても強くて素敵な女性だし、私のことを愛していないわけではない。

　お喋り好きな女性達とも違い、クールなイメージが強いけれど、だからって愛に溢あふれた女性ってわけでもなかった。

　リズさんとも私とも違う雰囲気の人だ。ただ男女共に尊敬されている。

　どちらかというと、めちゃくちゃ仕事が出来るキャリアウーマンみたいな人なのだ。

「流石お母様ね。良いセンスしているわ」

「奥様もまさか突とつ然ぜんお嬢様がいなくなるとは想像していなかったのでしょう。お嬢様が国外追放されたと知った日は何もお召めし上あがりになりませんでした」

「そうだったの……」

　さほど興味がないと言えども、私のことを愛してくれてはいるものね。

　幼い頃からハチャメチャしていても口出ししてこないのは、私のすることを信用しているからだろう。小屋で二年間閉じこもって魔法の鍛錬をしていた時もそうだった。

　私の行動を否定はしない、ただやるからにはやりきりなさい精神だ。

「どれもお嬢様にお似合いだと思います」

　ロゼッタは目を輝かせながらそう言った。

　私はその中から最初に目を惹いた黒いベルベットの洗練されたドレスを選んだ。

　オフショルダーが色気を感じさせる。肩ぐらいまで伸びた髪かみを少しだけ外に撥はねさせて、櫛くしで髪を梳すく。

　伸びてきた前まえ髪がみは後ろ髪と共に耳にかける。真っ黒な艶つやのある髪が久々に良い働きをしてくれたようだ。

　ゴージャスすぎないが令嬢の嗜たしなみとして申し分ないアクセサリーを首元と耳に飾かざる。

　ロゼッタが丁寧に、高貴で強そうなメイクをしてくれる。

　最後に赤色の口紅をそっと唇くちびるに塗ぬった。

　……完かん璧ぺきだわ!!

　鏡に映る自分を見て、思わず見み惚とれそうになってしまった。

　それぐらい美しかった。

　部屋を出て、お父様の書しょ斎さいへと向かう。

　廊ろう下かを歩くと、侍女や執しつ事じ達が私を見るなり目を見張り、すぐにハッとして「おかえりなさいませ」と頭を下げた。

　私が帰ってきたことに驚いているのか、それとも……。

「皆、お嬢様の美しさに驚いていますね」

　ロゼッタが私の後ろでそう囁ささやいた。

　気品を失わないように、私は表情を作り背筋を伸ばし、歩き方にも気をつける。

　令嬢としての品格を失えば、悪女としては失格だもの。

　書斎の前につくと、私は軽くノックをした。

「お父様、アリシアです」

「入りなさい」

　中から聞こえたお父様の声と共に扉を開ける。

　昨日も葬儀の場で会ったけれど、こうやってちゃんと対面で話すのは久しぶりだ。少し緊張する。

「お久しぶりです」

　私は部屋に入るなり、軽くお辞儀をした。中にはお父様だけでなく、お兄様達もいた。

　……なんだか不思議な光景だわ。

　私がデュルキス国を出て行く前は、私の味方はヘンリお兄様だけだった。けれど今は、妹を慈いつくしむような表情で、アルバートお兄様とアランお兄様が私を見ている。

　私がいない間に、こんなにも状況は変わっていたのね。

「おかえり」

　お父様からの言葉はそれだけだった。「無事に帰ってきて良かった」などの言葉や強い抱ほう擁ようなどはない。

　ただ、微かすかに震えた声と、少しだけ涙なみだ目めになっているお父様を見れば、深い愛情は理解出来た。

　その一言に、全てが詰まっていた。

　私は「ただいま、お父様」と満面の笑みを浮かべた。

「本当に綺麗になったな、アリ」

　ヘンリお兄様の言葉に「ラヴァール国でそれなりに成長したので」と答える。

　自分で自分の変化はあまり分からない。

　けれど、少なくともラヴァール国で多くの出会いがあり、困難を乗り越えてきた。その点では前の私よりは成長出来たと思う。

「そういえば、アランからも何か言いたいことがあるようだ」

　お父様の言葉にアランお兄様は急に姿勢を正した。そうして彼もまた、昨日のアルバートお兄様みたいに深く頭を下げる。

「すまなかったアリシア！」

　……いつから私、こんなに頭を下げられるキャラになってしまったのかしら。

　私は反応に困りながら、アランお兄様を見つめた。

「俺はアリの味方でなければならない立場だった。国外追放という……」

「ちょっと待ってください」

　私はアランお兄様の話を遮さえぎった。

　本来なら、最後まで聞くべきなのだろうけど、これ以上私に家族からの謝罪は不要だ。

　そもそも、私が望んで国外追放されたのよ!?　どうして皆に謝られてるの？

　アランお兄様は不思議そうに顔を上げた。私はこの状況になることを知っていたであろうヘンリお兄様を軽く睨にらむ。

　私がこんな風に謝罪されることが嫌きらいって知っているはずなのに……。

　ヘンリお兄様がへらっと笑う。

　やっぱり故意犯じゃない！

「アランお兄様、私に謝罪など必要ありません。ただ、私がいなかった間、デュルキス国に何があったのか、どのように変わったのかを教えてください」

　私は強い口調でアランお兄様からお父様に視線を移した。

　お父様は一呼吸置いた後に、私を真っすぐ見つめて口を開いた。

「キャザー・リズの『誘惑の魔法』が解けたことはもう聞いたか？」

「はい、昨晩ジルから軽く」

『誘惑の魔法』は、強い魔力を持つ者、己の意志が強くある者にはかからなかったという。だからか、私やデューク様にその力は及およばなかった。そして、五大貴族であるお父様達も。

　けれど、アルバートお兄様のように、強い魔力をもってしてもかかってしまう人もいる。そのくらい、聖女の『誘惑の魔法』の威い力りょくは計り知れず、それを解くために、デューク様達が奔ほん走そうしたと聞いた。結局どうやって解けたかは聞いていないけど……。

　でも、過程はさほど重要ではない。今は結果だけを聞きたい。

「ロアナ村が開放された。あの土地は軍事用に開かい拓たくするそうだ」

　……この情報は流石に寝ね耳みみに水だわ。

　今思えば、レベッカとネイトがウィルおじいさんの葬儀の場にいること自体、あり得ない光景だったのよね。

　魔力を持たない住民はロアナ村から出ることが出来ない。ジルの場合は魔法薬エイベルのおかげで出られただけだから。

　それなのに、周囲は見み咎とがめる様子もなかった。彼らは不法にロアナ村から出てきたわけではない、ということだ。

　そう理解した私が「そうですか」と相あい槌づちを打つと、お父様の方が驚いていた。

「知っていたのか？」

「いえ、ロアナ村がなくなったことに関してはこれでも結構驚いています」

「……そうか」

　取り乱さない様子の私を不思議に思っているのだろう。

　これまでに驚くようなことが山ほど起こりすぎて、流石に肝きもが据すわったとも言える。悪女ですもの、何度も驚いてばかりはいられない。

「村人達はロアナ村をなくすことに賛成したのですか？」

「多数決で、そうなったそうだ」

「ネイトとレベッカ、それに……ウィルおじいさんという素す晴ばらしい先導者がいたからですね」

「ああ、そうだな。彼らのおかげで、大きな暴動も起こることなく、ロアナ村の住民全員を解放することが出来た」

「……それでも、当分の間は何が起こるか分かりません。ロアナ村の住民の中には、村の外に出るのが生まれて初めての者も多いのです。戸と惑まどうこともあるでしょう。いきなり外の世界に順応出来るとは限りません。彼らのケアを怠おこたらないように」

　私は少し厳しい口調でお父様に忠告した。

　これだけはちゃんとしておかなければならない。逆を言うならば、貧ひん困こんにあえいでいたロアナ村の住民を解放することで、この国の人達に不安を与える可能性だってある。

　いくらネイトやレベッカが住民を先導していると言っても、それだけで全住民の行動を把握出来るわけではない。彼らのことは、国でもしっかりと援助すべきだ。

「ああ。ルーク……陛下がそのあたりはしっかりと考えておられる。いや、どちらかというとデューク殿でん下かの方だったかな。ロアナ村の障しょう壁へきを解いたのも、デューク殿下だ」

「デューク様が……」

　私のいない間に様々なことを成なし遂とげてしまっていたデューク様に、改めて舌を巻く。

　聖女の『誘惑の魔法』の解明と解除、ロアナ村の開放。デュルキス国の歴史に残る活かつ躍やくをしたのは全てデューク様だ。

　デューク様には、本当に敵わない。そのことが少しだけ、悔しい。

「他に何かありましたか？」

「ジルがドッテン病の治療薬を作った」

「ええ、それは本人から聞きました。……とんでもない偉い業ぎょうを成し遂げましたね」

「あんな昔から、アリシアはジルの才能を見込んでいたのだな」

「……まさかここまでのことをするとは流石に想像もしていませんでしたわ。ジルは私の予想を遥かに超こえて成長しました。もう彼に私は必要ないでしょう」

　ジルはこの国のくだらない貴族優先意識など跳はね除のけ、一人でもやっていける。

　平民だろうと関係ない。この実力主義の中で地位を確立出来る能力をその手で開花させたのだ。私の後うしろ盾だてなどもはや必要ないだろう。

「……だが、彼にはまだアリシアが必要だよ」

　お父様は柔らかな口調でそう言った。

「私が必要？」

　思わずオウム返しにしてしまう。

　私から見れば、ジルは充分一人前に思えた。けれど、お父様の言葉にそうではないのかも……と考えを改める。

　ジルは聡明な子だった。だからこそ、ロアナ村からいち早く彼を外に連れ出したのだ。

　悪女の助手として学園にも同行させて、私が二年間小屋に籠こもった時も、彼は一人でこの屋敷で過ごしていた。……もしかしたら、嫌でも大人にならないといけない環かん境きょうだったのかもしれない。

　まさか、私が彼から子どもらしい人生を奪うばってしまった……？

「ジルはアリシアがいたから成長出来たんだ。彼はとてもアリシアに感謝している」

　お父様は一呼吸置いた後、「だが」と付け足した。

「いくら成長したと言っても、彼はまだ十二歳の子どもだ。傍そばにいてやりなさい。それに、今のジルは不安定だ。……アリシアも実際そうなのではないか？」

「……ウィルおじいさんの件で、という意味でしょうか？」

「ああ」

　お父様の短い返事に「私なら大丈夫です」と答える。

　確かに心にぽっかりと穴は空いているし、この穴はそう簡単に埋まるものではない。

　けど、いつまでも辛い思いを引きずっていても、時間の無む駄だだもの。ウィルおじいさんは私にそんなことを望んではいないわ。

「……ジルは今どこへ？」

「ロアナ村だ。……いや、元ロアナ村、というのが正しいのかな。もう、あの場所には何もないのに……」

「少しだけ、席を外してもいいですか？」

　ジルの元へ向かわなければならない、という思いが一気に押し寄せてきた。

　もしかしたら、彼は今一人でいたいかもしれない。

　……だけど、私は今のジルに会わなければいけない！

「アリシア、彼に会いに行ったところで」

「関係ありませんわ」

　お父様の言葉を遮る。

　──私は自分勝手な悪女ですもの！　一人になりたいなんて言われても聞いてあげる気は毛頭ないわよ！

「では、失礼します」

　それだけ言うと、足早にその場を離れた。

　駆け足で屋敷を出て、ロアナ村へと向かう。ヒールは走りにくかったけれど、そんなことを言っていられない。

　せっかく新品のドレスを着て、化粧をしていても、結局私は私だ。

　どれだけ綺麗に着き飾かざっても、こうしてすぐ衝動に任せて行動してしまうあたり、ほんと我儘放題の悪女よね！

　久しぶりにロアナ村へと続く道をひた走る。幼い頃から毎晩ここを走り続けてきた。

　ウィルおじいさんに会うために……。

　今思えば、ウィルおじいさんがジルと出会わせてくれたのよね。途中からは、ジルにも会いに行くようになった。

　ジルの賢さに目をつけた私は、ロアナ村からジルを解放した。……ウィルおじいさんがいなければ、私はジルと出会うことはなかったかもしれない。

　ウィルおじいさん、貴方はジルという素晴らしい宝物を私に遺のこしてくれたのね。

　……ジルのことは私が命に代えても守ってみせるわ。
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　ロアナ村へとたどり着いた。……元ロアナ村といった方が正しいのよね。

　……見ないうちに、随分と澄んだ空気になっている。

　私が最初にここを訪おとずれた時の面おも影かげはもはや一いっ切さいない。治安の悪い汚きたない場所という印象が一新されている。

　これも全部、ウィルおじいさんやレベッカ達の努力の賜たま物ものね。

　レベッカは私にとても感謝してくれているけれど、私は何もしていない。ただ、彼らにロアナ村を改革するよう意識を向けさせただけ。

　それを見事に活いかしたロアナ村の人々の方が、よっぽど凄いわ。

　建物自体はまだそのまま残っている。軍事利用される、と言っていたから、まもなく全て更さら地ちになるのだろう。

　ゆっくりと村の奥へと足を進めていく。

　ジルがいるとすれば……、ウィルおじいさんの家かしら。

　私はウィルおじいさんの家へと駆け足で向かった。

　ラヴァール国に国外追放されて、それほど長い時間が経たったというわけでもないのに、久しぶりの場所に私は懐かしさを覚えた。この村でウィルおじいさんに出会い、ジルに出会えたことで、私の人生は大きく変わったのだと思う。

「……ジル？」

　私は扉をコンコンと叩いてから、ウィルおじいさんの家へと入った。

　あれ……？　いない？

　家の中にジルの姿はなかった。ベッドの下に隠れているわけでもなさそうだし……。

　一体どこに行ったのかしら。

「絶対ここにいると思ったのに……」

　私はウィルおじいさんの家を出て、ロアナ村の中を探し回った。

　意外と広いのよね、この村。

　確かに軍事用に開発するのに適しているかもしれない。

　ぐるぐると探し回っていると、何もない閑かん散さんとした場所に誰かが突っ立っているのが見えた。

　ジル！

　驚かせないよう心の中だけで声を上げ、私は彼の元へと急いだ。

　近くまで来ると足を止め、そっと彼の隣となりに立つ。私が来たことを察したのか、ジルは右手で目をこすった。

　涙を見せないようにしたのだろう。

「アリシア、来たんだね」

「ええ」と短く答える。

　ジルはぼんやりと何もない地面を眺ながめている。私は彼の言葉を待った。

「……ここ、僕の家だったんだ」

「…………そう」

「何一つ残ってない。けど、それでいい。両親との思い出もないし、家もないけど、僕には帰る場所があるから」

　微かに震えていたけれど、しっかりとした声でジルはそう言った。

「……ただ、どうしてか今は、アリシアがいるのに帰る場所がなくなったように思えるんだ」

「それぐらい、ウィルおじいさんの存在は大きかったものね」

「前に進まないといけないって分かってるのに、どうしたらいいのか分からなくなるんだ。頭の中ではやるべきことが分かっているのに、感情が追いつかない」

　ジルはそう言って、瞳から大粒の涙を流し始めた。

　……そんなに簡単に気持ちの切きり替かえが出来る人なんていない。けど、必ずそれは乗り越えられるものだ。何故なら私達は、生きているのだから。

「アリシアは強いね。……どうしてそんなに平気なの？」

　ジルは私の方へと視線を向ける。

　私はウィルおじいさんの葬儀以降もう泣かないと決めた。ジルの前では特に私らしい私を貫つらぬく。それが悪女のプライドだ。

　ゆっくりとジルの目を見る。潤うるんだ瞳に、私の顔が映った。

「……そうね。亡くなった人を思うのは一時でいいわ。今は生きている私達がどう動くかを考えないと」

「それは流石に冷たくない？」

　ジルの声に少しだけ怒りが混じったような気がした。

「死んだ人と一緒に貴方の時間を止めてどうするの？　もうウィルおじいさんは帰ってこないのよ」

「そんなこと分かってるよ。けど、それでもアリシアのその態度はおかしい」

　ジルが涙を流しながら私を睨む。彼にこんな風に睨まれたのは、初めて会った時以来ね。

　そうよ、ジル、怒りなさい。

　悲しんだままでいるよりも、よほど心は前を向くわ。私に向かってきなさい。

　私は血も涙もない人間に見えるのだろう。……けど、ここで私まで崩れたら意味がないじゃない。

　一緒になって崩れていくぐらいなら、私は喜んで冷れい徹てつになるわ。

「私達がどれだけ叫んでも、どれだけ求めても、死んだ人間は生き返らないのよ？」

「分かってる！　分かってるよ！　だとしても、おかしいよ!!　だって、アリシアだってじっちゃんのこと大好きだったじゃないか!!」

　私の言葉にジルは声を張り上げた。

　何も答えないでいると、ジルはさらに私を詰る。

「じっちゃんに助けられたし、じっちゃんのおかげで成長出来たことを忘れたの!?　どれだけじっちゃんに愛されたのか忘れ……」

「それが上へ行くということなのよ、ジル」

　私はジルの言葉を遮るようにして、そう答えた。

　ジルはぐっと押し黙った。熱いものが込み上げるのを自覚しながら、私は真っすぐ彼の目を見つめる。

「冷血で感情がないと思われてもいい。立場は人を窮きゅう屈くつにするの。……悪女ならもっと自由に生きればいいって思うかもしれないけれど、私はそんなレベルの低いものを目指していない」

　私の何気ない言動で多くの人の命を奪うこともあるかもしれない。それぐらい上に立つ者には責任が生じてくる。

　私は歴史に残る悪女になる。そんな野望を掲かかげている人間が、いつまでも下を向いているわけにはいかない。

「……知ってるよ」

　ジルがボソリと呟く。その声は随分と大人びて聞こえた。

　気付けば、ジルの涙はもう止まっていた。

「それに、アリシア泣いてるもん」

　え、とジルの言葉に動どう揺ようし、思わず目元を押さえた。

「表ではそうやって虚きょ勢せい張ってるけど、じっちゃんに取りすがって泣くアリシアなんてまずお目にかかれないと思ったよ。あの時、アリシアも僕と同じく、じっちゃんがこの世から跡形もなく消えてしまうことに、たまらない気持ちだったんだって……。なのにその辛さを僕に共有させてくれないことに対して、苛いら立だったのかもしれない。怒ど鳴なってごめん」

　私はジルの言葉にゆっくりと首を振る。

「アリシアの傍にいるために、アリシアに仕えるために、僕も成長しないとね」

「……このまま悪女に仕えていていいの？　ドッテン病の特効薬を発明した歴史に名を残す平民第一号になるかもしれないのに」

「何そのダサいネーミング。僕はそういうのいいんだよ。悪女に微笑まれているだけで光栄なことだからね」

　目を赤くしたまま、ジルは幸せそうに笑みを浮かべた。
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　私達はロアナ村から家に戻り、たっぷりと睡すい眠みんをとった。

　五大貴族の令嬢としてはタブーなのかもしれないけれど、ジルと二人で私の大きなベッドで手を繫つなぎながら眠った。

　多分、大事な人を失った私とジルにとって、悲しみを共有するにはこういう時間が必要だったのだと思う。

　ゆっくりと瞼まぶたを開けて、朝になっていることを確かく認にんする。

　私は隣でまだ眠っているジルへと視線を向けた。

　彼がこんなにも穏おだやかに寝ねている姿を見るのも珍しい。

　ずっと気を張っていたのだろう。ドッテン病の治療薬を作るなんて常人の技わざじゃないものね。

　……おそらく、ジルもまともに眠れていなかったのではないかしら。良く寝てる。

　私はそっとジルと繫いでいた手を離して、ベッドから出た。

　窓辺に向かい、外の様子を眺める。まだ辺りは薄うす暗ぐらく、早朝の涼すずしさを感じた。

　…………あれは、アルバートお兄様？

　庭でアルバートお兄様が剣の稽古をしていた。

　昔の自分を見ているような気持ちになった。というか、アルバートお兄様って、こんなに朝早くから剣の稽古をするような人だったっけ？

　もしかして、私が「尊厳を取り戻して」なんて言ったからかしら。

　お兄様の真剣な表情を見ていると、自分も何かしなければ、と思えてくる。

　デュルキス国の変化をまだまだこの目で見たいけれど、私は近いうちにまたラヴァール国に行かなければならない。

　クシャナとの約束も守らないといけないし、何よりリオのドッテン病が治ったのかも気になる。それに、聖女のことを調べていたラヴァール国の真の目的や、三さん賢けん者じゃのおじい様達……あぁ、やることが山積みだわ！

　私はジルを起こさないようにして稽古着に着き替がえ、剣を取り、部屋を出た。

　とりあえず、考えをまとめる時は素す振ぶり！

　ごちゃごちゃ考えていても仕方がない。そんな暇があるなら、鍛きたえた方が良いわ！

　駆け足で庭に出て、「お兄様！」と声をかける。

　すぐにアルバートお兄様は私に気付いて、手を止めた。

「アリ」

　息を切らしているアルバートお兄様の額には汗あせが滲にじんでおり、随分と長い時間稽けい古こをしていたことが分かる。

　お兄様って真面目よね……。包容力があって、兄弟では一番優しい気がする。ザ・長男。

「おはようございます」

「おはよう。ゆっくり眠れたかい？」

「ええ、とても」

「それは良かった。アリだけじゃなく、ジルにも無理をさせてしまっていたのかもしれないな」

　眉まゆをひそめながらそう言ったお兄様に、私は少しだけ間を置いてから答えた。

「そこは気になさらなくて大丈夫だと思います。ジルは自己満足で動いていただけですし……」

「相変わらず手厳しいな」

　ハハッと声を出してアルバートお兄様は笑った。

　こんなお兄様の表情を見るのは、幼い時ぶりだ。

「そうなのよね……ジルの場合、自分勝手な行動とはいえ、それが後の世のためになったってことなのよ。……だから、ジルは大器晩成型で悪役向きじゃない」

　私はブツブツと呟きながら冷静に分ぶん析せきする。

　だが、アルバートお兄様には聞こえたのだろう。彼は目を丸くして私を見つめた。

「なら、アリは悪役向きなのか？」

「ええ。むしろ、今まで私を見ていて良い人だと思う瞬間がありましたか？」

　私は皮肉を言うように意地の悪い笑みを浮かべた。

　幼い頃から悪女らしい表情を研究してきた私にとって、いつどんな瞬間でも悪い顔が出来る。

　プロフィールに書いておきましょ。特技はいつ何時でも悪い表情を作れることって。

「……ああ、確かにアリは『良い人』には向いていないかもしれない」

「!!」

　お兄様ってば、私のことちゃんと理解しているじゃない！

　そうよ、いい子ちゃんになんて私はなれないの。そこはちゃんと押さえていてもらわないと。

　一呼吸置いた後、アルバートお兄様は「だが」と付け足した。

「厳しさの中にある優しさに気付かない者が多かっただけだ」

　何よ、それ……。

　確かに私は現実主義者だし、国王様にリズさんの監視役を任された。

　けど、それは別に優しさなんかじゃないわ。私が私のためにしたことだもの。

　今までの言動だって全部そうよ。私が悪女としてのポイントを稼かせぐため。

　あぁ、この流れはまずい。

「私は自分勝手な女です」

　厳しさの中にあるのはあくまでも悪女としての傲ごう慢まんな心だけ。勘違いされては困るわ。

「そうかなぁ。自分勝手な悪女はロアナ村の住民にあそこまで愛されないよ」

「……ですが、私はロアナ村を救ったわけではありません」

　これだけはハッキリさせておかなければならない。

　私は正義のヒーローなんかじゃない。

　アルバートお兄様から目を逸らさず、私は話を続けた。

「ロアナ村を救ったのはウィルおじいさんやレベッカ達です。そして何よりもあの村を開放したデューク様が英えい雄ゆうです。私はただあの村の人達に『生きたいなら動け』と発はっ破ぱをかけただけ。彼らが自ら村の改革を望まなければ、成しえなかった。後は彼らが勝手に動いただけです」

　聖女なら、『共に生きましょう』と手を差し伸べて、あの村をより良くしようと手を貸していたはず。

　私はそんなこと一切していない。ただ、村の情報を集め、取引という名目でロアナ村にとって必要なものを与えていただけだ。

　利用できるものは全て利用しようと思っていた。その考えは今でも変わらない。

　弱き者は強き者に食われるのだ。

「それでも、村人はアリシアに感謝しているよ」

「どうしてですか？」

　やけに食い下がるアルバートお兄様に、たまらず顔をしかめてしまった。

「アリシアは一番大事な『きっかけ』を与えたからね」

「きっかけ……？」

「あの村が変わった最も大きな要因はアリシアだ。変化を起こすにはきっかけが最も重要で、それが全てだと言っても過言ではない。アリシアがそれを与えなければ、何も始まらなかっただろう。ウィル様やレベッカ、ネイト達……、そして、デュークが動くこともなかった」

　私は黙ってアルバートお兄様の話を聞いた。

　何も言い返せない。確かに彼の言うことには一理ある。けど、私のしたことなど「ロアナ村の開放」という歴史的事象からすれば大したことではない。それもまた事実だ。

「それでも、歴史に名を残すのはデューク様ですわ」

　私がぼんやりとそう言うと、お兄様は私に聞こえないぐらいの声で呟いた。

「……それはどうかな」

　アルバートお兄様とまともに会話出来たのは数年ぶりだ。

　今の私は昔のようにお兄様っ子じゃないし、お互たがいに雰囲気も変わった。大人になったのだ。

　私はギュッと剣を握りしめて「お兄様」とその瞳を真っすぐ見つめた。

「手合わせ、お願いいたします」

　私の言葉にアルバートお兄様は一瞬面食らったようだが、すぐにフッと顔を綻ばせた。

「ああ、勿論だ」
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　私達は時間を忘れてひたすら剣を交えた。

　何本かアルバートお兄様に取られたが、今のところは私の方がリードしている。けれど、思っていたよりも断然強い。

　……アルバートお兄様ってこんなに強かったかしら？

　昔私が誘ゆう拐かいされた時に、戦うことを放ほう棄きした人だとは思えない。

　あの時は、暴力は暴力を生むと言って、剣を抜こうとすらしなかったのに……。

　あ、もしかしてリズさんの魔法が解けたから？　……どれだけ強いのよ、『誘惑の魔法』。

　聖女の力がそこまでチート級のものだとは思わなかった。

　私が戦いに集中していないことを察したのか、その隙を狙ねらってお兄様が一気に攻こう撃げきしてきた。

　間かん一いっ髪ぱつでかわす。

　……危あやうく一本取られるところだった。油断大敵だ。

　私はアルバートお兄様の動きにだけ集中した。

　きっと、彼も悔しいはず。だって、今のところ五つも下の妹に負けているのよ。実際、私の実力は、アランお兄様とヘンリお兄様よりも上なのだ。

　剣のぶつかり合う音が響く。気付けば、すっかり朝日は昇のぼっていた。

　額から汗が滴したたるのが分かる。アルバートお兄様は私が来るより前からずっと稽古をしていた。そう考えると、彼の体力も相当なものだ。

　体をグッと思い切り反らしてアルバートお兄様の攻撃を避よける。

　流石にここで避けられると思っていなかったのか、アルバートお兄様は目を見開いた。その瞬間私は彼の横っ腹に剣を押し当てる。

「また一本。私の勝ちね」

　息を切らしながら見つめ合う。私はゆっくりとアルバートお兄様から剣を離した。

　お互いに呼吸を整える。アルバートお兄様は声を上げて嬉しそうに笑った。

「あー負けたー。アリシア、君はこんなにも強かったのか」

　……あら、思っていた反応と違う。

　もっとしみじみと「強くなったなぁ、アリ」って兄目線で言われるものと思っていた。

　こんな風に豪ごう快かいに笑うアルバートお兄様を、初めて見たかもしれない。

　昔からアルバートお兄様は私のことを子ども扱あつかいしていた。私が剣けん術じゅつを習いたいって言った時も、どうせ出来っこないからと、あえてハードなメニューを言ってみたりして。でも、私が本気だと分かると、ちゃんと面倒を見てくれた。

　良いお兄様よね。

　そこに、二人分の足音が聞こえてきた。

「え〜〜、アルバート負けてるじゃん」

　突然可愛らしい声がその場に響く。

　……この声、フィン様!?

　反射的に振り向くと、天使のような顔をしたフィン様と、色気が半はん端ぱないカーティス様が私達の方に近づいてきていた。

　どうしてこんな朝早い時間に二人が来たのかしら？　流れ的にはヘンリお兄様とアランお兄様だと思うじゃない。

「何故お前らがここにいるんだ？」

　アルバートお兄様が私の疑問を代弁してくれた。

　カーティス様が眉み間けんに皺しわを寄せながら、面倒そうに口を開く。

「馬鹿ヘンリに朝から呼び出されたんだよ」

「僕はカーティスに一緒にどうかって誘さそわれて来たんだ。なんだか分からないけど、面おも白しろそうだからいっかなって」

　フィン様の腹の内が未いまだに読めない。こういう人が一番厄介なのだ。

　リズさんの『誘惑の魔法』にべったりだったっていう記憶も特にない……。まるで私の味方をしてくれたような時もあったし、言うなれば傍ぼう観かん者しゃ的てきポジションってやつかしら？

「……カーティス様とフィン様って、仲が良いですよね」

「ん〜、そう？　よく一緒にはいるかもしれないけど」

「まぁ、僕らはリズの魔法にかかっていないからね〜。立場的にはずっと中立なんだよ」

　フィン様がニコニコしながらそう言った。

　本当に眩まぶしい笑顔。……全国のショタ好きの乙女ゲームプレイヤーがフィン様を推おす理由が分かる気がする。

「けど、まさかアリシアが国外追放されるだなんて思ってもみなかったよ。……それに、ウィル様のために帰ってくるとも思ってなかった」

　フィン様は興味深そうに私をじっと見つめる。

　五大貴族の令嬢が国外追放されるなんて、まず考えられないものね。

「俺はアリちゃんにまた会えて嬉しいよ」

　流石プレイボーイのカーティス様。発する言葉がやっぱりチャラい。

「またその目！　ちゃんと本音だよ」

　ジト目をした私に、カーティス様は抗こう議ぎの声を上げる。

「あ、でもカーティスは結構アリシアのこと好きだよね！」

　明るい笑みを浮かべたままフィン様はそう付け足した。

　カーティス様はばつが悪そうに「おい！」とフィン様を睨む。

　確かにカーティス様はいつも私を助けてくれていたような気がする。何か事が大きくなる前に間に入ってくれて……。カーティス様なりに、私のことを心配していたのかもしれないと思うと、プレイボーイも悪くないと思ってしまう。

「それで、ヘンリはカーティスになんの用だったんだ？」

　話を戻すようにアルバートお兄様が尋ねた。

「それが教えてくれないんだよ。家に来たら話す、とだけ言われてさ〜〜。本当に人使いの荒あらい奴やつめ！」

「なのにちゃんと来るあたり、カーティスはお人ひと好よしだよな」

　アルバートお兄様の言葉にカーティス様は「はは」と短く笑う。

「ヘンリはアリシアのことが大好きだからね。きっとアリシア絡がらみの話なんじゃないかな。今までだって何か集まりがあるとすれば、リズのことかアリシアのことだったもんね」

「私の話？　ですが、今までとは随分と状況が変わりましたのに」

「それそれ、ほんと驚いたよ！」

　フィン様の嬉しそうな様子に私は首を傾げる。

「だって、あのアルバートがアリシアに負けたんだよ！」

「俺達の中でもかなり強い方なのにな」

　カーティス様、その一言は余計にアルバートお兄様の心をえぐります。

　というか、フィン様も容赦ない。もう少しフォローしてあげてよ。

　私は誰にも舐なめられないぐらい強くなりたかったし、それなりに鍛錬も積んできた。人並み以上に努力しないと男性と同等にはなれないのだし。

　だからこそ、ライオンと戦ったり、ラヴァール国では軍隊にも入ったわ。今まで必死に足搔あがいて、腕うでを磨みがいてきたのだもの。

　見くびってもらっては困る。

「……アリシアが強いことは知っていたから、別に傷ついてはいない。ただ自分があまりにも不ふ甲が斐いないだけだ」

　アルバートお兄様の真面目すぎる一言に、誰も何も言えない気まずい空気が流れる。

　フィン様は流石にからかいすぎたと自覚したのか「何か言ってあげて」という目で私を見つめてくる。

　私はやれやれと小さく息を吐はいた。

「ここからさらに強くなればいいのです。剣術なんてただのスキル。幸いなことに、スキルは鍛錬を積めばいくらでも磨くことができます」

　私は慰なぐさめの言葉をかけるような人間じゃない。

　可愛い妹にはなれない。……けど、それでいい。

「ああ、アリの言う通りだな」

　アルバートお兄様はそう言って、昔と同じように私の頭をぽんぽんと撫でる。久しぶりの妹扱いに、何故か私の胸はいっぱいになってしまった。

　フィン様達に動揺を悟られないよう、私は急いで顔を逸らす。

　悪女は頭をぽんぽんされて嬉しいだなんて、絶対に思わないんだからねっ！
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「……それで、どうして私まで客間にいるのかしら」

　私はフィン様とカーティス様に半ば強ごう引いんに客間へと連行された。

　勿論まだ着替えていない。汗をかいた先ほどの稽古着のまま。

　この二人は私を連行しておいて、どうしてこんなに悪びれる様子がないのかしら。アルバートお兄様も彼らに言われるがままについてきてるし。

　ヘンリお兄様がフィン様とカーティス様を呼んだってことは、私とアルバートお兄様はいない方が良いに決まっている。

　どうして自分の家でこんなよそよそしい気持ちにならなければいけないのよ。

　目の前のソファに腰こしを下ろして、どこか楽しそうな様子のフィン様とカーティス様を軽く睨むと、私は隣に座っているアルバートお兄様に小声で話しかけた。

「お兄様、あの二人ってどうしてあんなにも……強引なのでしょうか」

「俺もそれは疑問に思ってる」

「私だけ抜け出してもいいですか？」

「だめだ。絶対に俺を置いていくな」

　なんでよ。男性同士の方が話しやすいでしょ。

　私はこの場をどうすべきか、何か話題を捻ひねり出そうと、苦くるし紛まぎれに口を開いた。




「お二人は、恋こいはしてらっしゃいますか？」




　…………何故!!

　アリシア！　どうして今そんな質問してしまうのよ！

　自分で自分に突っ込んだものの、パッと頭に思いついたのが恋れん愛あいの話だったのだ。

　どの地域でもどの時代でも「恋バナ」というのは盛り上がる。

　……けど、今ここで出す話題ではなかったのは確かだ。

　まさかそんな質問が飛び出てくるとは思っていなかったのか、フィン様もカーティス様も目を丸くして私を見つめている。

　隣のアルバートお兄様なんて、軽く紅茶を噴き出していた。

　分かっているわよ。国外追放までされた悪女が一体何言ってるんだって話よね。

　なんだか、自分で言って悲しくなってきた。この話はなかったことにしよう。

「……こほん。失礼。最近面白い出来事はありましたか？」

　私は完全に自分の発言を忘れた振りをして、紅茶のカップを手に取り、軽く微笑みながらそう言った。

「今」

　私はフィン様の反応に顔を向ける。

「今のアリシアが、めっちゃ面白いよ」

　フィン様はきらきらした瞳で興奮気味に私を見る。

「……私はちっとも、何も面白くありません。今の回答は却きゃっ下かで」

　私は全てを無に帰そうと、目を細めながらフィン様にぴしゃりと言う。

「え、アリシアからの『恋バナ』なんて、面白い話でしょう？」

「次。カーティス様は？」

　私はフィン様を無視して、カーティス様へと視線を向けた。

　彼も涙目になって笑いを堪えている。

　まさに「今」とフィン様と同じ回答をしたいであろう雰囲気を醸かもし出していたが、私は氷の微び笑しょうでそれを阻そ止しした。カーティス様は目じりを拭ぬぐいながら息も絶え絶えに答える。

「えっと……、面白いことか……」

「さっきのアリシアの話題に戻ろう」

　横からまさかのアルバートお兄様が乱入してきた。

　せっかく、私が話題を変へん更こうしたのに、水の泡あわじゃない！　けれど、真面目なアルバートお兄様が何故か食いついたことに疑問を持った。

「アルバートお兄様は、恋愛の話をしたいのですか……？」

　私は戸惑いながらアルバートお兄様を見る。彼はニヤッと笑みを浮かべた。

「フィンとカーティスの恋愛はどう考えても面白い話でしかないだろう？」

「……確かに」

　私はアルバートお兄様の言葉に大きく頷いた。

　なんだか恥ずかしくなって話題を変えたけれど、単純に彼らがどんな恋愛をしているのかは気になるわ。

　ここはもう、乙女ゲームのシナリオ通りではない世界だもの。

　ヒロインだったリズさんに熱中していない彼らが、どんな恋愛をしているのかとても興味深い。

「フィン様はどういう恋愛をしていらっしゃるのですか？」

　私はフィン様を見つめながらにこやかにそう聞いた。

　フィン様は動揺する様子もなく、ニコッと笑みを浮かべる。

　……この何を考えているか分からない笑顔が怖いのよね。

　カーティス様も本音を隠しがちだけど、最もうまく裏の顔を隠せているのは、フィン様だと思う。

「教えてくださらないのですか？」

　私がそう付け足すと、フィン様はティーカップを口に運びゆっくりとアップルティーを一口飲んだ。

　その綺麗な所作に、私はふと……フィン様でも取り乱したりすることはあるのかしら。

　とそんなことを考えた。

「どうだろうね」

　フィン様の口から出てきた答えはそれだけだった。

　もう!!　散々焦じらしてその答えは一体何よ。私の期待を返してほしいわ。

「誤ご魔ま化かさないでください」

　私はフィン様を軽く睨む。

「ん〜〜〜、誤魔化すっていうか、自分自身の気持ちをよく分かっていないんだよね」

「……どういうことですか？」

「恋をしているのかもしれないし、していないのかもしれない」

「え!?」

　フィン様の隣でカーティス様が驚く。

　フィン様からそんな答えが出てくるとは思わなかったのだろう。私もてっきり「したことないよ」とあっさりかわされると思っていた。

「あ、でも失しつ恋れんはしたかも」

　この美少年を振る人間などこの世に存在するわけがない。

　フィン様が恋に破れるなんてことあり得る？　そもそもフィン様の好きな人って誰!?

「……えっと、詳くわしく？」

　カーティス様が口を開いた。

「そんなに面白い話でもないよ？」

「「いや、めちゃくちゃ面白い」」

「いえ、めちゃくちゃ面白いです」

　私とカーティス様とアルバートお兄様の声が見事に重なった。

　誰かの恋愛話でここまで興味を抱いたのは初めてかもしれない。それぐらいフィン様の恋愛はレアだ。

「え〜〜。じゃあ、話すよ。幼い頃から……」

　フィン様は私達の反応に少し引き気味だったが、話し始めてくれた。

　その瞬間だった。

　扉がガチャッと開き「お待たせ〜〜」とヘンリお兄様の声が部屋に響く。

　なんて間の悪い!!

「ヘンリお兄様!!」

　ヘンリお兄様はいきなり私に名前を叫ばれたことに驚く。

「おおお？　なんだ？」

「最悪です!!」

「えええ？　急いで来たのに、怒られるってことあるか？　しかも、二人は俺が呼んだのに……」

　ごもっとも。だけど、登場するのは今じゃないのよ。

「ここで話は終しゅう了りょうだね」

　フィン様はまたニコッと天使のような笑みを浮かべた。

　……はぁ。

　私達三人は思い切り肩を落とした。

「な、なんか、悪い」

　事情を何も知らないヘンリお兄様は戸惑いながら私達に謝った。

「いえ、ヘンリお兄様が悪いわけではないのです。ただ、物凄くタイミングが悪いというだけ……」

「……出直してこようか？」

「いや、大丈夫だよ」

　ヘンリお兄様の言葉にフィン様が被せるように答えた。「それなら良かった」と言って、ヘンリお兄様はソファに腰かける。

　これからフィン様の恋愛事情を聞く時は、魔法で扉を厳重に閉めておこう。

「それで、俺達に話ってなんだったんだ？」

　カーティス様はヘンリお兄様の方へと視線を向ける。

「あ〜〜、まさか二人がアリシアと先に会っているとは思わなかったからなぁ」

　ヘンリお兄様は少し話しづらそうにしている。

「やっぱりアリちゃんの話だったんだ〜」

　カーティス様が「ほらやっぱり！」と思った私の心の声を代弁してくれた。

「では、私にも聞く権利がありますわよね。言いい渋しぶるということは、私に聞いてほしくないことですか？」

「まあ、アリシアにとって良い話ではないからな」

　ヘンリお兄様がじっと私を見る。悪女たる私に、今更どれほど都合の悪い話があるというのかしら。どんな話題でも受け止めてみせますわ。

「それで、内容は？」

「……お前をもう、ラヴァール国へ行かせないようにしようと思ってな」

　あら……。これは確かに私にとって良い話ではないわね。

「何故です？」

　私は冷静にヘンリお兄様に理由を尋ねた。

「何故って……」

　ヘンリお兄様は戸惑った表情を浮かべる。

「……あ！　もしかして、野生の狼おおかみのことですか？　それなら私、情報を得てきましたの。やっぱりあれはデュルキス国が聖女のことを」

「違う」

　ヘンリお兄様は私の言葉に被せるように否定する。

「では、私がラヴァール国にデュルキス国を売ったとでも考えているんですか？」

「違う。……え？　アリ、そうなのか？」

「そんなわけないじゃないですか」

　私はジトッとヘンリお兄様を見る。

　生まれも育ちもデュルキス国なのに、フラッと過ごした国に自国を売るわけがない。こう見えても愛国心はある。あれは短期留学です！

「では……、ラヴァール国で力を身につけて私がこの国を支配しようと企たくらんでいることがバレ……」

「だから違うって。そんな魂こん胆たんだろうとは思っていたけれど！」

　ヘンリお兄様は強い口調で否定すると、「どっかズレてるんだよな、俺の妹は……」と呆れながら言う。

　私、自分のこと結構勘かんが鋭い方だと思っていたけど、違うみたい。

　ならどうしてそんなに私をラヴァール国へ行かせたくないのかしら。私がウィリアムズ家の跡あと継つぎだったら話は別だけど……。

　ただの令嬢よ？

　それに、デュルキス国に帰国してから、まだ誰にもラヴァール国の話をしていない。

　ヴィクターやヴィアン王子達の王家問題のことだって……え？　まさか。

「…………ヘンリお兄様」

　私はヘンリお兄様の目をひたと見据える。

「なんだ？」

「私がラヴァール国の王子に心を奪われたと」

「違う！　けど待て！　もしそうなら、この国が終わる！」

　ヘンリお兄様は慌てたように何故か周囲を見て、「デュークにこの会話が聞かれでもしたら……」とブツブツ呟いている。

「アリ、それ以上はやめてやれ。ヘンリが可哀かわい想そうになってきた」

　アルバートお兄様がヘンリお兄様に助たすけ舟ぶねを出した。

　フィン様とカーティス様はずっと笑いながらへンリお兄様を見ている。

　何が可哀想なのか分からない。理由を教えてもらえない私の方が可哀想じゃない……？

　むしろ、アルバートお兄様はどうしてヘンリお兄様が私をラヴァール国へ行かせたくないのか分かっているみたい。

　いつからそんな超ちょう能のう力りょくを身につけたのよ。

「可愛い妹が心配だからだよ」

　アルバートお兄様は優しい声で答えを教えてくれた。ヘンリお兄様が不服げな表情を浮かべる。

　…………しんぱい。

　ラヴァール国に行かせたくない理由が、妹を心配して？　ただそれだけ？

　私は拍ひょう子し抜ぬけした。

「その選せん択たく肢しが出てこないところがアリシアだよね」

　フィン様は楽しそうな笑顔で言った。

「あそこまで外されると恥ずかしいよな」

　カーティス様はハハッと声を上げて笑う。

「まぁ、アリはこういう子なんだよな」

　ヘンリお兄様ははぁっと小さくため息をつく。アルバートお兄様は自分の言葉に大きく頷いていた。

　これは……、褒ほめ言葉じゃないわよね？

　まぁ、褒められない方が悪女ポイントは増えるんだろうけど、なんだかこれに関しては複雑な気分。

「ラヴァール国は、意外と安全な国でしたよ」

　入国して早々、闘とう技ぎ場じょうでライオンと戦うことになるような場所がはたして安全なのかどうかはよく分からないけれど……。

　今はヘンリお兄様を安心させてあげましょ。

　ラヴァール国の良いところをあげていけばいいわよね。私はラヴァール国での出来事を思い出していく。

「なんたって、国外追放されたおじい様達がいました」

「……おじい様が!?」

　あ、そうよね。

　これって先に国王様に報告すべきことかしら。

　……けど、きっとデューク様が伝えてくれているはず。

　国王様の耳に入れば、お父様も知るだろうし、大丈夫よね！

「そんな重要な報告、ここでしちゃっていいの？」

　フィン様が目を丸くしながら聞いてくる。

　ラヴァール国の内情や、どうやって私が過ごしてきたかを他言しないようにとは言われていない。言われていないのだから、国家機密だろうと話しても問題ない。これ、悪女の心得。

「今日はヘンリに呼び出されたけど……、やっぱりアリちゃんの話が一番面白いよな」

「おい」

　カーティス様の言葉にヘンリお兄様が低い声で突っ込む。

「もっと詳しく聞きたいよね！」

　フィン様は目を輝かせる。……さっきまで皆フィン様の恋の話について興きょう味み津しん々しんだったのに。絶対にフィン様の恋バナの方が面白い。

「えっと……」

　ラヴァール国の良いところを話さないと……。いかに魅力的で危険ではないかを伝えたら、ヘンリお兄様も私をラヴァール国にもう一度行かせてもいいと思うかもしれない。

「ライオンと仲良く出来る国です」

　ライオンと一対一で戦うことになった話は省いておこう。

「「「「は？」」」」

　四人の声が見事に重なる。

　一つずつ説明していくときっと日が暮れてしまう。私は彼らのリアクションを無視して、先に進めることにした。

「魔法がない国なので、魔法で危ない目に遭あうことはありません。その代わり全体的に剣術や武術はデュルキス国よりもラヴァール国の方が長たけています。そのため、王族の軍隊が整っていました。あ、安心してください。私も隊の一員になっています」

「「「「はああああああ？」」」」

　先ほどよりも大きな四人の声が重なる。

　そんなに驚くことかしら。私の実力が認められたって話をしただけなのに。

「どこから突っ込んでいいのか分からない」

　ヘンリお兄様が匙さじを投げた様子でソファに深く沈み込んだ。

「驚いたけど……そりゃ、あのアリちゃんの腕うで前まえなら可能なのかもな」

　カーティス様もなんだか諦めたように苦笑する。アルバートお兄様は誰よりも早く冷静さを取り戻し、「それで？」と話の続きを促うながした。

「ラヴァール国では、未だ跡継ぎが決まっていません。王権制度がちょっと複雑なのが理由ですが、兄弟仲は……良いと思い……たい？」

「なんで最後疑問形なんだよ」

　ヘンリお兄様がすかさず言葉を挟はさむ。

　正直な話、ヴィクターは心の底からヴィアンのことを嫌いではない気がする。ただ理想と現実の乖かい離りのせいでヴィクターなりに苦しんでいるのではないかしら。

「……てか、そこまでラヴァール国の内部に入り込んだの？」

　フィン様の素そ朴ぼくな疑問が部屋に響いた。

　……まぁ、まずそこからよね。

　私はコホンッと小さく咳せき払ばらいをして、色々と省きながら事実を話す。

「最初は到とう底てい会えるような状況ではなかったのですが、私が役に立つ人材だと思っていただけたのでしょう。国王陛下に気に入ってもらい王宮に招かれました」

　四人とももはや驚く声も出ないのか、目を丸くして固まっている。

「…………そうだった。この子、普ふ通つうじゃないんだった」

　カーティス様が絞しぼり出すように言った。

「妹が変なことは知っていたが、他国でもそうだったのか」

「流石だね」

　アルバートお兄様とフィン様が続けた後に、ヘンリお兄様もフゥッと小さく息を吐いた。

「あの、……まだこの話、序じょ盤ばんの序ですらないのですが」

「国王に気に入られるのが物語の始まりの一文目!?」

「まぁ、それぐらいになりますね」

　私はカーティス様の大きな声に冷静に答えた。

　ここで会話してる方々は色んなハプニングがあってもいつも比ひ較かく的てき冷静なのに、目を見開いて露ろ骨こつに驚いた表情をしている。

　なんて面白いのかしら！

　いつも何を考えているか分からない人達の感情を露あらわにさせてしまうなんて、私ってば成長したわね。

「オレ、モウオドロカナイ。カンジョウコロス」

　ヘンリお兄様が無表情のまま死んだ目をしている。

「だめです。人間でいてください」

「アリの話にいちいち驚いていたら、表情筋が筋肉痛になるんだよ」

「筋トレになっていいじゃないですか」

「出たよ、アリの筋トレ好き。……てか、表情筋鍛えても別に良いことないだろ」

「マッチョな男はモテますよ」

「マッチョにするとこ間ま違ちがってるだろ」

「二人で仲良く漫まん才ざいするのやめて」

　私とヘンリお兄様の会話をカーティス様が遮る。

「……てか、ジルは？」

　フィン様がジルの話を持ち出してくるのは意外だ。

　意図が分からずに私は少し首を傾げながら答えた。

「疲れていて、まだ寝てると思います」

「一緒にアリシアの話を聞かなくてもいいのかな。後で聞くと不ふ機き嫌げんになっちゃうかもよ、彼」

　確かに……。

　フィン様は乙女ゲームではショタ枠わくなのに、こういう気遣いが出来るところが侮あなどれない。

　まぁ、こう見えてフィン様も十九歳だものね。私より三つも大人の男性なのだ。

「呼んでこようか？　物語は始まったばかりだし」

「……カーティス様が？」

　さっきから驚くことばかりだ。

　皆、いつからそんなにジルと仲良くなっていたのだろう。

　はみ出し者──五大貴族じゃないって意味では、一番カーティス様がジルの気持ちを理解しているのかもしれない。











現在十二歳　ジル






　コンコンッと扉とびらをノックする音で目が覚めた。

　起きたての細い目で窓の方へと視線を向けると、陽光があまりにも眩まぶしすぎて目を瞑つぶってしまう。

「ん〜〜〜」

　隣となりにいたはずのアリシアがいないことに気付く。

　……そりゃ、もう起きてるか。こんなに日が昇のぼっているんだもん。

　あまりにもぐっすり眠ねむりすぎていた。けど、アリシアが隣で寝ねてくれた安心感があったからこそ、こんなにも良いい睡すい眠みんをとれたのだと思う。

　ロアナ村にいた時はろくに眠れなかったし、村を出てからも基本的にずっと気を引ひき締しめながら眠っていた。

　アリシアがラヴァール国に行ってからは、ほとんどちゃんと眠れた覚えがない。

　……やっぱり僕にはアリシアが必要なんだ。アリシアがいなければ生きていけないのではないかってぐらい、その存在は大きい。

　もう一度コンコンッと扉をノックする音が部屋に響ひびく。

「ジル？　いるか？」

　…………カーティス？

　想定外の声に僕は飛び起きた。

　どうしてカーティスがいるんだろう。ここ、ウィリアムズ家だよね？

　僕は慌あわてて扉へと近づく。

　若じゃっ干かん不ふ審しんに思いながらも「いるよ」と扉を開けた。

「本当にアリちゃんの部屋にいた……」

　カーティスは僕を見るなりそう言った。

　あ、そういえばここ、アリシアの部屋だ。僕がいるって他人に知られるのはまずかったかも……。

　いや、そもそも僕がここにいることを知ってて来てるんだから、別にいいのか。

　貴族と庶しょ民みんだということより、男と女だということで問題になりそうだ。……けど、アリシアがこの場所を教えたのなら、別に大したことではないって思ってるってこと？　それはそれで、なんか複雑な気分。

　……だめだ、起きたてでうまく頭が回らないみたいだ。

「なんでここにいるの？　てか、何してるの？」

「アリちゃんがジルがここにいるって……。今客間でヘンリやアルバート、フィン達とラヴァール国の話を聞いてるんだけど、ジルも呼んだ方がいいんじゃないかって」

「やっぱりアリシアが教えたんだ」

　……アリシアってこういうところ鈍にぶいよね。

　言わなかったら、今日のことは僕とアリシアだけの秘密に出来たのに……。

「分かるよ。俺もそう思う。こういうことに関しての危機管理能力には乏とぼしいよな。他は完かん璧ぺきなのにさ」

　まるでカーティスは僕の心を読み取ったかのように言う。

「カーティスは鋭するどいけど、鈍いよね」

「え？　俺が？」

「うん。僕はアリシアを好きだけど、好きとか嫌きらいとか、そういうレベルの話じゃないんだ」

　カーティスはわけが分からないような顔をしている。

「女の子のことなら俺の右に出る奴やつはいないよ？　でもジルの言いたいことは、なんか、分かった。よし、この話はここだけの秘密にしておいてやる」

　よりによってなんでカーティスと秘密にしなきゃいけないんだ。しかも上から目線。

「気き遣づかいは無用だよ。デュークだって、多分分かってる」

「……そっか。アリちゃんの周りはみんな大人だな」

　そう言って、カーティスは僕の頭をぐしゃぐしゃと撫なでた。


[image: ]



「なんだか、珍めずらしいようで珍しくないメンバーだね」

　着き替がえを終えた僕は、アルバートとアリシアの真ん中に腰こしを下ろした。

　デュークとメルがこの場にいないことに少し違い和わ感かんを覚えているのかもしれない。

「ジル、おはよう。起こして悪かったわね。えっと、それで、どこから話せばいいのかしら？」

「ライオンと仲良くなって、王族と絡からみ始めたってところだよ」

「そうだったわ！」

「え？　ん？　……ちょっと待って」

　ヘンリの要約に、僕はたまらず話を止めた。

　その軽い導入ですでに聞きたいことが多すぎる。

　アリシアがラヴァール国で平へい凡ぼんな生活を送っているとは到とう底てい思っていなかったけど、入りが強きょう烈れつすぎた。

「ジル、諦あきらめろ。いちいち突つっ込んでいたらキリがないぞ」

　ヘンリが眉み間けんに皺しわを寄せながら深刻そうに僕を見つめる。

「……確かに」

　序じょ盤ばんは後で直接聞くことにして、今はついていくことだけに集中しよう。

「あのさ、アリ」

　ヘンリがアリシアへと視線を向ける。アリシアは「はい？」と小さく首を傾かしげた。

「あえてラヴァール国に有利に話そうとしてるだろ？」

「あら、バレてました？」

「そりゃな。だって、ライオンと仲良くなるなんて普ふ通つうじゃないんだよ。別にラヴァール国を良く見せようなんて思わなくていいから、俺らにも分かるように説明してくれないか？」

　ナイスヘンリ！

　アリシアの話には絶対に注ちゅう釈しゃくが必要だ。事実だけをかいつまんで話されると、僕らは一生序章で躓つまずくことになる。

「分かりました」

　アリシアは少し考えてからそう言った。

　客間に来る前にカーティスにどういう状じょう況きょうでこんなことになったのかは軽く聞いた。ヘンリがアリシアをラヴァール国にもう行かせたくないのだとか……。

　僕もヘンリ派だ。彼の意見に便乗したい。

　アリシアが再びデュルキス国から離はなれてしまうなんて考えたくない。出来れば、このままずっといてほしい。

　それか、僕も一いっ緒しょにラヴァール国に連れて行ってほしい。

　…………アリシアはそんなこと、望んでないかもしれないけれど。

「ただ、少々長いお話になるので省けるところはとことん省かせていただきます」

　そうして、アリシアは話し始めた。

　彼女の話を聞いていると、「なんでだよ！」とか「どうしてそうなった!?」とか突っ込みどころが満まん載さいだ。

　それをグッと堪こらえて僕らは最後まで話を聞いた。カーティスやヘンリは途と中ちゅうから悟さとりを開いたかのような表情になっている。

　ここからはその要約を僕の心の声と共に列記しよう。アリシアの話を真面目に聞いていたら、普通の概がい念ねんってなんなのかなと思わされる。

　まず、闘とう技ぎ場じょうで瞳ひとみの色がバレないよう目め隠かくしをしたまま見世物としてライオンと乱らん闘とうして勝ったって何？　そりゃ、国王もアリシアのこと気に入るよ！

　魔ま法ほうでライオンを癒いやして仲良くなった？　名前を「ライ」ってつけた？　ライオンだから？　単純すぎるよ！

　第二王子の部隊に兵士として配属されて、妖よう精せいを手に入れるために生きて帰ってこられないと言われている毒だらけの湖に飛び込んだ？　毒だらけの湖があるラヴァール国やばすぎない？

　じっちゃんの臣下でかつて国外追放された三人組、アリシア、ゲイル、エリックの祖父と会って教育してもらった？　じっちゃんの重臣だった人達だよね……。その話もっと詳くわしく……あ、次の話題に行っちゃった。

　女装癖へきのある第一王子に仕えて、皇こう妃ひにならないかと口説かれた……？　そりゃ、王権争いに巻き込まれるよ！　そして絶対デュークにはその話しないでね！

　その後、デュークの母親の祖国メルビン国の暗殺者を手て懐なずけたって何？　僕がいるのに？

　もはやカーティスなんて「アリちゃん、ついに暗殺者まで手懐けちゃったのか〜〜感心感心」、的なテンションで聞いてるけど、冷静に考えたら暗殺者の時点でかなりおかしいよ！

　その暗殺者の弟がドッテン病で、病気を治すために危ない森に入って崖がけの上に咲さくマディを採取した？　僕がマディと同じ成分で治ち療りょう薬やく作るよりも難しいよ！　……あ、でも、マディに複製魔法はかけられなかったのか。

　それから、その辺でデュークが登場したらしい。

　……こう考えると、デュークの登場遅おそくない？　アリシア一人で物語の第四章ぐらいまで話進めちゃってるよ。

　僕はデュークが出てきたところで大きく息を吐はいた。

　アリシアの話を聞くには体力と気力が必要だ。休きゅう憩けいしないと……。

　だが話についていけていない僕らにお構いなしに、アリシアは話を進めた。

「そこで森の女王に出会ったんだけど」

　……なに、森の女王って。

　動物と話すどこかのプリンセスみたいな立ち位置？　その人を助けたとか？

　最初は背筋をピンと伸のばして聞いていた僕も、今じゃもう体に力が入らない。

「その人にぼっこぼこにされちゃって！　殺されかけたのよね〜」

　ぼっこぼこ!?!?

　小鳥と一緒に歌を歌っている僕の想像していた森の女王じゃない！

「本当に強かった。あの負けは因果応報だったのかも……」

　アリシアが負けるなんて……。

「そこで弟で子しっていうのかな、彼女に鍛きたえてもらったの」

　おっと、またここで急展開。

　僕だけが心の中で突っ込んでいるのかもしれない。隣にいるアルバートなんて、頭を抱かかえている。

「そこで戦ったのがリアルだけどリアルじゃないウィルおじいさん」

　だめだ、僕も頭を抱える側に回りたい。

　アリシアが話をするのが下手だと言っているわけじゃない。内容のレベルが段だん違ちがいすぎた。

　僕ら凡ぼん人じんが全速力で彼女の話についていっても到底追いつかない。

「そこでも殺されかけて」

　どうしよう。本当にわけが分からない。

　じっちゃんと決けっ闘とうしたってこと？　……あ、だからじっちゃんは死ぬ前にアリシアに会ったって言ってたのかな。

　…………いや、僕もアリシアに毒されかけてる。本当にそうだとしても全然意味が分からない。

　この話は意味を理解しようとしない方が良いのかも。その方が賢けん明めいだ。

「それでデューク様とこっちに戻もどってきたの。それにしても、デューク様ってずるくないかしら。私がラヴァール国に行くには国外追放という手しかなかったというのに、デューク様は魔法でひとっ飛びよ。勿もち論ろんレベル１００以上の力を持つデューク様だから出来たことなのは分かっているけど、ちょっとチートレベルを超こえていると思うのよね」

「うん、そうだね。…………とはならないよ!!」

　僕はようやく大きな声を発した。

　アリシアは僕を見ながら「ええ!?」という表情を向ける。その顔はこっちがしたいよ。

　デュークが凄すごいのは本当にそう。だけど、アリシアの方がとんでもないことをしているというのに。

　アリシアは改めてヘンリの方を向く。

「クシャナ……、森の女王との約束も果たせてないし。やり残したことがまだまだラヴァール国にあるの。だから、私はなんとしてももう一度ラヴァール国に行かないといけない。……理解していただけましたか、ヘンリお兄様」

「いや、全然」

　ヘンリは間かん髪はつを入れずに返答した。

　またもやアリシアは「ええ!?」という表情を浮うかべる。

　僕らが想像していたラヴァール国での状況を遥はるかに超えてきた。誰だれも何も言えない。

「……アリシアって本当に令れい嬢じょうだよね？」

「ええ」

　フィンの言葉にアリシアはにこやかに頷うなずく。

　フィンの言いたいことがとてもよく分かる。アリシアは令嬢なんだけど、令嬢じゃない。それでも彼女から醸かもし出だされる空気は紛まぎれもなく高貴なものだ。

「アリちゃんって、女じょ帝ていでも目指してるの？」

「女帝……。それは確かに良いかもしれませんね」

　そうだよ、アリシアはここで女帝になることを否定しない女の子なんだよね。

　カーティスは「アリちゃんならなれるよ」とケラケラ笑っている。

　そんなカーティスを見ながらアリシアは「からかわないでください」と頰ほおを膨ふくらませていたが、きっとカーティスのその言葉は本心からのものだろう。

「果たせていない約束のために、ラヴァール国に戻るのか？」

「端たん的てきに言えばそうなります」

　ヘンリの言葉にアリシアは真しん剣けんな声で返した。

　アリシアらしい。……そのアリシアらしさを僕は応おう援えんしたい。

　皆みな、きっとアリシアを止めても無む駄だだという気持ちと、それでもやっぱり行かせたくないという気持ちで複雑なのだろう。

　だって、ここにいる皆、アリシアのことが大好きだから。

　せっかく帰ってきたばっかりなのに、またすぐいなくなってしまうのは寂さびしい。

「じゃあ、行ってこい」

　最初に口を開いたのはアルバートだった。

　その言葉に一同、彼へと視線を向ける。まさかアルバートが後あと押おしするとは思わなかった。

　……それは長男だからこそ、なのかもしれない。妹想おもいだからこそ、この決断が出来る。

　アリシアは目をぱちくりさせながらアルバートを見ている。

　当人もアルバートの言葉は想定外だったのだろう。

「……本当ですか？」

「ウィル様の死を悼いたむために戻ってきただけなんだろう。それなら、気が済むまでラヴァール国でやるべきことをしてきたらいい」

「ちょっと、アル兄！」

「俺達にアリシアの人生の邪じゃ魔まをする権利はないんだよ」

　アルバートはヘンリを見み据すえながらそう言った。

　ヘンリは何も言い返せない。僕らは今までアリシアの勢いについてきた。それを阻はばむ権利なんてない。

「……だけど、一つ条件がある」

「なんでしょう？」

「ジルも連れて行くんだ。もしももう一度アリシアがラヴァール国に行くことになった時には、そうすべきだと父とも話していた」

　アルバートのその提案に、僕はびくりと肩かたを震ふるわせた。

　ああ、この家の人達は、こんなにも僕のことを考えてくれている。

　それだけで胸が熱くなった。僕はこの家族に出会えて心の底から良かったと思った。

　アリシアには返しきれない恩がある。けど、それと同時にこの家にも恩がある。僕は一生ウィリアムズ家の味方でいよう。

　アリシアは僕の方をチラッと見た。真っすぐなその視線に一いっ瞬しゅんドキッとしてしまう。

「ええ、勿論そのつもりです」

「それは良かった」

　アリシアはアルバートへと視線を戻す。

「むしろ、私がジルを置いていくと思ったのですか？」

「いや、思っていなかったが、念ねんのためだ」

「……アリ、あとどれくらいここにいられるんだ？」

　ヘンリがアリシアに尋たずねる。

　ヘンリは未いまだアリシアがラヴァール国に行くことに納なっ得とく出来ていないようだ。

「…………一週間ぐらいはいます」

　少し考えてからアリシアは答える。

　本来ならすぐにでもラヴァール国へ向かうつもりだったのだろう。けど、ヘンリのことを思って、猶ゆう予よを作ったのだと思う。

　アリシアにとって、ラヴァール国での約束も大切だろうけど、それと同じぐらい家族のことも大切なんだ。

「なんか、やっぱりアリシアってよく分からないよね」

　フィンの明るい声が部屋に響く。一気に場の雰ふん囲い気きが変わった。

「そうですか？」

「うん。小さい頃ころから見てきたけど、どんな人間なのか摑つかめない」

「それは私の台詞せりふです」

　確かにアリシアよりフィンの方がよっぽど謎なぞに包まれている。

　関わってきた密度が違ちがうからなのかもしれないけど……。

「ぬくぬくと何不自由ないお嬢じょう様さま暮らしが出来るのに、わざわざいばらの道を行くなんて、変わった子だよね」

「それもお遊びじゃないんだよな。ガチのいばらの道」

　フィンとカーティスは、そう言って面おも白しろそうにアリシアを見ていた。
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　そんなにいばらの道を歩んでいる自覚はなかった。

　私はそんなことを思いながら、部屋へと戻もどっていた。

　ヘンリお兄様がフィン様とカーティス様を呼んだのだもの。元々私は部外者だ。

　私抜ぬきで話したいこともあるだろうから、空気を読んで私とジルは客間を後にした。

「ねぇ、アリシア」

「なあに」

「……アリシアはさ、いつか」

　そこまで言って、ジルは話すのをやめた。

　何か言いかけて、やめられるのを私が嫌きらいだってことはジルも理解しているはず。

　きっと、言葉を探しているのかもしれない。私は黙だまって待つことにした。

　まぁ、大体は予想出来るけど……。

　私がラヴァール国とどう関わっていくのかについて聞きたいのだろう。

　別に私はラヴァール国を変えたいだなんて思っていない。そもそも、ラヴァール国が何かを企たくらんでいそうだったから興味を持っただけだ。

　聖女を探さぐるために魔ま法ほうで狼おおかみを送り込んできたこと。ドッテン病の治ち療りょうに有効と言われたマディの存在。デュルキス国の要人、おじい様達までをも罪人として受け入れる、そんな国をこの目で見てみたかっただけ。

　それにラヴァール国には、おじい様達を別として、魔法を扱あつかえる人がいない。だからこそ実力がものを言う国。クシャナみたいな山の民たみがいたり、妖よう精せいがいたりと、魔法はなくても不思議な魅み力りょくに満ちた国だ。やっぱりラヴァール国は面おも白しろい……。

　ジルの言葉に私はハッと我に返る。

　私ってば、すっかり意識が別のところに行っていた。

「アリシアがいなくなったらさ、僕はどうすればいいと思う？」

　…………あら、想像と違ちがったわ。

　ジルがどう行動すべきかなんて私には分からない。

　何が正解かはジル本人が決めることだもの。

　人生の選せん択たくの答えは私が出せるものじゃない。……けど、あの日──ジルの命を助けた日、私は彼の人生を抱かかえる覚かく悟ごを決めた。

　私の勝手でジルをロアナ村から連れ出したのだ。

　ここで「それは自分で考えなさい」はある意味で惨むごい。私は無責任な悪女になりたいわけではないのだから。

「こんなこと聞かれても困るよね。ごめん。正直僕はアリシアに依い存ぞんしてるんだ。これは僕にとっては大事なことだけど、アリシアからしたら迷めい惑わくでしかないのは分かってる。どうにかそれを抑おさえつけようとしているけど、僕はいつか依存という名の凶きょう器きに押しつぶされちゃうかもしれない」

　私はジルの話を黙って聞いた。

　実際のところ、ジルが私に依存しているようには思えなかった。むしろ彼は誰だれよりも自立した子どもだと思っている。

　けど、本人が言うのならそうなのだろう。自分の思いを語れるのは、自分だけだ。

　他人の私が否定するべきじゃない。

「僕の行動基準はほとんどアリシアなんだ」

　ジルは最後にぽつりとそう呟つぶやくように言った。

　私は廊ろう下かに立ち止まった。ジルもそれに気付いて、少し前で立ち止まり私の方を振ふり向むく。

　……あぁ、こんなにもジルを縛しばり付けてしまっていたのね。

　ジルが苦しんでいる。こういう時、聖女ならきっと、私という存在から自由に羽ばたかせて、本当の自分を見つける旅にでも行かせるのかもしれない。

　けど、私はあくまで悪女なの。私のことをこんなにも想おもってくれる子を、手放したりなんてしないわ。

　これからもジルは私の傍そばにいてほしい。だって、ジルが私を必要としているのと同じくらい、私にもジルが必要なのだから。

「何を馬鹿げたこと言ってるの？」

　ジルは「え」と目を見開き私をじっと見る。

　私はフッと昔から散々練習してきた悪女の笑えみを浮うかべた。

　ジル相手でも容よう赦しゃはしない。悪女モード全開よ!!

「なんのためにここまで育ててきたと思っているのよ。私に絶対的な忠誠があるからこそ貴方あなたの価値があるんでしょ。私のことを考えないで行動する者なんて、私には不必要だわ。依存？　大いに結構。これからも私の傍で、私の役に立つ最大限の努力をなさい」

　彼を見下げるように言い放った。

　非道かもしれない。……けど、ジルにはこれでいい。

　私はジルに伝われ！　の気持ちを込こめてしっかりと視線を合わせる。その苦しみも全て、私が引き受けるから……。

　ジルは私を暫しばらく見つめてから「確かに」と頷うなずいた。

「アリシアにとって僕は使える駒こまにすぎないもんね」

　そう言って彼は、とても嬉うれしそうに笑った。

　私は悪女になりたいと豪ごう語ごする自分を誇ほこらしく思っているけれど、ジルも相当変わっているわよね。こんな台詞せりふをぶつけられて嬉しそうにする子なんてジルぐらいしかいないわ。

　ジルが私に依存してしまうことを、どう恐おそれているかは分からない。

　けど、私もそこまで鈍どん感かんな女ではない。何よりも彼が私を一番に考えて行動してくれていることは理解している。

　だからこそ、依存されるだけの存在であらねばならないと思う。彼に飽あきられた時こそ、悪女としての私が終わる時。そして、そんな日が来ることはない。

　むしろ私に依存したことを、ジルの方がいつか後こう悔かいする日が来るのではないかしら？

「そう。ジルの人生は私のものなの。分かった？」

　圧をかけるようにしてジルにそう言った。

「分かった」と言いながら少しおどおどしているジルを見て、思わず笑いそうになってしまった。

　もうこれ以上いじめるのはやめてあげましょ。私は「だからね、ジル」と柔やわらかい声を出す。

「だから、貴方の人生が壊こわれてしまわないように、私は生しょう涯がいジルを大切にするわ」

　私は確かな声でそう言った。

　ジルは目を開けたまま、私をただ真っすぐ見つめていた。彼の瞳ひとみが潤うるんでいくのが分かる。

　これは私が最初にジルを救う時に誓ちかった思いだ。この先、ジルが私の思いを信じられなくなったり、忘れたりしたら、何度でもこの言葉をジルに伝えよう。

　彼が安心して私の傍にいられるように。

「ああ、本当に……」

「アリシアには敵かなわないよって？」
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　私は顔を綻ほころばせる。

　ジルの頭を軽く撫なでて、歩き始めた。

「僕はアリシアが最高の悪女としての人生を送れるように生きていくよ」

　ジルが何かボソッと呟いていたけれど、私は聞こえない振りをして足を進めた。

　すぐに駆かけ足あし気味でジルが私の隣となりに並ぶ。

「そうと決まれば、今から悪女計画を立てるわよ」

　せっかく戻ってきたのだもの。悪女としてデュルキス国に爪つめ痕あとを残してからラヴァール国へ行きたいわ。

　ジルは明るい声で「うん！」と答えた。
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「緊きん急きゅう悪女会議を開きます！」

　私は学園の旧図書室で大きな声を出す。

「はーい！」

　メルはニコニコしながら高い声で返事をする。この場にはデューク様とメル、キャロルが集まっていた。

　私とジルはあの後部屋に戻り、一度着き替がえて学園へと向かった。

　騒さわぎになると面めん倒どうだから、こっそりと忍しのび込んだ。

　ジルに聞いたけど、私のいない間にリズさん派と私派であわや暴力沙ざ汰たになるほどの諍いさかいが起きていたとか。しかも私の名前入りの校則まで出来て、ようやくその騒そう動どうが落ち着いたところだとか。

　どうしてそんな面白い場面に立ち会えなかったのよ！　私も校則名決めたかったのに。

　どうやら旧図書室は私がいない間に、生徒会メンバーが使用する会議室みたいな用よう途とになったらしい。生徒会室があるのにどうしてかしら……。

　この場所、秘密基地みたいで気に入っていたのに、ちょっと残念ね。

「アリシア様……」

　キャロルは私を見つめながらどこか泣きそうな顔をしている。

「ただいま、キャロル」

「ちゃんと生きたアリシア様だわ……。本物のアリシア様!!」

「……そんなに感動すること？」

　呆あきれたような私の反応に、「そりゃ、感動するよ」とすかさずジルが言った。

　私ってそんなに愛されキャラだったかしら……。ちょっと照れくさいわね。

「そうよ！　感動よ！　生アリアリ久しぶりに見られて、本当に嬉しいよ〜〜！　アリアリが帰ってきた日、ウィル様のお葬そう式しきだったから必死に抑えていたけど、今日は解禁祝いにホールケーキ食べちゃおっと！」

　メルが机に乗り出してくる。

　久しぶりのメルのパワーは絶大だ。この雰ふん囲い気き、懐なつかしいわね。

　デューク様は「メル、うるさい」と短くぶった切る。

「喜んでくれて嬉しいけれど、私はあと一週間でラヴァール国に戻るわ」

　デューク様は途と端たんに驚おどろいた表情を向けた。

　メルとキャロルも言葉を失なくしている。

　私、そんなにやばいこと言ったかしら。……デューク様は私が一時的にデュルキス国に戻ってきただけだって知っているはずなのに。

「もう戻っちゃうの？」

「そんなにお早く戻ってしまわれるのですか？」

　メルとキャロルの声が重なる。流石さすが親しん戚せき。意外なところでシンクロしている。

　そんな悲しそうな目を向けられると、本当はもっと早く戻りたいんだけど……とは言えなくなってしまう。

「解決しなければならない問題を、まだラヴァール国に残してきてるからね」

　ジルが私に助たすけ舟ぶねを出してくれた。

「アリシア様が決めたことなら、なんであれ応おう援えんいたしますわ」

「そうだよね。私達はアリアリ応援隊だもん」

　なんて優やさしい二人なのかしら。

　私の思いを最大限に尊重してくれる。

「ありがとう」

　私は心の底から礼を言った。

「僕もアリシアのことを一番に応援してるからね」

「俺が一番応援してる」

　ジルに続いてデューク様も私へと視線を向けた。

「そこで対たい抗こうします？」

　私はデューク様の大人げない発言に恥はずかしくなりながらも、それを誤ご魔ま化かすように強気な口調で返した。

　というか、一国の王子様が悪女の後あと押おしなんかしてていいのかしら。

　冷静に考えたら、変な状じょう況きょうよね……？

「もしかして、デューク様も悪い男になろうとしてます？」

　私は閃ひらめくと同時に訝いぶかしげにデューク様を見つめてしまった。

　悪女になりたい私を利用して、デューク様が私よりももっと凄すごい悪の王子になろうとしているのだとしたら……。

　──勝てるわけないじゃない！　次から『歴史に残る悪王子になるぞ』が始まってしまうわ！

　私の言葉に皆みなが固まった。一呼吸置いて、デューク様の笑い声が部屋に響ひびく。

　……私、何かおかしなこと言ったかしら？

　デューク様の豪ごう快かいな笑い声に釣つられて、皆も笑っている。

　私の単純な疑問でこんなにも笑ってくれるなんて、むしろ光栄だわ。

「そうかもな」

　デューク様は笑いすぎて滲にじんだ涙なみだを拭いながらそう言った。

　……そうかもな？

「え、デューク様って私のこと好きなんですよね？　もしかして、それも騙だまされてます？」

「この上なく惚ほれていることには違いない」

「……な、るほど？」

「ちょっと主あるじ〜、すぐそうやってアリアリを口説くのやめて〜。今はみんなのアリアリなんだから。ね〜アリアリ！」

　メルがそう言って私に抱だきつく。

「アリシアって恋れん愛あいに関してはどうしてこうも不器用なんだろう。普ふ通つう自分で『私のこと好きなんですよね』とか聞かないよ」

「ジル君、この場合は不器用っていうか、恋れん愛あい偏へん差さ値ちゼロ？」

　ジルの言葉にキャロルが付け足す。

　ちょっと待って。私、キャロルにまでディスられてる？

「アリアリは〜、そういうニブチンなところがいいんじゃーん。それに振り回される主の顔。毎度見み飽あきな〜いででででで」

　デューク様がメルを私から引きはがし、こめかみに拳こぶしを押し当ててぐりぐりしている。デューク様の表情は無だった。静かな怒いかりが感じられてむしろ怖こわい。

　それにしても、ここには誰も私の味方はいないのかしら。……デューク様相手に恋愛するなんて結構至難の業わざよ。

「そういう皆は、恋愛経験あるの!?」

　私が声を上げると、一いっ瞬しゅんで静まり返った。ここ最近こんな話ばかりしている気がするわね……。

「ないですわ」

　キャロルが即そく答とうする。メルは一瞬の間の後、「ないよ」と笑え顔がおで言った。

　私の恋愛センサーは皆かい無むなのにもかかわらず、こういう勘かんは自分でも鋭するどいと思う。

　メルの一瞬の動どう揺ようを、私は見み逃のがさなかった。

　……メルには好きな人──もしくは気になる人がいるのね。

　けど、メルが恋愛なんて想像出来ないわ。意外な人が意外なところで恋愛をしているものなのね。

「メルの好きな人って誰？」

「ちょっと、アリアリ、私の話聞いてた？」

「散々人をからかったのですもの。その報むくいは受けていただきますわ」

「流石悪女……ただでは転ばないところも好き！」

　そうしておどけた表情を見せたメルは、観念したように口を開いた。

「カーティスが好きなの」

「「「「カーティス!?」」」」
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　思いがけない登場人物に、文字通り全員が驚いた。デューク様の影かげとして神しん出しゅつ鬼き没ぼつで突とっ拍ぴょう子しもない発言の多いメルの恋こいした相手が、学園一のプレイボーイのカーティス様。正直、意外性しか感じない。

「メルとしては、カーティスとどうなりたいとかあるの？」

「別になんにもないかな。ただ、私はカーティスのお気に入りを知ってるから、どうこうしようなんてないし、どうこうなりたいとも思ってないよ」

　私の質問にメルは冷静に答えた。

「え、カーティス様にお気に入りなんていたの？」

　カーティス様は女の子には誰でも優しくがモットーだ。「特別」がいたとしても全然分からない。

「これだからアリシアって」

「恐ろしい女の子だよね」

　ジルは片手で頭を軽く抱えている。メルも呆れた様子で私を見つめていた。

「…………もしかして、私？」

　私が顔をしかめながらそう言うと、四人とも一いっ斉せいに首を大きく縦に動かした。デューク様まで!?

「アリアリはそういう子だもんね。アリアリってさ、無自覚だけど、キャザー・リズとは違う人たらしって感じじゃない？」

「人たらしなんて初めて言われたわ」

　この学園で私ほど嫌われている人間はいないと思うのに。

「言っておくけどアリアリのことを気に入ってるカーティスを見ているのが好き、って感じなんだよね〜。好意を自分に向けられるのはなんか違うっていうか」

　メルからはいつも無む邪じゃ気きな子どもっぽさを感じているけれど、こうやって淡たん々たんと己おのれの気持ちを理解し、話す様子はとても大人に思えた。

　というか、メルやカーティス様って恋愛においては同じジャンルなのかも。どこか冷めているっていうか……。

「メルの言いたいこと、分からなくもない。……けどさ、別にそんな無理に大人になろうとしなくてもいいんじゃない？　メルがカーティスを好きなのは事実なんでしょ？」

　ジルがとても大人びたことを言う。

「ジルの言う通りだわ。その気持ちは大事なものよ」

「ねぇ、アリアリ」

　メルが珍めずらしく私を真しん剣けんにじっと見つめた。私はその視線に思わずドキリとしてしまう。

「気持ちは大事でも、行動しないことが大事なんだよ」

　メルのその言葉に私は何も言い返せなかった。行動派の私だけど、メルの考えも理解出来る気がしたからだ。

「ということで、悪女会議やっちゃう？」

　メルは一瞬で雰囲気を変えて、明るい声でそう提案した。私は少し考えた後、ジルの方を見た。

「いいえ。少し、考えたいことがあるの。時間をちょうだい」

「そうなの〜？　なら一いっ旦たん解散〜！」

　メルは残念そうに言いながらキャロルと共に旧図書室を出る。するとデューク様がそっと私に近づいてこそっと耳元で囁ささやいた。

「メルの心配もいいが、俺のことも構えよ」

「────っ！！！」

　デューク様の突とつ然ぜんの一言に私は一気に耳まで赤くなるのが分かった。

　それは反則じゃない？

　デューク様に対しての耐たい性せいはいつになっても持つことが出来ないみたい。デューク様は私を腰こし砕くだけにした後、ふっと微笑ほほえんで旧図書室を出て行く。

「デューク、笑ってたけど、なんだか寂さびしそうだったね」

「……そうね」

　勝手に人の恋愛話で盛り上がって、自分の感情のことをすっかりそっちのけにしていた。

　デュルキス国に帰ってこられたのはデューク様のおかげだ。なのに私はまた自分勝手に飛び回っている。デューク様とも、ラヴァール国に行く前にきちんと話した方がいいのかもしれない。

「恋愛ってもっと単純なものだと思っていたけれど、そうじゃないのね……。デューク様の想いの受け止め方が分からなくて未いまだに四苦八苦しているし。メルのさっきの行動しないことが大切って言葉は、私に『何もするな』って圧をかけていたわ」

　私も馬鹿じゃない……と思っている。

　メルが私に初めてあんな風に言ったことに驚いた。いつも私に対して肯こう定てい的てきだもの。……だからこそ、私がメルの恋について触ふれるべきではない。

「誰だって踏ふみ込まれたくない領域はあるもの」

　ジルは意外そうに私を見る。

「アリシアのことだから、悪女らしくお節介でも焼くかと思った」

「……悪女だからこそ、干かん渉しょうはしないのよ。自分のことだけ考えておくわ」

「結局、それが一番メルのことを思っての判断なんだけどね」

　ジルはどこか嬉しそうにそう呟いた。
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　旧図書室から出て、私とジルはカーティス様を探した。

　メルの邪魔はしないにしても、プレイボーイのカーティス様が、恋愛についてどんな印象を持っているか聞いてみたいと思ったのだ。

「…………あ！」

　だが不意に、本人に直接聞くよりも良いいことを思いついてしまった。

「街に行こ！」

「ん？　なんでいきなり街？」

「ポールさんに話を聞きに行くのよ」

　情報屋の彼ならカーティス様の噂うわさなど、色々知っているかもしれない。

「……なるほど。だけどポールがタダで教えてくれるかな……」

「何か言った？」

「あ、うううん何でもない。でもアリシアさ、国外追放された時に国民に連行されるところを見られているでしょ。……その、大だい丈じょう夫ぶ？」

「大丈夫って何が？」

　あの時は体力はきつかったけれど、悪女として毅き然ぜんとした態度を崩くずさなかったと自負している。国中に悪女と思われているなんて最高じゃない！

「今までは学園内だけで済んでたけど、国民に敵意を向けられるって結構しんどいんじゃないかなって」

「あら」

　私はたまらず噴ふき出だしてしまった。

「ちょっと、僕は真剣に」

「ええ、分かってるわ。ありがとう」

　私はジルの頭を撫でる。

　まさかそんなことを心配してくれているとは思いもしなかった。

「私は国外追放されたにもかかわらず、のうのうと帰ってきた人間よ？　そのまま王家の墓の前で醜しゅう態たいをさらして、それでもなおここに立っている。とんでもなく、今いま更さらじゃない」

「そうだった。アリシアってそうだった」とジルはしみじみと呟いている。

　街の人達に野次を飛ばされても、小さな虫達がキーキー鳴いているぐらいにしか思わないわ！

　さぁ、久しぶりに街へと繰くり出すわよ！

　とはいっても、お兄様達と行ったポールさんのお店ぐらいしか、街での記き憶おくはない。ロアナ村に足しげく通っていたものね……。

　活気のあるこの空気、嫌いじゃないわ。悪女として改めて街の様子を観察してみようじゃないの！

　そうして歩き出した私は、ふとあるお店に目が留まる。

「ねぇ、あそこに行ってみない？」

　店のショーウィンドウには、美しい刺し繡しゅうの入ったハンカチが並べられていた。

　その柄がらを見ていると、なんとも言えない素す晴ばらしいものに出会ったような気がしてそわそわしてくる。

「そんなに釘くぎ付づけなら、中に入ってみる？　別に寄り道しても誰も怒おこらないし」

　ジルはそう言って、店の扉とびらを開けてくれた。

　チリリリンッと可愛かわいらしい鈴すずの音が鳴る。それと同時に「はい」と可か憐れんな声に迎むかえられた。

　店の奥から、私と同じ年ねん齢れいぐらいの女の子が現れる。

　……素す敵てきな子。

　栗くり色いろのふわふわとした髪かみをハーフアップにしていて、どことなく落ち着いているその雰囲気からは品性が感じられた。

　私が言うのもなんだけど……、育ちの良さそうな子ね。

　お店の内装もとてもお洒しゃ落れで、洗練されている。……普通の街中にあるのが浮くぐらいに。

　なんなら貴族御ご用よう達たしの高級街に店を構えても見み劣おとりしない風格があった。

「……綺き麗れいな方」

　目が合い、何か言う前に彼女が私を見つめてポロッと言葉を零こぼした。

　あら、嬉しい褒ほめ言葉。

　私は「ありがとう」と彼女に微笑んだ。腐くさっても私は令れい嬢じょうだもの。礼れい儀ぎ作法は完かん璧ぺきよ。

「あ、すみません、いきなり」

　彼女はハッと口元を手で覆おおった。

「えっと、ハンカチをお探しですか？」

　彼女は恐る恐る私を見つめながら尋たずねる。

　そんなに怯おびえなくてもいいのに。悪女だからっていきなり怒ど鳴なったりしないわよ。

「素敵なハンカチが並べられていたから、少し気になって」

「ありがとうございます！」

　私の言葉に彼女の表情がパッと明るくなった。

「貴女あなたが刺繡を？」

　私は店内のハンカチを見み渡わたした。

　全てデザインが違っていて、その一つ一つが独特であまり見たことのない模様をしている。言い方を変えれば、デュルキス国らしくない、というかデュルキス国にはない意い匠しょうだ。

「はい。私と両親とで作っております」

　私は目の前にあったハンカチに触れた。

　触さわり心ごこ地ちの良い素材が使われていることが分かる。作りもとても丁てい寧ねいだ。

「こんなデザイン見たことないわ。すごく斬ざん新しんで魅力的……」

「これは、その」

　私の感想に、彼女は嬉しさと戸と惑まどいが交じったような様子で口を開きかけた。と同時に、チリリリンッと店の扉が開く。

　豪ごう華かな装そう飾しょく品ひんをじゃらじゃらと身につけた男女が入ってきた。

　お金持ちなのは分かるのだけれど……、何故なぜかしら、全く品性を感じられない。

　どこか驕おごった雰囲気に私は嫌けん悪お感かんを抱いだく。

「いらっしゃいませ」

　店の奥から店主らしき人が出てきた。きっと彼がこの子の父親なのだろう。顔はあまり似ていないけれど、栗色の柔らかそうな髪がそっくり。

　背が高く、優しそうな印象だ。

「ここか？　コイル国の刺繡を入れたハンカチを置いてる店っていうのは」

　男性の方が居い丈たけ高だかに話し始めた。

　その隣で厚あつ化げ粧しょうをしている女性がフフフッと鼻で笑っている。

　二人とも別に若者というわけではない。れっきとした大人だ。……それなのに、こんな煽あおるような喋しゃべり方。

　見ているこっちが恥ずかしいわ。

「そうです。コイル国のデザインを踏とう襲しゅうして作っております」

　失礼な客に臆おくすることなく、店主は穏おだやかな口調で答えた。

　ジルは隣でじっと男女二人を睨にらんでいる。

　そりゃそうよね。こういう輩やから、ジルの一番嫌いなタイプだもの。

　……それにしても、これコイル国のデザインだったのね。道理で個性的だと思ったのよ。

　自国以外の文化に触れられるなんて素敵な店だわ。

「それさぁ、ただのパクリってことだろ？」

　この男性は揶や揄ゆするためにこの店に足を運んだのかしら。

　あまりにも上から目線な物言いに私は苛いら立だちを覚えた。

「違います！」

「イザベラ」

　女の子が反論しようとしたのと同時に、店主は彼女の名前を呼んで、制した。

　こういう失礼な客の相手は店主に任せろってことかしら。

「美しい文化に感かん銘めいし、それを私達の手でこの国にも広めたいと思ったのです」

「ああ？　誰の許可を得て広めてんだよ」

　別に許可なんていらないでしょ。

　本人達が異文化に触れて、魅力を感じて、それをデュルキス国に持って帰ってきて、何が悪いのよ。

　ここは私の出る幕じゃないことは百も承知だけど、つい声を出してしまいそうになった。

　それぐらい彼らの態度が目に余る。

「てめえらの刺繡ごっこなんて、この街じゃ売れねえんだよ」

　それは貴方達の決めることじゃないでしょ！

　冷静になれ、と一つ息を吐はき出しながら、私は心の中で彼らに反はん抗こうする。

　店主、私が許可するわ。この男を今すぐぶん殴なぐっても良いわよ。

　ここで私が魔法を使って相手を懲こらしめるのは簡単だ。けれど、ここは私の戦場ではない。戦うべきは店主なのだ。だからどんなに悔くやしくても、黙って見守る。

「街のみんなが言ってるぜ。あそこの店はデュルキス国を捨てたって」

　嘲ちょう笑しょうしながら、彼は近くにあったハンカチを一枚手に取った。淡あわいオレンジ色の布に、紺こん色いろで精せい緻ちな模様が刺繡されている。

「俺は優しいから、大切なことをわざわざ教えに来てやったんだよ。……こんなものっ」

　そう言って、彼は握にぎっていたハンカチを地面に落とし、思い切り踏んづけた。

　美しいハンカチが一瞬で泥どろまみれになる。

　イザベラが涙なみだ目めでじっとハンカチを見つめていた。店主も悲しそうに眉み間けんに皺しわを寄せている。

　ジルが辛しん抱ぼうならないというように前に出ようとしたのを、私は止めた。ジルが抗こう議ぎの目を向けるも、私は「手を出すべきではない」と無言で首を振る。

　どうして店主はあの男に言い返さないのかしら……。立場上何も言えないとか？

　立場……そうね、その観点からなら、逆に私にも口を出す権利があるかもしれないわ。

「ねぇ、そんなに貴方達、偉えらいの？」

　私は優ゆう雅がに彼らに微笑んだ。

「あ？　てめえ誰だよ」

　苛立ちながら男は視線を私へと移した。

　そんな言こと葉ば遣づかいでは誰も相手にしてくれないわよ。

　一つ教訓ね。偉そうな相手でも、敬意の欠片かけらもないような人間には、従う必要なし！

　私は男を見下すように眺めた。その視線に気付いたのか、彼はますます顔をしかめる。

「あんた、自分の立場が分かってるのか？　俺の父親はオージェス商会の会長だぞ？」

　教訓その二。矮わい小しょうな人間ほど、身分をひけらかしたがる。

　……オージェス商会。聞いたことあるようなないような。そこまで大きな商会じゃなかった気がするけれど、名乗っていただいたからには、覚えておきましょ。

「それで。貴方自身の価値は？」

　偉いのは会長である父親であって、この男のことではない。

　私は彼に侮ぶ蔑べつの目を向ける。……悪女訓練はこういう時に役に立つのよね。

　私の威い圧あつにたじろいだ男性に、弱き者の前でしか威い張ばれないのかと心底呆れる。

「お前……、オージェス商会を知らないのか？　俺はそこの」

「会長をなさっているお父様に、言葉遣いも教えてもらっていないのね。世間知らずは恥はじをかくわよ。……貴方ではなく、お父様が」

　私は彼の言葉を遮さえぎって言葉を放った。

　彼に「お前」などとのたまわれるのは虫むし唾ずが走る。

　このお坊ぼっちゃんは、自分でオージェス商会の名を貶おとしめていることをそろそろ自覚した方が良い。

「私からすれば、貴方なんてその踏みつけられたハンカチよりも価値がないわよ」

　久しぶりにこんなにも冷たい声を出した。

　それぐらい私は無意識下で彼に腹が立っていたのだろう。

「黙って聞いてれば、いい加減にしろよ。馬鹿にしやがって！　……俺がこんな布よりも価値がないわけないだろ！」

　もはや彼が可哀かわい想そうになってきたわ。

　この男が年とし端はもいかぬ子どもだったら、まだこれから改善の余地はあったのに……。ここまでくると救いようがないわね。

「私が素敵だと思ったのよ？　貴方には一いっ切さいなんの魅力も感じないけれど、このハンカチにはとても魅力を感じるわ」

「……はぁ？　さっきから何様だよ。気色悪い女」

　彼は表情を歪ゆがめながら私を罵ののしる。

　あら、最高の褒め言葉じゃない！　悪女は貶けなされてこそ！

　自分中心の世界だもの。私が素敵だと思えば、私にとってそれは良いもの。逆も然しかり。

「コイル国の模様なんて吐き気がするわ！」

　彼の隣にいた女性が口を開いた。

　別にデュルキス国とコイル国はそこまで不仲なわけじゃない。ただコイル国がラヴァール国の傘さん下かにあるってだけ。

　だからと言って、相手国を貶める理由にはならない。己の狭せまい価値観でしかものを語れないなんて、片腹痛いわ。

「本当に見る目のない人達」

　私は声を出して笑いそうになった。

　その様子が癇かんに障さわったのか、男が私の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「……なんだと？　もういっぺん言ってみろ」

「アリシア！」

　慌あわててジルが止めに入ろうとするけれど、再びそれを制した。魔法を使わずともこんな男、一発で叩たたきのめす自信がある。

「貴方達とこの店の方達とじゃ、そもそも格が違うって言ってるのよ」

「俺らの方が下だって言いてえのか？」

　男の力がぐっと強くなる。私は男の拳を握りしめて、力を込めた。

「異国の文化に対する敬意、順応性のおかげで成功したのなら、それは立派に誇れることだわ。貴方達同様、この国の多くは新しいものを恐れ、厭いとう風潮がある。その中でこの店は異文化を受け入れて、ビジネスにするなんて素晴らしいじゃない。いつまでも古い考えに固こ執しつしている貴方達がそのうち笑われる番になるわよ」
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「──ってぇっ!!　なんだこの馬鹿力」

　とうとう男が私の握あく力りょくに耐たえかねて手を離はなした。私に触れるなんて百年早いわよ。

　その程度の力ごときで私に歯向かうなんて、という気持ちで私は軽けい蔑べつの視線を彼に送った。

　すると、店主が私に向かって「お客様」と声を上げた。その目には怯えの色が浮かんでいる。

　怖がらせてしまったみたい。相手が先に手を出したとはいえ、これ以上この場でやり合うのはよろしくないわね。

　私はジルに「外に出ましょう」と告げ、踵きびすを返かえす。

　それと同時にまたチリリリンと扉が開いた。

「このバカ息むす子こ！　どこで油を売っていたんだ！　いっつも勝手なことをして！」

　大きな声が店の中に響く。ガタイのいい白いスーツを着たダンディな男性が入ってきた。

　お洒落なのに、表情だけは激しい怒りに覆われている。

　……息子？　てことは、この方がオージェス商会の会長？

　渋しぶい、という言葉がよく似合う雰囲気だ。……それにしても、息子がこんなダメ男じゃ、父親も大変ね。

　彼の後ろにはボディーガードらしき人達が数人控ひかえていた。

　見た目だけなら後ろのボディーガードよりも会長の方がよっぽど強そうだ。

　父親が入ってきた途端、男は真っ青になりながら、「親おや父じ」と小さな声を漏もらす。

　そのまま大人しく帰るかと思いきや、男はキッと私を睨んだ。

「お前なんか、俺の商会で二度と買い物出来ないようにしてやるっ」

　私は表情を変えることなく「あ、そう」とだけ答えた。彼とただ会話をするだけで肩かたが凝こる。

「凄いね。負け犬の遠とお吠ぼえにしたってもっとうまく吠ほえるよ」

　ジルの強きょう烈れつな嫌いやみがさく裂れつする。流石悪女の相棒。切れ切れだわ。

　私自身はオージェス商会が使えなくなっても一切困らない。むしろ困るのは……。

　会長は息子とやり合う私をじっと見つめると、驚きに目を見開いた。

「輝かがやく黄金の瞳に、艶つややかな黒くろ髪かみ、その美び貌ぼう……まさか貴女は、ウィリアムズ家の……」

　会長は私の素す性じょうに気付いたようだ。貴族令嬢の特とく徴ちょうまできっちり覚えているだなんて、親は有能なのにね、と私は心の中で男に皮肉を吐いた。

「おい、親父！　こいつが！」

　会長はすがってくる息子を無視する。むしろ虫けらでも見るような目で睨んだ。

　……本当に親子なの、この二人。

「自己紹しょう介かいが遅おくれました。ウィリアムズ・アリシアです」

　私はそう言って、キラキラの笑顔を会長に向けた。

　え、と小さな声を発して、男女はゆっくり私へと視線を移した。

　怯えた目と目が合う。体調が悪いんじゃないかってぐらい顔が真っ青だ。

「ウィリ、アムズ……、ア、リ、シア、様？」

　パクパクと金魚のように開く口に、噴き出してしまいそうになった。

　家名にものを言わせたいわけじゃないけれど、こんな反応を見ているとやっぱり五大貴族の力を実感する。

　店主やイザベラも驚いた目で私を見つめていた。

　……こういう輩にはきっちりと教えてあげないといけないわよね？

　ハンカチを踏んづけた罰ばつよ。

　騒ぎを聞きつけたのか、店の周りに人が集まってくる。オージェス商会の会長とその息子がこんな風に騒いでいるのだもの。そりゃ見たくもなるわよね。

　ギャラリーは多い方が盛り上がるわ！　悪女の大一番を見せつけるわよ！

　私は鋭い視線を男に向けた。

　男はたちまち震ふるえ上がり、女も身み震ぶるいをして、すぐに地面に頭を擦こすりつける。

「あのウィリアムズ・アリシア様だとはつゆ知らず、大変申し訳ございませんでした」

「??」

　早すぎない？

　一瞬で態度が変わるなんて、拍ひょう子し抜ぬけよ。

　あんなに威張り散らしていたのだから、そこはもう少し貫つらぬいてほしいわ。

　すぐに会長も頭を下げてくる。

「愚ぐ息そくの失礼な態度、本当に申し訳ございません」

　それと同時に後ろのボディーガード達も会長に倣ならった。

　……うわぁ、私ってば本当に悪女みたいだわ。

　明日にはウィリアムズ・アリシアのどんな噂が流れるか楽しみね！

　それにしたって、折れるの早すぎでしょ。ここは私がきっちり彼に悪役たる者の信念を説く場面だったのに!!

「アリシア、気持ちは分かるけど、そろそろ何か言ってあげて。みんな固まってるから」

　私が無言のままだったのがさらなる緊きん張ちょう感かんを生んでいたようだ。ジルに言われて気付いたけれど、店の外の人達まで固かた唾ずを吞のんでこの状況を見守っている。

　私は一つ息を吐いた。

「頭を上げてください。私は確かに、ウィリアムズ・アリシアですが、私の正体が分からなければ、貴方はずっとあの傲ごう慢まんな態度を取り続けていたのでしょう？」

　顔を上げた男に、私はしっかりと目線を合わせる。

「お望みの通り、もう二度と商会は使わないわ」

　私が笑顔でそう言うと、弾はじかれたように会長がこちらを見た。

「それ、はっ」

　会長がなんとか思いとどまらせようとするのを制して、私は男を睨み据すえる。

「貴方は会長の息子であることを笠かさに着て、店を貶めた。ならば自分も貶められる覚悟をなさい。そんな生半可な気持ちでは、悪役の風上にも置けないわ！　中ちゅう途と半はん端ぱな覚悟で、悪の看板は掲かかげていないのよ」

　──決まった。

　私の前で悪を貫くのであれば、それ相応のプライドを持つべきよ。

「アリシア、ずれてるずれてる。今は悪役の矜きょう持じは置いといて」

　だが胸を張る私に、ジルが服の裾すそを摑んでこっそり囁いてくる。周囲を見れば皆ぽかんとした顔をしていた。

　──ああ、伝わらないこのもどかしさ！

　私は気を取り直すように「こほん」と一つ咳せき払ばらいすると、男に向き直った。

「ビジネスをやっている以上、自分以外全員顧こ客きゃくだと思いなさい。どこで誰に出会うか、見られているか分からないのよ。……そんなことも理解出来ないのなら商会の名を名乗らない方が良いわ」

　私は靴くつの跡あとがつき、汚よごれたハンカチを拾い上げる。

「確かに貴方達にも店を選ぶ権利はある。けれど、店にも客を選ぶ権利があるわ。商売とは商品を提供する側と、購こう入にゅうする側とで成り立つもの。そこに対価が発生している限り、互たがいに優ゆう劣れつはない。店を、客を優劣で選んだ時点で会長の息子であるという貴方の存在価値は無に帰すわ。お分かりになって？」

　ふう。これで言いたいことは言えたわ。

　私はハンカチに魔法をかけて、一瞬で元の綺麗な状態に戻した。周囲から魔法を間近で見たからだろう、どよめきが上がる。

「それにしても……嫌いやならそもそも関わらなければいいのに。わざわざ暴言を吐きに来るなんて、貴方、よっぽど暇ひまなのね」

「──っ！」

　男は歯は嚙がみしたまま何も言い返す言葉がないようだ。私はイザベラに綺麗になったハンカチを渡わたした。

　イザベラは目を見開きながら、ハンカチを受け取る。私がウィリアムズ家の者だったことに驚いているのか、魔法を使ったことに驚いているのかは分からない。

　ただ、彼女は「あ」とだけ声を発し、そのまま何も言えずにじっと私を見ていた。

　私はそっと会長の方へと視線を移す。

「ごめんなさい、私は慈じ悲ひ深ぶかい女じゃないの」

　直接的には会長の責任ではない。……けど、根っこの部分では会長の責任でもあるのよね。

　息子がこんなに大暴れする前に縁えんを切るか、更こう生せいさせるべきだった。

「当然のことでございます」

　会長はなんとも言えぬ表情を浮かべた後、すぐに頭を下げた。

　実際のところ、ウィリアムズ家との取引を差し止めようなどとは思っていない。家の者に言いつけるなんて、そんなダサいことこの悪女がするわけないわ。

　ただ私は、悪女らしく、この場で何も言わないだけ。会長が勝手にこちらの事情を斟しん酌しゃくして、取引から手を引くのであればそれも良し。そのまま取引を続けるのであれば、逆に肝きもの据わった会長として褒ほめてあげるわ。その代わり、オージェス商会の品定めにだけは目を光らせるようにしておきましょ。

　というか、会長はこの業界をよく知っている。生半可な優しさで関係を続ける方が得策ではないと理解しているのだろう。

　もっと心の広い令嬢だったら、「これからを楽しみにしているわ」なんて言って許すのだろうけれど……。私はそんなキャラじゃないもの。

　今回の件は、親子にとっていい勉強になったんじゃないかしら。

「お前は勘かん当どうだ。二度と顔を見せるな」

　会長の低い声が店に響いた。

「け、けど、親父、俺、これから……、どうすれば？」

　……そりゃそうよね。いちゃもんつけに来た末路が勘当なんて想像出来ないわよね。

「ハリス、自分のしたことの重みを考えろ」

　ハリス……、という名前なのね。本当に能天気に暮らしてきたのね。何も知らない赤子みたいだもの。仕方がない。悪女から一つ餞せん別べつよ。

「働けばいいのよ。丈じょう夫ぶな体があるじゃない」

　ハリスが目を見開いている。当たり前のアドバイスでしょ。

　けど、悠ゆう々ゆう自じ適てきに過ごしてきたお坊ちゃんには分からないのかもしれない。身を粉にして働くことがどういうことか。

「貴方、街の皆がこのお店のハンカチを嫌っている、みたいな言い方していたわよね？」

　私の質問に彼は黙ったままコクッと頷いた。

「人は見たいものを見て、聞きたいものを聞く。同意見だけを求めて、それを『みんな』とまとめるなんて愚ぐの骨頂よ。偏かたよった意見に身を委ねることほど怖いことはない。もう少し視野を広げなさい。目を見開き、耳を澄すまして、総合的に物事を捉とらえる力を養いなさい。その上で、自分がどう動くかを考えるのよ」

　ハリスは目に涙を浮かべながら「すみませんでした」ともう一度私に頭を下げた。

　その姿は本当に反省しているようにも見える。

　会長が感心したように私を見た。

「アリシア様のお言葉が、愚息にも響いたようです。私も今まで色々な方と会ってきましたが、貴女のような女性は初めてです。いい意味で令嬢の器うつわではない、というべきでしょうか」

「アリシアみたいな人が他にもいたら困るよ」

　ジルが隣でボソッと呟いた。

　会長に褒められているのは分かったのだけど、ジルにも褒められているわよね……？

「私はただ言いたいことを言って、生きたいように生きているだけ」

　その点はハリスと変わらない。ただ、私の場合は自分の言動は全て、歴史に残る悪女になりたい、という己の信念からきているもの。自分のケツは自分で拭ふいているわ。

「改めて……アリシアお嬢じょう様さまとご縁が結べるよう、我が商会は誠心誠意、努めてまいります」

　会長は力強くそう言ってくれた。

　ウィリアムズ家、ではなく、アリシア、との縁を惜おしく思ってくれていることが素す直なおに嬉しい。

「楽しみにしているわ」

　あら、さっき言うはずもないと思っていた台詞がこんなところで出たわ。

「ねぇ、私のこと贅ぜい沢たくさせてくれるって言ったわよね？」

　ハリスと一いっ緒しょにいた女性が憔しょう悴すいしきった彼を覗のぞき込むように苛立ちの言葉をかけた。

　彼らは立ち上がってお互い向かい合う。

　……凄い険相。

「どうしてくれるのよ。私達の婚こん約やくはどうなるのよ……」

　女の言葉にハリスは何も答えない。

　さっきからずっと修しゅ羅ら場ばねぇ……。この店の方々が一番迷惑しているわよ。……どんどん人は集まってくるし、収しゅう拾しゅうがつかなくなりそうだわ。

「俺は……、働くよ。過か酷こくな労働だってするさ」

　ハリスの決意に女は露ろ骨こつに「は？」と顔を歪めた。

　その表情は今日見た中で一番醜みにくいものだった。

「何を言ってるの？　働くですって？　オージェス商会以外で？　馬鹿言わないで。なんのために私は貴方といたと思っているのよ」

　ハリスを嘲笑するような彼女の話し方は、見ているこっちまで不快にさせた。

　彼に後うしろ盾だてがなくなったと分かった瞬しゅん間かん、手のひらを返す……ある意味とても分かりやすい女性ね。

「俺のことを愛してくれたのは、俺がオージェス商会の人間だったからか？」

「そうよ、当たり前じゃない。私が愛していたのはあんたの経済力よ。だから結けっ婚こんを決めたのに……、ああ！　もう本当に最悪だわ！　それ以外にあんたに魅力なんかあるわけないじゃない」

「これはある意味、アリシアの言葉よりグサッとくるね」

　彼女の叫さけびにジルは眉まゆをひそめながら小さな声で囁く。私は黙って頷いた。

「……俺はちゃんとメリーのことを愛していた」

　あら、彼女、メリーっていうのね。想像以上に可愛らしい名前。

　彼女はハリスの言葉を鼻で笑う。

「私のことを愛していた？　笑っちゃうわ」

「そんな愛し方、しない方が良いと思います。貴女も条件付きで見られます」

　ここでなんと、イザベラが口を開いた。

　予想外の発言者に私は思わず彼女の方へと視線を移す。

「条件を愛されてもむなしいだけです」

　……イザベラってなんだか、リズさんに少し似てるわね。

　どことなくそんな雰囲気を感じる。さっきまで怯えていたのに、ちゃんと自分の意見を言えるのは良いことだ。

「何よ、あんた!!　私の何が悪いの？　お金が全てなのよ！　お金を愛して何が悪いの？」

「別に。私は良いと思うわよ、条件付きの愛」

「!?」

　皆が一斉に私に注目した。

　そもそも私は最初からメリーの恋愛を否定した覚えはない。

　イザベラは私の言葉に口を開けて固まっている。周りの皆も思いがけない私の発言に驚いているようだ。

「逆に、無条件に愛してもらうなんて無理じゃない？」

　誰も何も答えない。このまま私の意見を言ったら、また私の独どく壇だん場じょうになってしまわないかしら。

　……まぁ、いい加減この茶番劇も飽きてきたことだし、ここは任せてもらいましょう。

「恋愛なんて、自分という商品の見せつけ合いだもの。いかに自分を魅力的に見せるか。……優しさも、面白さも、性格は恋愛において条件の一つでしょ」

「けど、愛のない恋愛なんて……」

　イザベラが戸惑いを浮かべている。リズさんに似ていると思ったのは、一方通行ないい子ちゃん思考だからかしら。

「愛イコールお金って人達もいるのよ。そこに良いも悪いもない。それが価値感の違いでしょ。……経済力を武器にして口説く人なんて世の中ごまんといるわ。それがその人の魅力として惹ひかれて幸せになれるのなら、私は別に構わないと思う。どうせ彼も自分はオージェス商会の人間だって言って彼女に近づいたのでしょ？」

「それは……」

　ハリスは居い心ごこ地ち悪わるそうに口を閉ざした。

「けど、お金がなくなることだってある。そうなったら？」

　どこか訴うったえるような目で、イザベラは私を見つめた。

　きっと彼女は私に「無む償しょうの愛」を肯定してほしいのだろう。だけど、私は綺き麗れい事ごとは言えないし、聖女のような寛かん大だいな心も持っていない。ごめんね、イザベラ。

「別れればいいのよ。経済力が尽つきて愛せないと言うのなら、関係を切ればいい。愛の形は人それぞれだもの」

　無償の愛、というものを否定する気はない。

　何故なら、私は周りから愛されていると思うから。けれど、それは私が私であるから愛されているのだ。

　もし、私がゲーム通りに何も考えず馬鹿で傲慢で、悪役令嬢たる矜持を持たないアリシアだったのなら、誰も私に見向きもしなかっただろう。

　悪役だから、一人でいいと思って生きてきた。

　だけど今は、そんな私だからいいと、応援してくれる人がいる。

「メリーさん。貴女が経済力に魅力を感じるというのであれば、それは貴女自身大事にすべき好みであって、誰に咎とがめられることでもないわ」

　私はしっかりと彼女の耳に刻むように、言葉を紡つむぐ。

「ただ、貴女が経済力を持つ方に選ばれるかどうかは、また別の話だけど」

　もはや誰も口を開くことはなかった。

「アリシア様、本当にありがとうございました。この店の商品を守ってくださり感謝してもしきれません」

　暫く沈ちん黙もくが続いた後、店主が深く私にお辞じ儀ぎをした。

　私はコソッとジルに「どうしよ、感謝されちゃった」と伝えると、ジルは「当たり前だよ」と呆れたように返してきた。

　そういうものかしら。私は彼らの態度に腹が立っただけ。でも、私も言いたいことを言えてスッキリしたし、お互いに丸く収まったってことで……。

「こちらこそ、店内お騒がせいたしました」

　一応私も令嬢だし、何事もなかった風に振ふる舞まっておこう。こういう時は短い返事で充じゅう分ぶんだ。

　店主はゆっくりと顔を上げた。その瞳はどこか潤うるんでいるようにも見える。

　きっと店主は、私が何もしなくてもハリス達の対応をうまくこなしていたのだろう。出しゃばってしまったわね……。私は彼を見ながらそんな風に思った。

「この度たびは愚息が大変ご迷惑をおかけいたしました。申し訳ございません」

　会長が店主に向かって頭を下げる。

　きっちりと謝罪ができる彼はやはりやり手のビジネスマンだ。……息子をちゃんと商会の一員として育てることが出来なかったのが非常に惜しく思える。

「では、私達はここで」

　これ以上長居してもしょうがない。

　私が店から立ち去ろうとすると、イザベラに「待ってください」と声をかけられる。

「あの、……お礼をさせてください」

「お礼？　別にいらな」

「それでも！　アリシア様はこの店の恩人ですし、何よりも、私に新たな価値観を教えてくださいました。是ぜ非ひ、アリシア様のハンカチを私に作らせていただけませんか？　お願いします！」

　深く頭を下げる彼女を拒きょ否ひするほど、悪女の心は狭くないわ。

　私は「お言葉に甘えて」と微笑んだ。

「では」

　ジルと私は扉の方へと向かい、軽く会長に頭を下げた。

　彼はスッと私に名めい刺しを差し出すと、素す早ばやく耳打ちした。

「私は、情報の売り買いもしています。何かお役に立てることがございましたら、いつでも。たとえば──国王の母君について、など」

　私が驚きに「え」と会長を見る。彼は食えない笑みを一つ浮かべると、「では」と一礼した。私は静かに名刺を受け取る。

　その場で問とい詰つめる内容ではない。私は動揺を押し隠したまま店の外に出た。

　街の人々が私に注目しているのにさえ気付かず、私はぼーっと店から出てふらふらと歩き出す。

「アリシア〜？」

　国王様の母君って、ジュリー様のことよね？

　デュルキス国の三さん賢けん者じゃをラヴァール国に追放し、ウィルおじいさんの目を奪うばって、ロアナ村に送った人物。

「アリシアってば、聞いてる？」

　どうしてそんな人物と会長が繫つながってるの……？

　というか、どうしてそのことを私に伝えたの!?

「アリシア！」

　ジルの強い口調に私はハッと我に返った。

　いつの間にか店からは離れ、街の広場のようなところまで歩いてきていた。

　ジルが私の顔を覗き込む。

「大丈夫？」

「ううん、大丈夫じゃない」

「だよね、大丈夫じゃないよね……、って、え？」

「私、とんでもない人物と接せっ触しょくしてしまったかも」

「……誰のこと？」

「この方」

　私は手に持っていた会長の名刺をチラッとジルに見せた。ジルは名刺を見つめながら眉間に皺を寄せる。

「さっき、何か言われてたのって……？」

「彼の商会も、情報を売買している。国王様の母君を知っているみたい」

　ジルも言葉を詰まらせる。

　……まさか、茶番劇の中にジュリー様を知る人物が紛まぎれ込んでいるなんて思いもしなかった。

「ジル、帰るわよ」

「え、ポールのお店に行かないの？」

「ポールさんに話を聞きたいのはやまやまだけれど、この機会を逃のがすべきではないと思うの。ただいずれポールさんにも、情報の精査をお願いする時が来るかもしれないわ」

「そうだね……アリシアには時間がないもんね」

「ええ。急いで帰りましょう」

　それだけ言って、私は転移魔法をジルと自分にかけた。
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　……自分の部屋に戻ってきた。

　久しぶりに高難易度の転移魔法を使ったわね。……なんだか少し酔よったような気がする。

「この魔法、本当に凄いよね」

「イメージが少しでも崩れると全然違うところに飛ばされるから大変なのよ」

「扱うにも気を遣つかうんだね。デュークもアリシアもさらっとこなしちゃうから……、二人がおかしいのは分かってるけど」

　褒められているのよね……？

　いや、今はそんなことよりもジュリー様について知りたい。

　その前に、一旦状況を整理しましょう。

「ジュリー様はウィルおじいさんやデュルキス国の三賢者を嵌はめた──ウィルおじいさん曰いわく、前国王殺害の罪を着せられて、ロアナ村に流されたということだけれど……。現在、ジュリー様がどうされているかが、実は全く公表されていないのよね。現国王様が立派に政治をこなしているから、表に出る必要がなくなって隠いん居きょ生活されている、とか？　私が生まれた時にはその存在すら語られてもいなかったし……。このあたりは、デューク様に直接聞く方が早いかしら」

　私は呟きながら思考を整理する。

「ジュリー様の悪行を知ったとて、私がウィルおじいさんの代わりに復ふく讐しゅうするのはお門かど違ちがい。私は彼女から直接的に被ひ害がいを受けたわけでもないし、そんなことウィルおじいさんも望んではいないわよね。そもそも私は正義のヒーローじゃないもの」

　私はもらった会長の名刺を見つめる。

「世の中の正義がどういうものかは分からないけど、僕にとってアリシアはヒーローだよ」

　ジルが静かにそう言った。

「……それは光栄ね」

　彼の言葉に顔が綻んだ。

「メルのことだけど……」

「急に話が飛ぶね。アリシアのことだからもう驚かないけど」

　失礼ね。悪女は同時に思考するのよ。答えがすぐには出せない問題でも、人間は考えることで成長するのだから。

「告白って、相手を共犯者に出来るでしょ。だから、私は最初、メルを応援したいと思ったの。……恋愛の応援って言うより、告白の応援かな」

「……どういうこと？」

「好きだ、って伝えることでその事実を自分の心に刻むことが出来る。この感情は、本物なんだって、相手に伝えてしまえばなかったことには出来なくなる。好きって感情は、とんでもなく自分勝手で……だから、相手を巻き込んで、自分だけのものでは終わらせない。まさに悪女的思考じゃない？」

「恋愛偏差値ゼロのアリシアがそれっぽいこと言ってる」

「ちょっと！　失礼ね！」

「今回は悪女として何も言わないことにしたんじゃなかったの？」

「突つき詰めてみたら、私らしく応援出来るなって思ったの」

　それに人はいつ死ぬか分からない。ウィルおじいさんみたいに看み取とれる場合もあれば、突然死が訪おとずれることもある。

　明日の命なんて誰も保証されていない。だから、想っているうちに伝えるのは大切なことだと思う。

　ジルは暫く経たって、口を開いた。

「キャザー・リズもきっとそうだったんだろうね。……告白した後の彼女、吹ふっきれてて、なんか嫌いだけど嫌いじゃない」

「意味分からないけど、なんか分かる気がする」

「僕の矛む盾じゅんを矛盾で返さないで」

　ジルは軽く笑う。

　私はリズさんのことを素直に凄いと思う。望みはないと分かっていても、ただずっと一人の人を愛していたのだから。

　きっと、今もなお彼女はデューク様のことを好きなのだろう。

　数々の『恋バナ』を経て、私も私なりに、デューク様と向き合わないといけない時が来たのかもしれない、そんな風に思った。
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　久しぶりに自分の家の図書室に来た気がする。

　夜中に目が覚めてしまったから、二度寝ねするのももったいなくて、そのままここへ来た。ジュリー様のことを調べるために。

　彼女に会ったこともなければ、王宮で彼女の気配を感じたこともない。ただ……もしかしたら、すでに私は目をつけられているのかもしれない、となんとも言えない胸むな騒さわぎを覚えたのだ。

　図書室を一通り見て回ったけれど、彼女の情報が載のっていそうな書物は一冊もなかった。

「……王宮の情報なんてあるわけないわよね」

　私はガクッと肩を落とす。

　全く人物像が摑めない。分かっていることは、過保護な母親だってこと。

　やっぱりデューク様に……いいえ、また余計なことに首を突っ込むのかって怒られそうだし、ここは国王様に直接母君のことをお伺うかがいしてしまうのが早いのでは!?

　答えてくれるかは分からないけれど、それは私の交こう渉しょう術じゅつ次し第だい。

　……けど、こそこそ動いたら絶対にバレるわよね。いっつもデューク様の方が一枚上うわ手てなのだもの。

　何か作戦を練らないと……。

　そんなことを考えていると、ふとある本が目に留まった。

　あら、あんな本あったかしら……？

　そういえば、前にもこんなことがあった気がする。魔法の本を探していたのに全然見つからなくて、ある日突然見つけたのよね。この家の本は大体読よみ漁あさってしまったと思っていたのに、私が心の底から必要だと思った瞬間に現れる……。

　私は本の方へとゆっくり足を進めた。すっごい歪いびつな形の本なんだけど、手に取って大丈夫かしら。

　ちょっと雰囲気がおどろおどろしくない？　悪あく魔まの書とか言われたら信じてしまいそうよ。

　私は恐る恐る本に顔を近づけた。まじまじと眺ながめる。

　本から放たれる微かすかな魔力に、思わず眉間に皺を寄せた。

　…………本から魔ま力りょくを感じるなんてどういう状況なのよ。

　ここは不思議満まん載さいのラヴァール国ではなく、ウィリアムズ家の図書室よ。まさかこんなシチュエーションに自宅で出会えるとは思わなかったわ。

　いいでしょう、私がその魔力を暴いてやるわ！

　私は悪女らしく堂々と、本を手に取った。

「わ!!」

　想像以上の重さと強い魔力に声が出る。

　なんなの、この本！

「しかも、鍵かぎがかかってる」

　随ずい分ぶんと古い書物だろうということだけは分かる。

　魔法で無理やりこじ開けようとしても、開けることが出来ない。

　……魔法が無理なら、力ずく？

　私は手に力を込めて、グッと開けようとした。鍵かぎ穴あななんて関係ない。パワーよ！

「っぷ、はぁ、はぁ」

　暫く奮ふん闘とうしたが、全く開く様子がない。

　びくともしない本に私は大きくため息をついた。

「なかなかやるじゃない」

　私は息を切らしながら、なんとか開けて中身を読んでやろうと必死に魔法や筋力を使って格かく闘とうし続けた。
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　気付けば朝になっていた。

「噓うそ、もう日が昇のぼってる？」

　無む我が夢む中ちゅうで本を開くことに集中したけれど……結局開かなかったし。

　私は真っ黒い本を握りしめて図書室を出た。これは自分の手元に持っておきたい。別に家にあったものだし、持ち出しても問題ないでしょ。

　部屋に戻り、ベッドへとダイブする。

　なんだか疲つかれたわ。……一ひと眠ねむりしようかしら。

　うとうとし始めたところで、コンコンッと誰かが扉を叩く音が響いた。……うーんちょっと起き上がるのはだるいわね。

　ここは噓うそ寝ねを決め込もう、と小ずるいことを考えながら、再び目を瞑つぶる。

「アリシア？　寝ているのか？」

　…………デューク様!?

　扉の向こう側から聞こえた声に私は跳はね起おきる。

　どうして彼がこんなところにいるのよ！

「いつも早起きなアリシアがこんな時間まで寝ているなんて珍しいな……」

　アルバートお兄様の声。

　ここはすぐさま「起きてます」って反応した方がいい？　けど、私、今寝ね巻まきなのよね。

　……でも、私になんの用だったのかめちゃくちゃ気になるわ。

　頭の中で扉を開けるか否いなかを議論する。

　天使役の私は「少々お待ちください、と言って着替えればいいのよ。多少お待たせするのは淑しゅく女じょの嗜たしなみとして理解してくださるわ」と言っている。待たせる前提なのが流石悪女な私の中の天使。

　悪魔役の私は「断固無視！　だって自分の顔分かってる？　さっきまで魔ま本ほん（※勝手に命名）と格闘していたのよ？　とんでもない状態になっているに違いないわ」

　──勝者、悪魔。

　ほとんど睡すい眠みんをとっていないこの酷ひどい顔を見せるのは嫌だもの。

　デューク様はそんな私を見ても、貶したりしないことは分かっているのだけれど。

「起きているけど、出たくない事情でもあるんだろう」

　まるで私の心情を見み透すかしたかのようにデューク様が言っている。

　……なんで分かったのよ！

　私は声に出さず、口パクで思い切り叫んだ。

　もしかして、透とう視し能力？　いや、そんな魔法はないはず。

「どうして分かるんだ？」

　アルバートお兄様が私の気持ちを代弁してくれる。

「アリシアがノックで起きないはずがない。誰も気付かないような僅わずかな気配にも反応出来るような女だぞ」

「妹が超ちょう人じんだったことを忘れていたよ」

　褒められているのよね……？

「でも、別に反応するくらい良くないか？」

　アルバートお兄様の疑問に私は小さくため息をつき、しぶしぶ答えることにした。

「まだ寝巻のままなんです。それに、昨日あまり寝られていなくて、顔も酷いですし……」

　私の言葉にアルバートお兄様が豪快に笑うのが聞こえた。

　お兄様、私別に面白いことを言ったつもりは欠片もないのだけど。

「あ〜〜、俺の妹は可愛いな」

　どこが!?

　当たり前のことを言っただけよ、私。それに、普通に考えて、王子様の前で寝巻は不敬よ。

「アリシアに今のデュークの顔を見せたいな」

　デューク様の顔？

　それは気になるわ。一体どんな顔をしているのかしら。

「アリシアが可愛くて仕方ないって顔してるぞ」

　アルバートお兄様の声に私は頰ほおを赤らめた。

　私の動揺が扉とびら越ごしにも伝わってしまったのか、アルバートお兄様の楽しそうな声が部屋に響く。

「あ〜〜、この状況を楽しめるのは俺だけか」

「アルバートお兄様、今すぐどっかに行ってください」

　私は出来るだけ冷静な声でそう言った。

「分かった分かった。これ以上大事な妹の乙女おとめ心ごころをいじめないよ。ゆっくり支度をしてからおいで」

　アルバートお兄様がデューク様に「行こうか」と言い、暫くすると二人の気配がなくなった。

　私はまだ赤くなっている顔を両手で押さえて、落ち着かせた。

　急いでドレスに着替えて、髪をセットする。ロゼッタに手伝ってもらって寝ね不ぶ足そくの酷い顔に見えないようしっかり化け粧しょうを施ほどこした。

　身み支じ度たくを終えると、駆け足で応接間へと急いだ。魔本はベッドの下に隠かくしておく。

　コンコンッと扉をノックして、私は部屋の中へと足を踏み入れた。

「アリシア、もう準備出来たのか？」

　デューク様がからかうような口調でそう言った。

　アルバートお兄様は楽しそうに微笑んでいる。二人はソファに向かい合って座っていた。

　私はデューク様に「はい、いつも通りです」と先ほどの醜態などなかったかのように完璧なスマイルを向けながら、アルバートお兄様の隣に腰こしを下ろす。

「それで？　今日はどういったご用件で？」

「会いに来た」

　即答するデューク様に「アイニキタ」と私はオウム返しをしてしまう。

　てっきり何かまた事件が起きたのかと思ったのだけれど。

「おい、ちゃんと用件があるだろ」

　アルバートお兄様は呆れたようにデューク様を促うながす。

　……用件、があるのね。そりゃそうよね。

　改めて考えてみたら、物事があまりにも目まぐるしく動いていて、次々と色んなことに巻き込まれている気がする。デューク様がただ私に会いに来て、ゆっくりお茶を飲むなんてこと、ほとんど出来ていないもの。

　私ってば、十六歳にしてはかなり波は乱らん万ばん丈じょうなんじゃないかしら。

「アリシアがラヴァール国に行く前に、一つ解決しておきたいことがある」

「メルの恋愛事情ですか」

「それはいつでもいい」

　デューク様、メルは貴方の従者でしょ。もう少し興味持ってあげてもいいんじゃない。

「リズ派とアリシア派の争いが学園内で今もまだあるんだ」

「学園内で」

　私はそっちか……と拍子抜けしてしまった。

　てっきり、もっと大ごとかと思っていた。学園内の出来事なんて、国外追放された私にとってはあまりにも些さ細さいだ。

　別に学園の生徒を全員敵に回しても痛いたくも痒かゆくもない。

「私の名前のついた校則が出来たと聞きました。ならば次は講和条約でも結ばせたらどうです」

　私は適当に答える。国同士の争いではないが、それぐらいしておけば彼らも大人しくなるだろう。

　新ルールを作ればいいのだ。

「意外と興味ないんだな」

「私も私でしなければならないことが多くて」

「へぇ。興味あるな。悪女ポイントを稼かせぐ作戦会議まで開こうとしていたはずなのに、何をそんなにしなければならないんだ？」

「それは……」

　私はデューク様の巧たくみな誘ゆう導どうに乗せられて、ついジュリー様のことや昨日見つけた魔本のことを言ってしまいそうになった。

　ハッと我に返り、コホンッと小さく咳払いをする。

「私は歴史に残る悪女を目指しているのです。ちっぽけな学園のいざこざに対処しているほど暇ではないってことです」

「せっかく悪女としての晴れ舞ぶ台たいを用意しておいたのに、残念だな」

「どういうことです？」

　私はデューク様の言葉に目をきらんと光らせる。

　悪女として活かつ躍やく出来るってこと……？

「そもそも歴史に残る悪女を目指すアリシアなら、学園のいざこざなんて一瞬で解決出来るだろう？」

　デューク様は試ためすような視線を私に向ける。

　これは、煽られてる……？

「勿もち論ろんです」

　私は満面の笑みで答えた。

　デューク様からの挑ちょう発はつ……もとい挑ちょう戦せん、受けて立とうじゃないの！

　まんまと乗せられて悔しいけれど、そんな目で見られたら誰だって私と同じ答えになるわよ。

「本当にデュークは悪い男だよな」

　アルバートお兄様の言葉を無視して、デューク様はティーカップを口元へ持っていき、紅茶を喉のどに流し込む。

「おい、無視するな」

　アルバートお兄様もデューク様に遊ばれている被害者の一人ね。

　本当に、デューク様には敵わない……私は心の中でそう呟いた。
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　デューク様の口車に乗せられて学園に来たのはいいけれど、具体的なことは何も聞かされていない。

　そもそもデューク様って、もう学園を卒業してるはずよね？

　魔法学園は六年制だし。

　ちなみに、ジルとアルバートお兄様は家だ。ジルは本当に気まぐれで私のいない間あまり学園に行っていなかったようだし、アルバートお兄様も跡あと継つぎとしての教育が始まるためかほとんど家にいる。

　まともに授業を受けているのって、リズさんぐらいなんじゃないかしら。……それは言いすぎ？

　そもそも、デューク様と二人で登校自体不思議な光景よね。

「アリシア様だ」

　この間は忍び込んだから、国外追放されて以来皆の前に現れるのは初めて、ということになる。私は学園に入るなり、すぐさま生徒達の視線に違い和わ感かんを抱いた。

　アリシア「様」なんて言われたことがない。今までの反応は「おい、ウィリアムズ・アリシアが来たぞ」と嫌悪や揶揄の視線ばかりだったのに。

「……デューク様」

「なんだ？」

「お聞きしたいことがあります」

「……分かった。場所を変えようか？」

　私が「ええ、お願いします」と言おうとしたのと同時に、デューク様は私の腰に手を当てて転送魔法を使った。

　ちょっと！　いきなり！

　私は心の準備が出来ていないまま、目を瞑った。

「生徒会室？」

　次に目を開くと、そこは見たことのある場所だった。

　学園の中の移動を魔法で行うなんて、魔力の無む駄だ遣づかいのような気がするけれど、デューク様の魔力ならこれぐらい朝飯前よね。

　私はデューク様へと視線を向ける。

　……近い。

　デューク様は私の腰を抱いたまま。

　端たん正せいな顔立ちが視界に入る。……今度生まれ変わったら絶対美形男子になろう。

　改めて、デューク様に好きだって言ってもらえたなんて、とても光栄なことなのだと思った。変な考え方だけど、彼に選ばれたことで自分の価値が証明された気がする、というか。

　傍はたから見れば、「悪女」の私のせいで彼の評判を落としているかもしれないけれど。

「どうした？」

　あまりにまじまじと見つめすぎたせいか、デューク様が不思議そうな表情を浮かべる。

「いえ、何も」

　そう言って、私はデューク様の腕うでから体を離した。

「あの……、色々と聞きたいので、一気に疑問をぶつけてもいいですか？」

「ああ、なんなりと」

「私、実は騙されてここに来ました？　アリシア派とリズ派の争いなんてもうないんでしょう？　……おそらくすでに私がラヴァール国に行っている間に解決されているはず。今日学園に来て確信しました。生徒達が私に抱いていた嫌悪感がなくなっている。むしろ、歓かん迎げいされているような雰囲気でした」

　と言いながら、私はあることに気が付いた。

　……だから、悪女としての晴れ舞台を用意したということ？

　私がこの学園でもう一度、悪女として振る舞えるように……。

「気付いたか？」

　デューク様はニヤッと、悪だくみを考えている少年のような笑みを浮かべた。

　私は大きなため息をついた。この王子は一枚も二枚も上手だ。

「……抜かりないですね」

「お褒めいただきありがとうございます、お嬢様」

　ああ、もう！

　ふざけている時のデューク様は結構私の性せい癖へきに刺ささる。

　まんまとお膳ぜん立だてされたようで悔しいけれど、デューク様の提案に乗らない手はない。

「それで、何をすればいいのですか？」

「それはまだ教えないでおこう」

　じれったい！

　デューク様の言葉に、私は子どもみたいに頰を膨ふくらました。

　デューク様って案外意地悪なところもあるのよね。完全に彼の手のひらの上で転がされているわ……。

「というか、どうしてデューク様はまだ学園にいらっしゃるのですか？　卒業後は国政を手伝われるのですよね？」

「この学園は『卒業』が曖あい昧まいだからな」

　何それ、知らなかった。

　前世の知識で言うのならば、十五歳から二十歳はたちまでの間魔法学園で学び、卒業して一流になれるのだと思っていた。

　……それなのに、その「卒業」の概がい念ねんが曖昧なの!?

　私がきょとんとしていると、デューク様は丁寧に教えてくれた。

「確かに六年制だが、学びたい者は学園に残ることが出来る」

「……それだとなんというか、メリハリがないですね」

「合理的なアリシアらしいな。そう捉えることも出来るが、心行くまで勉学に励はげむことが出来るとも言える。学びは財産だからな」

　所しょ詮せんは職やお金に困らない、貴族が通う学園ということね。

　大学と大学院が合体した場所、みたいな捉え方でいいのかしら……？

　私は「変なところですね」としか言えなかった。

「まぁ、ここは魔法を学ぶ場という意味で、いつでも出入りできるから、卒業しても訪れる者は多い。貴族達の社交の場でもあるからな」

「……よくよく考えてみれば、レベル１００、もしくはそれ以上の力を持つデューク様の場合、この学園で学ぶことなんてもうないですよね」

　優秀すぎる王子様は、学園で学ぶ必要などないはずだ。

「この学園自体、俺が牛ぎゅう耳じっているから卒業しても様子は見に来る」

　……ほぇ？

　心の中のＩＱ３のアリシアが首を傾かしげている。

　生徒会長とかじゃなくて、学園を牛耳っている？

「えっっっっと、どういうことですか？」

「さあな」

　デューク様の楽しそうな笑みによって誤魔化された。

　後に、デューク様がこの学園の理事長だと知った時は、もはやたいして驚きもせずに納なっ得とくしか出来なかったけれど。
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　改めて、生徒会室で優雅なティータイムをデューク様と共にすることになった。

　普ふ段だんこんなまったりとした時間を過ごすことはないから、なんだか妙みょうな感じだ。

　というか、デューク様と二人でお茶を飲むなんて初めてじゃない？

　結構長い付き合いだと思っていたけれど、今までこんな過ごし方をしたことはなかった。……本来なら貴族ってこういう風に過ごすのよね。

「変な感じですね」

「何が？」

　デューク様は私の言葉に不思議そうに首を傾げた。

「二人でゆっくりお茶を飲むなんて今までにありました？」

「いつも何かしらのハプニングに巻き込まれていたからな」

　楽しそうに笑うデューク様を見ながら、こんなお騒がせ令嬢を好きになった彼は相当な物好きだなと思った。

「よく私のこと嫌になりませんね」

「嫌になる？　何故？」

「だって、自分勝手でいつも何かしらトラブルを起こしているんですよ？」

「そこが魅力的でたまらないんだろ」

「……デューク様って本当に変わってますね」

「アリシアに言われてもな」

　フッと微笑んだその顔はとても優しく、思わず釘付けになった。

　デューク様がこんなに柔らかに微笑むのは私の前だけであってほしいと、初めて自分の中で独どく占せん欲よくが湧わいた。

　……私って、なんだかんだと相当デューク様のこと好きよね。

　最初はただの美形で、どタイプな攻こう略りゃく対象だったのが、いつの間にか恋に落ちていた。

　これまではこの感情に目を向けるよりも、歴史に残る悪女になりたいとばかり考えていたけれど……、正直、今はそのことよりも、デューク様に一人の自立した人間として認められる方が嬉しい。

「アリシアと過ごす日々は、刺し激げき的てきで飽きない」

「それは光栄です？」

　褒められているのかどうか分からない。

　刺激的で飽きないって、まさしく私がトラブルメーカーだって言われているようなものよね？　……否めないのが悔しいわ。

　いつもデューク様の方が一枚上手だから、こんな機会なかなかないし、少しだけ意地悪してみようと思った。

「では、私がいなくなったら、さぞ退たい屈くつな毎日になりますわね」

　瞬間、デューク様の顔から笑みが消えた。デューク様はコンッとティーカップを机の上に置くと、私に視線を向ける。

「──っ」

　真まっすぐ私を見つめるその青い瞳に捕つかまった。目を逸そらすことが出来ない。

　何か言葉を発しようとするが、何も出てこない。

「いなくなるなんて考えられないし、許さない」

　圧あっ倒とうされそうなほどの、独占欲──いえ、執しゅう着ちゃく？　……こんなむき出しの欲望を抱え込んだまま、私がラヴァール国に行っている間、どうやって過ごしていたのよ。

　いや、私が必ず戻ってくると信じていたのかも。だって、デューク様の行動っていつも私のためだもの……。

「俺の人生に彩いろどりを与あたえてくれた女だ」

　デューク様は不意に立ち上がると、両手で私の頰を挟はさんで上を向かせる。

　私が惚ほうけているうちに、口付けされていた。柔らかな感かん触しょくが唇くちびるに当たる。

　…………え？

[image: ]

　いつも私の心構え関係なくキスされていない？

　けれど、そんなこと考えられなくなってしまうぐらいに、デューク様は角度を変えて何度も口付けをしてくる。

「あ、あの！」

　私はパニックになりながらも、デューク様を自分の体から押し放した。

「ちょっと、待ってください」

　自分の顔の温度がグッと上がっているのが分かる。

　デューク様は少し不服そうな表情で私を見る。真っ赤な顔をして精せい一いっ杯ぱいな私に対して、デューク様のこの余よ裕ゆうに、悔しさを覚えた。

「私の気持ちが追いつきません」

「散々我が慢まんしてきたんだ。これぐらい許されるだろう」

　デューク様はそう言って、私を力強く抱きしめた。

　……またキスされるかと思った。

　私が止めたから、彼なりに気き遣づかってくれたのかもしれない。

「俺の理性はもはや国宝レベルだって言われているんだからな」

　デューク様は軽くため息をつきながらぶつぶつと呟く。

　私を大切にしてくれているのが全身を通して伝わってくる。

　その瞬間、デューク様をとても愛いとおしく思った。

　国外追放されるためにデューク様が記憶を失くしたと噓をついた時。ラヴァール国まで迎えに来て、ウィルおじいさんの病状を教えてくれた時。ラヴァール国からの帰国を決意した時。意地っ張りな私を、広い心で包み、ずっと支えてくれた。

　それも、少しも嫌な顔をせず……。彼の深い愛に私は甘えすぎている。

　デューク様の前では、私は悪女というより、ただの一人の女の子に戻ってしまう。戻らされてしまう。

　でも、それも私の一部だ。

　デューク様を好きな私が、ウィリアムズ・アリシアなのだ。

　…………完敗だ。

　デューク様にだけは、悪女になりたい私は敵わない。でも、それでいいと思えてしまう。そのくらい、彼には、自分をさらけ出してもいいのだと思えた。

　これが恋愛感情だというのなら、認めるしかない。

　皆の恋愛話をたくさん聞いて、自分の恋愛とあまり向き合ってこなかったけれど……そろそろはっきりさせないと。

　私は、デューク様が好きだ。

　この気持ちはいつか必ず言葉にして、伝えよう。

　そのまま暫く、私とデューク様は何も言わずに抱き合ったままでいた。







　それから私達はもうしばらく、ジルがウィルおじいさんの死から立ち直ったことや、デューク様の思い描く未来の話を聞いた。

　デューク様は馬車で私の家まで送ってくれた。

　その際に、私は屋や敷しきの図書室で見つけた魔本の話をする。

　どれだけ頑がん張ばっても決して開くことの出来なかった不気味な本。

　私の話をデューク様は真剣に聞いてくれた。私の魔力で開かないということは、私より強い者があの本に魔法をかけたということだ。

　自信過か剰じょうではないが、私の魔力はかなり上位だと思う。お兄様達よりもレベルは上なはずだし……。

「魔力で鍵がかかっているのか……」

「はい」

　デューク様は眉をひそめながら、何か考えていた。

　さっきまで甘々な雰囲気だったのに、私達の場合すぐこの空気になる。

　まぁ、それが私達らしいと言えば私達らしくていいのかもしれない。世の事象に対して、考えて、解決していく。それが一番楽しいのよね。

　私達の間でその認にん識しきが共通して存在する。

「何か思い当たる節が？」

　私はデューク様を見ながら尋ねた。

「ああ。確信はないが……、明日、ウィリアムズ家に行く」

「デューク様の予想は的中するので、楽しみに待っていますわ」

　私はそう言って微笑んだ。

　いつも解決の鍵をくれるのはデューク様だ。期待するな、と言われても期待してしまう自分がいる。

「その本は突然現れたんだな？」

「はい。自分の家の本は全て把は握あくしています。ましてや、あんな魔力が強力な本に気付かないはずがありません」

「何かのきっかけで現れた、ということか。時期として考えられるのは、伯お父じ上うえの死によって、とか」

「それは……」

　私は言葉に詰まった。

　あり得ない話ではない。ただ、ウィルおじいさんに魔力はなかったはずだ。だから、ウィルおじいさんがロアナ村から出たことを知った誰かの仕業……とか。

　そんなことを考えているうちに馬車が止まった。

「もう一度、あの本を調べてみます」

　私はそう言って、馬車を降りた。

「俺も王宮の書庫を調べてみる」

「では、また明日」

「ああ」

　私はデューク様に向かってお辞儀をした。

　顔を上げた瞬間、デューク様は私の前まえ髪がみを優しく手で払はらい、額に口付けをした。

　……不意打ち!!

　なんて自然にやってのけるの！　この王子様は！

　まだ甘々モードが続いていたなんて、聞いていない。

「じゃあな、アリシア」

　私は惚けたままデューク様の馬車を見送ったのだった。
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「なんか、僕が知らない間に二人の距きょ離り近くなってない？」

　私の隣に座るデューク様を、ジルは前のソファに座りながら睨んでいる。

　確かに、今までだったら私の隣に座るのはジルで、前に座るのはデューク様だった。

　デューク様は応接間に入るなり、「アリシアはこっちだ」と半ば強ごう引いんに私を隣に座らせた。

　……目の前にいると顔を見なければならないから緊張すると思っていたけれど、横に座られる方が断然落ち着かない。

「ようやく俺が報われた」

「まぁ、みんなデュークには報われてほしいと思っていたから、僕は何も言わないよ」

　まさかのジルがデューク様サイドだった。

　ジルのことだから、アリシアの隣に座るのは僕だよ、ときつい口調で言ってくるかと思っていたのに……。まさかのめちゃくちゃデューク様側だった。

「あの、今日はこの本について話すだけよ？」

　私は机の上に置いている歪な形の本を指差した。

　真っ黒でいかにも不ふ吉きつな予感のする本。もしかしたら、このまま開けない方が賢けん明めいかもしれない。

「僕もこの本は初めて見る。ウィリアムズ家の本は全て読んだと思っていたのに、この本の存在なんて知らなかったよ」

「こんなにも目立つ本を見つけられない方が難しいわよね」

「旦那様に隠されていたとか？」

「お父様が？　そんなことするはずないわ。仮に隠していたとしても、どうして今いま更さら図書室に置くの？」

「それもそうだね。ん〜〜〜、魔法で鍵がかかってるんじゃ、なんの本か一切分からないもんな〜」

　ジルはまじまじと本を見つめる。

「デュークの方は、何か分かったの？」

　ジルはデューク様へと視線を向ける。

「……これで開けられるか？」

　デューク様は机の上にカチャッと音を立てて何かを置いた。

　……鍵？

　私とジルは鍵をじっと見た。アンティークのような古い鍵……、これは一体？

「どこでこれを？」

「伯父上の首にかかっていたそうだ」

　ウィルおじいさんの首に？　……それならやっぱり、これはウィルおじいさんの本ってこと？

「この鍵は、誰が見つけたのですか？」

「父だ」

「国王様が？　そんな形見をよく渡してくださいましたね」

　ウィルおじいさんの形見が今この机の上にあると思うと、なんだか急に責任重大な任務を与えられているような気持ちになった。

「そもそも、ウィルおじいさんの本がどうしてこの家にあるの？　王宮の書庫に現れるのなら分かるけど、何故この家？」

「謎なぞだらけだね」

「とりあえず、試してみるか？」

　デューク様の提案に私とジルは頷いた。

「じゃあ、頼たのんだ」

　デューク様はしれっと鍵を渡してくる。

「え？　私？」

「アリシア以外に誰がいるんだ」

「そんな大役……」

「デュークってそういうところあるよね。急にアリシアに丸投げ」

「本当にそう！」と私は心の中で大いに叫んだ。

「でも、私の魔力と合わなくて、鍵を壊しちゃったら……」

「合うかどうかも分からない鍵だ。壊れたらその時考えれば良い」

「それは……そうよね」

　デューク様のむちゃくちゃ理論に、うっかり私も納得してしまった。

　いらない心配をする前に、まずは試した方がいい。じゃないと、何も始まらないもの。

　ていうか、デューク様の思考って私以上に悪役向きよね……。やっぱり悪役王子の才能あるわ。

　私は魔力を込めてゆっくりと本の鍵穴に鍵を差し込んだ。

　カチャッと鍵が回る音が部屋に響く。

　……すんなり開いた。私の全魔力を使っても開かなかったのに、この鍵一つで簡単に開いてしまうなんて。

「開いちゃった」

「開いちゃったわね」

「開いたな」

　ジルと私とデューク様が本を見つめながら、同じ内容を発した。

　ロックが解けたというのに、私達はなかなか本に触れることが出来ずまじまじと見つめてしまう。

「開けたら、おばあさんになったりして……」

「どんな本だよ」

　私の言葉にジルが苦く笑しょうする。

　この世界にはない、昔話の浦うら島しま太た郎ろう的てきな展開を想像してしまった。……いや、でもこの本がウィルおじいさんの本ならそんな魔法かけるわけないか。

　私とジルが躊躇ためらっている間に、デューク様が本に手を伸のばす。

　彼の指先が本に触れた──。その瞬間、デューク様は眉をひそめた。

「どうかしたのですか？」

「この本にかかっている魔法は闇やみ魔ま法ほうだ」

　……闇魔法？　ウィリアムズ家の誰かがこの本に魔法をかけたってこと？

　もしそうなら、思い当たる可能性は一つ……。

「おじい様だわ」

　おじい様がこの本に魔法をかけたという証しょう拠こはないけれど、ウィルおじいさんが亡なくなった後にこの本がウィリアムズ家に現れ、そしてその鍵をウィルおじいさんが持っていた。

　となれば、彼の忠臣であったおじい様の仕業と考えるのが妥だ当とうだ。

「アリシアのおじいちゃん？」

　ジルが目を丸くする。私はジルを見ながら「ええ」と頷いた。

「確かにあの方ならこの強力な魔法をかけることが出来るだろう」

　デューク様は私を迎えに来る前に、一度ラヴァール国で、三賢者の皆みな様さまのところに飛んでいる。強い魔力のあるところに転移したら、彼らがいた、というわけだ。

　おじい様と顔を合わせた際に、その魔力にも注視していたのだろう。流石はデューク様だ。

「中身、読んでみます？」

「せっかく開いたんだもん。読んでみようよ」

　私の言葉にジルは興きょう味み津しん々しんだ。

　ジルもデューク様もアリシアからどうぞ、と目で訴えていた。

　私はずっしりと重みのある本を手にして、ページを捲めくる。

　一番最初のページに『この本をくれたアルベールに感謝を』と書かれていた。

　やっぱり、おじい様だったのね……。

　私が集中出来るようにと、デューク様はそこでジルの隣に移動してくれた。

　私はこの本を与えたおじい様の気持ちを考えた。

　きっと、おじい様はウィルおじいさんをとても大切に思っていた。……ウィルおじいさんが死んだこと、おじい様達はまだ知らないのよね。

　ウィルおじいさんの死を知った時のおじい様を思うと胸が苦しくなった。けれど、読み始めると、私はその内容に瞬またたく間まにのめり込んだ。

「……何が書いてあるんだろう」

「さあな。伯父上の日記とかじゃないのか……」

「じっちゃんの日記なら僕も読みたい！　けど、アリシアがあそこまで険しい表情で読んでいるってことは、明るい内容じゃなさそうだね」

「伯父上の人生は俺達が想像も出来ないほど凄そう絶ぜつだったからな」

「…………じっちゃんが亡くなってもなお、じっちゃんは僕達に大きな影えい響きょうを与えてるね」

「ああ。とても素晴らしい方だった」

　ジルとデューク様が何やら会話しているが、その内容など耳に入らず、読み続けていた。

　この本は、正しくはウィルおじいさんの日記だった。ウィルおじいさんが魔法を使えなくなった日から記されている。

　当時の彼の痛みが、手記を通して伝わってくる。

　……あの時、最後にウィルおじいさんの記憶の中に入ってウィルおじいさんの苦しい過去に触れた。けれど、あれはほんの一部に過ぎなかったのね。

　魔法を使えなくなった彼は、自分の価値を見み出いだすために必死に努力を続けた。

　魔力暴走を起こした自己嫌悪に何度も陥おちいりながら、それでも這はい上がろうとした。その軌き跡せきが記されている。おじい様は彼のその様子を誰よりも近くで見ていたのだろう。

『魔法の使えない私に価値はない。もうこの世から消えてしまいたい』

　書き殴ったような文字。ウィルおじいさんの字とは思えない。

　このあたりは随分と荒あれていて、読みにくかった。

『皆、私を腫はれ物もののように扱う。父に失望されてしまった。何も持っていない私を認めてもらうことなど、もう不可能だろう』

　未来に絶望しているのか、字は整っているが覇は気きを感じられない。

　当時のウィルおじいさんの様子がひしひしと伝わる。

　私はふと思い出して、ジュリー様について書かれているところを探した。

　……あ!!　あったわ！　ジュリー様について！

『義母は私を邪じゃ魔ま者ものだと思っている。何か企んでいるようだ。警けい戒かいしておかなければならない』

　これだけ……。どういう人物なのか全然分からない。まだ最後まで読んでいないもの。この後出てくるかもしれないわね。

『魔法が使えなくとも、自分に出来ることを探そう。少しでもルークの役に立てるように』

『魔法の使えない私がこの国を支えることが出来れば、この国の制度も変わるかもしれない。貴族だけでなく、平民にも平等にチャンスが与えられる。魔法主義から実力主義へと変えていく先せん駆く者しゃとなろう』

　これは……、ウィルおじいさんが目をくり抜かれる前。

　先見の明を持っていたウィルおじいさん。この国はとんでもない大物を手放したのね……。

「ねぇ、デューク」

「なんだ？」

「やっぱりあの本は、じっちゃんの日記だったみたいだね。僕、流石に読む勇気がないかも」

「……読みたい時に読めばいい。無理に今読むことはない。必要な情報はアリシアが教えてくれる」

「だって、……アリシアがあんなにも涙を零しながら読んでいるんだよ。もし、あの本を読んだら僕はまた前に進めなくなるかもしれない」

「それはどうだろうか……。きっとアリシア自身、泣いていることに気付いていないようだけどな」

「だね」

　ウィルおじいさんって私の中ではとても大人で、いつも気持ちに余裕のあるお方だと思っていたけれど、この日記を読んでいると、すごく葛かっ藤とうがあったのだと人間味を感じる。

　私はウィルおじいさんの過去に寄より添そいながら、その一方でジュリー様の情報が何かないかと必死に探した。

『義母はどうしても私を悪者にしたいのだろう。彼女の望みは一体なんなのだ？』

　確かに、ウィルおじいさん目線で語られているだけにジュリー様の目的は見えない。彼女は一体何を求めているのかしら。

『私はもうこの国にいられないかもしれない。義母の罠わなに嵌められた』

　……国王暗殺を企くわだてたと、冤えん罪ざいになった時だわ。

　私はそのページをじっくり読み込む。

　そこには私の知らないウィルおじいさんの思いが、たくさん詰め込まれていた。

『ルークが義母の言葉に惑まどわされている。私はルークの気持ちを蔑ないがしろにしていたのかもしれない。ルークの良き兄になれなかった』

　そんな内容ばかりだ。

　自分のことじゃなくて、全部国王様のことばかり……。

『義母に惑わされないでほしい』

　強い筆圧でそう書かれていた。きっと、この日記を国王様が見ることはないと分かっていても、願いを込めてあえて書いたのだろう。

『私は死し刑けいか、それとも流る刑けいか』

　そのページの最後に、そう書かれていた。

　……その後、暫くページが真っ白だ。

　そうだわ、ウィルおじいさんは目をくり抜かれて、目が見えなくなった。日記を書けない状態に……。

　じゃあ、何故、この後もページが続いているの？

　私はウィルおじいさんが日記をもう一度書き始めたところまでページを捲った。

　文章は斜ななめになっているが、それでも文字が書かれている。

『ちゃんと書けているか分からない。アルベールが書けというからもう一度書き始めた』

　私は指先でウィルおじいさんの文字をなぞりながら彼の心を読んだ。

『視覚を失うということは、死んだも同然。魔力も地位も失った。暗くら闇やみの中でただ息をしているだけ。生きている価値などない。ここまでどん底に突き落とされるほど、私は何か悪いことをしたのだろうか。こうやって自分の気持ちを綴つづっているが、これにもなんの意味があるのだろうか』

　どんどん筆圧が強くなるその文章を読みながら、ただただ心が締しめ付けられた。

　それでも書き続けてくれてありがとう、と当時のウィルおじいさんに言いたい。

『このまま私は流刑となる。それならいっそ死刑となった方がマシだった。もう未来のない私を殺してくれ』

　どんどんページごとに文字が大きくなっていく。この世に対しての憎にくしみを強く感じる。

『アルベールに生きろと言われた。いつか私の目を見えるようにしてくれる者が現れるかもしれないから、と……。そんな奇き跡せきをどう信じろというのだ。この国のために生きろ、だなんて、アルベールは私をどうしたいのだろうか。……この国のために働くことが一番の復ふく讐しゅうとも言っていた。私はいつか、その言葉を理解出来る日が来るのだろうか』

　クシャナのところで修しゅ行ぎょうした時に見た、ウィルおじいさんの記憶……。

　私はゆっくりとページを捲った。

『ルーク、お前にまだ私に対しての愛情が残っているのなら、どうか殺してくれ。頼む。最後の望みだ』

「アリシア、大丈夫か？」

　デューク様の優しい声が、ふと耳に響いた。

「……私……」

　本から顔を上げた瞬間、私は涙を流していたことに気付いた。

　……あれ？　私、泣いていたの？

「無理をするな」

「それでも、読まないといけないんです」

　デューク様の言葉を遮るように告げる。

　私は頰を伝っていた涙を拭ぬぐいながら、続きを読んだ。

『ロアナ村は悲ひ惨さんなところだ。目が見えなくとも、音や匂においで分かる。ここがデュルキス国だとは思えない。これほどまでに陰いん惨さんな場所がこの国にあったとは……。文章で読んだり、噂で聞いたりするのとわけが違う。ここに来て初めて、この凄せい惨さんさを理解した』

　実際に訪れないと分からないことがたくさんある。

　ウィルおじいさんの文章は前よりかは落ち着いているような気がした。ロアナ村に来て、生きることを諦あきらめたのか、それともここの実態を知ることに多少なりとも興味が湧いたのか……。

　前のような乱暴な筆ひっ跡せきではなかった。

『この国の三賢者と言われていた者達も国外追放された。ラヴァール国で生きているかどうかも分からない。きっと、彼らもわしは死んだと思っているだろう』

　お互いに死んだと思っていたものね。

　それに、ここから一いち人にん称しょうが「わし」になっている。この村に来てから変わったのね。

『わしがこの村に来る前に義母に何か言われたが、あまり覚えていない。色々なショックで記憶が曖昧になっている』

『この村に秩ちつ序じょは存在しない』

『ロアナ村の全体的な地理は把握した。目が見えなくても、分かることはたくさんある。王宮で体術や剣けん術じゅつを習っていたおかげで気配を読み取ることが出来るし、ここでわしが簡単に死ぬことはない。……不思議だ。死にたいと思っていたのに、今は生きることを考えている。人間は一瞬で死ぬが、案外野垂れ死ぬということは難しいものだ』

　この辺からウィルおじいさんって感じがしてくる。

　あんなことがあったのに、性格が歪まなかったことに驚きだわ。

　私はどんどん先を読み進めていった。ロアナ村での生き方が詳しょう細さいに書かれていた。どこに何があり、どんな人がいて、どう生き抜くか……。

　そして、ロアナ村を改善するための解決策も書かれていた。

　……凄い。陳ちん腐ぷな言葉だが、ただ「凄い」しか出てこない。

『明日死んでしまうのに、学ぶ意味は？　と小さな子どもに聞かれた。賢かしこい思考をしていた。明日死ぬのではなく、明日を生きてしまった時のことを考えよ、と伝えた。何も学ばず、何も持っていなければ、君の生きている世界は狭いままだ。世界を広げよ、と。その子どもは顔をしかめながら、ロアナ村から出られないのに世界なんか広げられるか、と叫んだ。幼い子が未来を諦めていることに対し、わしはどうすることもできない。どうか、彼をいつか世に羽ばたかせてくれる者が現れることを心から願う。わしはずっとここでいい。だが、尊い小さな灯ともし火びはこの窮きゅう屈くつな場所から抜け出し、大きな世界で燃え続けてほしい。子どもの名はジルといった』

「ねぇ、ジル」

　自分の声が震えるのが分かった。

「何？」

「ウィルおじいさんは心の底から貴方を愛していたのね」

　誰もが分かりきっていることだが、もう一度ジルにそう伝えたかった。

　ジルは深い愛でずっとウィルおじいさんに包つつまれていたこと……。幼い頃ころに家族を失っても、ジルには誰よりもジルを大切に想ってくれていた存在が、ジルが思うより遥はるか前からいたということ。

「なんて書いてあったの？」

「ウィルおじいさんはジルと初めて会った時から、ジルをロアナ村から出したいと願っていたのよ。貴方の可能性を、私より先に、誰よりも信じていた」

　きっと、ジルがこの日記を読むには覚悟が必要だろう。あまりに、ウィルおじいさんの過去は凄絶だから。今は、私が代わりにウィルおじいさんの想いを伝えよう。

「出会った時から？　ずっと？　けど、そんなこと一言も……」

　彼の頰に涙が伝うのが見えた。「アリシア」とジルは顔を伏ふせたまま私の名前を呼んだ。

「僕、じっちゃんの期待に、応えられたのかな？」

「ええ、間ま違ちがいなく」

「……そっか」

　デューク様がそっとジルの頭を撫でた。

　ジルは私が想像していた以上の少年だった。ウィルおじいさんとの出会いは、様々な奇跡をもたらしてくれた。

　私は日記を読むのを再開した。

『アリシアが村に来た。デュークから言われていた令嬢とはこの子のことだろう。アルベールの孫まご娘むすめ。懐かしい感覚だ。ウィリアムズ家の闇魔法を扱う者にもう一度出会える日が来るとは……』

『彼女はわしが想像していた令嬢とは随分と違う。きっと、大物になる。アリシアはこの村を変えてくれるかもしれない』

『アリシアは面白い。不思議な少女だ。彼女がいると昔の自分を思い出す。どうかわしの二にの舞まいにならないよう慎しん重ちょうに魔法を習得させよう』

『アリシアとジルの相あい性しょうは良い。ロアナ村でこんな満ち足りた時を過ごせる日が来ようとは』

『アルベールに言われたため、この手記を書き続けた。ただ、不思議なことにこの本には終わりがない。もう何年も書いているというのに、必ず次のページが存在する。この本は日記なのか、なんなのか……。どうせ誰も見ることのないものだ』

『ジルがこの村から去った。この日をわしはずっと待っていた。嬉しいが、少し寂しい気もする。我が子が巣立っていく時の親というものの気持ちが分かったようだ』

『見える。私の世界が戻った』

　これまでとは違う大きな文字が目に入った。これはウィルおじいさんが視力を取り戻した日……。

『信じられない。もう一度見えるようになるなんて……。わしの視覚が戻った……。こんな奇跡……。世界はこんなにも美しかったのだということをもう一度思い出すことが出来た。あの時、生きる意味も存在意義も失くしたわしに、アルベールは生きろと言った。……アルベール、君の孫のアリシアが、もう一度わしに世界を与えてくれた。ありがとう、本当にありがとう』

　お礼を言うのは私の方です。

　手記越ごしにウィルおじいさんがどれほど私に感謝しているのかが伝わってきた。

　彼に自分の目を渡したのはただのエゴ。それがこんなにもウィルおじいさんの世界を変えていただなんて……。

　……私、悪女のはずなのにね。

『……わしの残りの人生はアリシアのために生きよう』

『ドッテン病の初期症しょう状じょうが現れた。まだ初期段階だ。暫くは隠し通せるだろう』

『ロアナ村を開放させるために、わしが先せん陣じんを切る。そして、もう一度ルークと話し合おう。……こんなこと、アリシアに出会わなければ考えもしなかった。わしはこの村で命を終えるものだと思っていた』

『ロアナ村を慎重に開放させなければ、町は混こん沌とん状態になってしまう。安全を確保することが最優先だ』

『本当の罪人達はロアナ村で元々隔かく離りされている。村を開放する際、彼らを別の場所へ移そう。何より、町の治安を悪化させることを防がなければ……』

『ルークに会った。軋あつ轢れきがなくなった。今も変わらずわしの可愛い弟だ』

『体調が優すぐれない。ドッテン病が少しずつわしの体を蝕むしばんでいる』

　ロアナ村の開放やドッテン病になったことや国王様と再会し、王宮に戻ったこと、ここ最近のことがギュッと日記にまとめられていた。

　勿論、私がラヴァール国に国外追放されたことについても。

　アリシアなら大丈夫、と心の底から信じてくれていた。

　日記の終しゅう盤ばんへと差しかかる。

　ウィルおじいさんの筆跡がだんだんと弱まっていく。もはやペンを持つ筋力さえもなかったのだろう。

　容よう赦しゃなくウィルおじいさんの体を蝕んでいくドッテン病。

　そして、ジルについてとても評価していた。

『あの子は、本当に凄い。誇りに思う』

　ドッテン病の治療薬を作ったことに対して、驚きと共にジルに対する尊敬の念を感じ取れた。同時にジルを残してこの世を去ることへの心残りも……。

『私が動けなくなってから、義母が初めて部屋に来た』

　その文章で背筋が凍こおった。再び一人称が「私」となっていることでウィルおじいさんの緊張感が伝わる。

「アリシア？　大丈夫か？」

　デューク様が息を吞のんだ私に声をかけてくれる。私は「大丈夫です」と答えた後、一度呼吸を整えてから読み始めた。

『無様ね、義母はそれだけ言って、ベッドで横たわる私を上から見つめた。……老ふけたな、と感じた。別に彼女の言葉になど今更傷つかない。ルークがいない時にわざわざわしの様子を見に来て、それだけしか言えない彼女をむしろ哀あわれに思った。私が知っている義母は美しく妖よう艶えんな女性だった。だが、年月の残ざん酷こくさを思う』

　そうか……、ジュリー様ってデューク様のおばあ様にあたる人物ですもの。老いていない方がおかしい。

　未いまだに私達にこれほどまでに強烈な印象を残しているのが凄い。

　……会ったこともないのに、黒幕臭しゅうがプンプンするんだもの。

『お久しぶりです、と私が返すと、戻ってこなければ良かったのに、と睨まれる。きっと父が私の母を最後まで愛し続けたことが気に入らなかったのだろう。私は母に似ていた。女の嫉しっ妬とは怖いものだ』

　ウィルおじいさんが女性の嫉妬について語ってる……。なんだか新しん鮮せんね。

『彼女は私を睨みつけながら、その目はウィリアムズ・アリシアのものかと聞いてきた。まさか義母の口からアリシアの名前が出てくるとは思いもしなかった』

　やっぱり目をつけられていた……。

　私はウィルおじいさんに育てられたようなもの。この国の魔法至上主義を撤てっ廃ぱいし、実力主義社会にしたい、という思いは合がっ致ちしている。となれば、彼女にとって私の存在は、デュルキス国──ひいては国王様を脅おびやかすもの、として捉えられていてもおかしくない。

『アリシアが危険だ。変わりゆくデュルキス国にとって、その要となっているのがアリシアであることに、気付かれてしまった。……このページに私の視覚の記憶を残せるようにした。アリシアの目に宿っている微かな魔力を使わせてもらった。微び々びたるものだが、これぐらいの魔法なら残すことができる。このページに触れ、古語で、目覚めろ、と唱えなさい』

　……ウィルおじいさんは、いつか誰かがこの日記を見ることを想定していたんだわ。

　私は日記に書かれていた通り『目覚めろ』とデュルキス国の古語で呟いた。

　その瞬間、頭の中にウィルおじいさんの記憶が流れ込んでくる。私がウィルおじいさんになっている、そんな視点だった。

　本当に微々たる魔力を使った魔法……。本来なら、記憶を見せる際は客観視できるような魔法が多い。けど、これは主観的な記憶。

　いや、でも、私の目に宿った僅かな魔力でこの魔法を残せること自体に、改めてウィルおじいさんの凄さを感じた。常人ではないことは知っていたけれど……。魔法だけでなく、魔力の扱い方がまさに天才だったのね。

『死ななかったのか、死ねなかったのか、どっち？』

　私は初めて見るジュリー様の貫かん禄ろくに驚いている。まるで女王のような雰囲気だ。若かりし頃は相当美しかったのだろう。たとえ老女となろうと、その面おも影かげはしっかりと見て取れた。

　彼女はひたすら私──ウィルおじいさんをじっと見下ろしている。

『両方です。死ななかったし、死ねなかった』

『……生きていて何よりだわ』

　ジュリー様は確かにそう言った。

　小さな声だったが、はっきり聞こえた。

　……どういうこと？

　戻ってこなければ良かったと言ったり、生きていて何よりって言ったり、めちゃくちゃ気分屋なの？

　混乱する私を置いて、記憶はそこで終わった。

「アリシア？　大丈夫？　ぼーっとしてたけど」

　ジルが心配そうに私の顔を覗き込む。

　……大丈夫、ではない。

　最後のジュリー様の一言で私の脳はショート寸前だ。処理しきれないぐらいの情報量が頭の中を渦うず巻まいている。

　本当にジュリー様の腹の内が分からない。ウィルおじいさんは、彼女が私に目をつけたと思い、危機を感じていた。けれど、あの最後の表情は本当にウィルおじいさんの生存に安あん堵どしているように思えた。

　どういうこと？

　私は同じ疑問を繰り返す。ゆっくりと息を吐き、日記を閉じた。

　あと少しだと分かっているけれど、最後まで読む気力がない……。

　頭の中で整理することが多すぎる。私はぼんやりとした頭でジュリー様の言葉と表情をもう一度思い出そうとした。

「ねぇ、デューク、アリシアが無反応なんだけど……」

「……一体何を見たんだ？」

「叩いて、正気に戻させた方がいいかな？」

「いや……、少し待とう。アリシアのことだ。何か考えていると思うが……」

「この本に呪のろわれちゃったりしてないよね？　……じっちゃんが書いたものだから、そんなことはないと思うけど」

　ジュリー様からウィルおじいさんに対しての憎ぞう悪おをそこまで感じなかった……。

　これは予想外の展開だわ。ジュリー様は目をくり抜いてロアナ村に放り込むくらいウィルおじいさんを嫌っていると思っていた。

　けど、もし本当に憎んでいるなら顔を見に来る？　いえ、逆に死んでいくと分かっているからこそ会いに来たとか。

　王宮に戻ったウィルおじいさんがジュリー様に会ったのはこの瞬間だけ？

「あ〜〜〜！　もう！　分かんない！！！」

　私は頭を抱えながら大きな声を出した。

　その声量にデューク様とジルがビクッと驚くのが分かった。

「ジュリー様に直接会わないと」

　私の大声に、ジルが目を白黒させながら呟く。

「ジュリーって……、国王の母親のことか」

「祖母について何か書かれていたのか？」

「はい」

　私の返答に、たちまちデューク様の顔が曇くもる。

　孫にこんな顔をされるなんてなかなかね。やはりジュリー様の存在って現在の王家ではだいぶタブーな感じなんだわ。

「会うことは可能ですか？」

「手は尽くしてみよう。ただ、どうなるか分からない。俺ですらほとんど会ったことがない。それに、父上が祖母と話しているところも見たことがないし……」

「もしかして、国王様はウィルおじいさんに酷い仕打ちをしたジュリー様を恨うらんでいる、とか……」

　おかしいと思っていたのよね。ウィルおじいさん達を追いやった後、ジュリー様の存在感がまるでないこの現状が。

「祖母の話は、父上にはいつもはぐらかされていたからな。そろそろきちんと話す時が来たのかもしれない」

　デューク様が険しい顔で答えてくれる。

　王宮の廊下から外されていた肖しょう像ぞう画が──追放されたはずのウィルおじいさんと国王様のものはそれでも飾かざられていたのに、ジュリー様のものは一枚もない。妾めかけとはいえ、王おう妃ひとなったはずなのに。

　あ〜〜〜!!　本当に嫌になっちゃうわ!!

　せっかくデュルキス国に帰ってきても休んでいる暇なんて少しもないじゃない。

　ラヴァール国に戻る前に、この違和感の原因を突き止めなければ。

　私は「ふふっ」と笑みを零す。

　ジルが心配そうに私を見た。

「どうしよう、デューク。アリシアがついに壊れちゃったよ」

「そうか？　通常運転だろ」

「…………確かに。いつも通りだ」

　私、何か悪口言われてない？

　でも今日はもう言い返す気力がない。二人には「頭を整理してもう一度相談させてほしい」と告げて、一旦部屋に戻ることにした。
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　疲れた〜〜〜!!

　私は一気にベッドに飛び込む。外はもう真っ暗だ。涼すずしい風が窓の隙すき間まから入ってきて、私の頰を撫でる。

　心ここ地ち良よい風に癒いやされながら、私は仰あお向むけになって手に持っていたウィルおじいさんの日記を天てん井じょうに掲げた。

　……この本を作ったおじい様に脱だつ帽ぼうだわ。

　誰にも開けられないように作られていた。きっと、リズさんでも解かい錠じょうは難しかったに違いない。あの鍵がなければ絶対に開かない強力な魔法だった。

　それに、ウィルおじいさんの死後、ウィリアムズ家に転送されるように仕組まれていた。おそらくこの日記を読むのを限られた人間にするためだ。

「流石悪女のおじい様ね」

　私は彼の孫で良かったと思った。尊敬できる祖父と出会えて良かった。

「……疲れたけど、最後まで読もうかしら」

　じっと見つめながら、少しの間考えて、やっぱり開くことにした。

　それからはジュリー様に関しては書かれていない。

　これからのデュルキス国のあり方や元ロアナ村の住民にどう対応していくべきか、などが書かれていた。

『ネイトとレベッカがいれば不安はない』

　あら、二人とも随分とウィルおじいさんの信しん頼らいが厚いのね。

　けど、奇き遇ぐうね、ウィルおじいさん。私もそう思うわ。

　日記を読みながら、ウィルおじいさんと話しているような感覚になる。

『それにあの二人はアリシアを信頼して、何より尊敬してる。きっと、この国はいい国になるだろう。……生きている間にそれを見ることが出来ないのが残念だ』

　必ず、ウィルおじいさんが理想とした国にします。

　理想を語るのは好きじゃないけれど、私はウィルおじいさんの想いを受うけ継つぐわ。

　だって私は、歴史に残る悪女になるのだもの。ウィルおじいさんが掲げた、この国を根本から変えるなんて誰からも反対されるような計画、厭うはずがないじゃない！　いくら周りが敵だらけになろうとも、貫いてみせる。まさに最高の悪女の道だわ。

『義母についてずっと考えていた』

　私はそこでまた心臓が止まりそうになる。

　……ジュリー様の登場にはいつも身構えてしまう。

『彼女は私を誰よりも嫌っていた。……しかし、あの時の表情。どこか腑ふに落ちない』

『義母のことだ。何をするか分からない。彼女は自分でこの国を動かしたいという野心が昔からあった。最終決定権はルークのように見えていたが、裏で糸を引いているのはいつも義母だった。傀かい儡らい政権という表現が合っているのかもしれないな』

　ウィルおじいさんにこんなことを書かせるなんて、ジュリー様、相当大物ね。

　倒たおし甲が斐いがあるじゃない!!　……別に喧けん嘩かしに行くわけじゃないけれど。

『そうだ。思い出した』

「何を!?」

　私は日記に突っ込んでしまう。

　急いでページを捲る。私はその文章を読んで固まった。

『彼女があの時──ロアナ村に追放する際に、私に最後に言い放った言葉を思い出した』




「生き残りなさい」




　弱い筆跡だったが、私はそこに確かに書かれていた文章を読み上げた。











現在二十一歳　シーカー家長男　デューク






「デューク様」

　そうやって俺の名前を呼んで笑う彼女が愛いとおしくて仕方がない。

　生徒会室で、俺はアリシアと至福の時間を過ごしていた。こんな風に彼女と向き合う機会は、これまで一度もなかった。幸せすぎてどうにかなってしまいそうだ。

　アリシアのためなら、俺はなんだってしようと思う。全てを犠ぎ牲せいにしてでも……。

　そんなにも惚ほれ込んでいるのが、自分でも怖こわいぐらいだ。

「どうした？」

　俺の隣に座る彼女の頭を無意識に撫なでてしまう。アリシアは顔を赤らめながら、「そ、それは私の台詞せりふです」と動どう揺ようしつつも冷静さを保った振りをして俺を見つめる。

　……まずい、可愛かわいい。

　ラヴァール国に国外追放された彼女を、半ば強ごう引いんに連れ戻もどしてきた。

　彼女がデュルキス国に戻ってきた時に、過分なく過ごせるようにと全ての手は打ってある。

　元々、アリシアの罪は虚きょ偽ぎだ。俺は記き憶おくを失ったわけではないし、それを父である国王も知っている。

　だからこそ、罪を帳消しにするのは容易たやすかった。

「ジルが立ち直りました」

　彼女はそう言って、嬉うれしそうに俺に報告した。

　伯お父じの死によって、ジルもアリシアもかなり精神的に弱っていた。勿もち論ろん、俺も堪こたえた。

　けど、ジルやアリシアほどではない。俺よりも彼らの方が伯父にとって家族であった。

　シーカー・ウィルにとって、血の繫つながった俺達王族よりも、ロアナ村で出会ったジルやアリシアの方をよっぽど大事に想っていた。

　最後まで深く、彼らのことを案じていたのが分かった。

　……きっと、ジルやアリシアもそうだろう。伯父の深い愛情を知っていた。だからこそ、立ち直るのにも時間を要した。

　アリシアのあんなにも辛つらそうな表情を見るのはしんどかったが、彼女は俺が手を貸さずとも自ら立ち上がれる。

　伯父の葬そう儀ぎにギリギリ間に合った時、彼女はどう行動するのかと見守った。俺の予想に反し、あろうことか彼女はもう息のない伯父にしがみついて、ひたすらに涙なみだを流した。燃もえ盛さかる棺ひつぎなどものともせず、必死に伯父にすがりついたのだ。

　プライドが高く、悪女になりたいと豪ごう語ごするアリシアが、だ。俺はそんな彼女の姿を見て、心の底から守りたいと思った。

　二度と彼女が悲しまなくていい世界を作りたいと。

　正直俺は、アリシアが立ち直るまで時間がかかると思っていた。それなのに、今ではジルの背中を押す側になっている。

　なんて強くていい女だと、アリシアを抱だきしめたくなる。

「良かったな」

　俺はそう言って、さらに彼女の頭を撫でた。

　ジルはいずれ立ち直るだろうとは思っていた。彼はずっと伯父が死にゆく様子を目まの当あたりにしていた。ある程度、覚かく悟ごは出来ていたと思う。

　問題はアリシアの方だ。

　彼女にとって、伯父の死は予期せぬもので、あまりに突とつ然ぜんだった。

　アリシアの中で伯父の死を消化することは難しかったに違ちがいない。……というか、まだ消化出来ていないが気き丈じょうに振ふる舞まっているだけなのだろう。

「アリシアは、どうだ？」

　俺の言葉にアリシアは少し複雑な表情を浮うかべた。

「……まだ、悲しいけれど、私はここで立ち止まれないから」

「無理はするなよ」

　と言っても、彼女は無理をするのだろう。

　アリシアの場合は、無理を無理だと思わない。だから、心配になる。

　俺の手の中で暴れていてくれるのならば、どうとでも対処できるのに。

「そういえば、デューク様」

「なんだ？」

「ロアナ村を軍事開かい拓たくすることに関して詳くわしく知りたいのですが……」

「すまない、まだ話せる段階ではないんだ」

　計画は立てているが、とてもアリシアに聞かせられるものにはなっていない。

　ただ、これからラヴァール国との関係を真しん剣けんに考えるためには、デュルキス国も軍事力をつけておいた方が良いい。

　そうでないと、対等な交こう渉しょうが出来なくなる。いくら魔ま力りょくがあるからといっても、賢かしこく扱あつかわないと無用の長物だ。この国は魔力があるということに胡坐あぐらをかいて、いつまでも成長がないのだから。

「なんだか、デューク様って雲の上の存在ですよね」

　アリシアがボソッと呟つぶやくように言った。

　彼女の口からそんな言葉が出てくるとは思わなかったから、驚おどろいた。

「俺が？　雲の上の存在？」

「ええ。私にとって、決して届かないところにいるような人なのですもの」

　こんなに俺がアリシアのことを想おもっているというのに、まだ伝わっていないのだろうか。

　雲の上の存在なのは、アリシアの方だ。放っておけば、すぐ俺の元から飛び立っていく。気付けば自由に大空を舞っているのだ。

　どれだけ、俺が繫ぎ止めておきたくとも、アリシアの幸せにはならない。

「それはこっちの台詞だ」

　俺はアリシアの腕を摑つかむ。

「この手を離はなせば、すぐに手の届かないところへ行く。俺がどんな想いでアリシアを待っていたか知らないだろう」

　アリシアは俺がそんなことを言うと思っていなかったのか、驚いた表情でじっと俺を見つめていた。

　傾けい国こくの美女……、才女か？　何が的確な表現か分からないが、アリシアの言葉一つで俺はデュルキス国を傾かたむけるだろう。

　俺はふっと自じ嘲ちょうするように笑い、彼女から手を離した。

「デューク様って意外と自信がないんですね」

　アリシアは不思議そうに言った。

　……自信がない？

　彼女の口から出た言葉を脳内で再生した。

　自信がない、と感じたことはこれまでの人生で一度もなかった。……が、アリシアに関してならば、自信など確かにないかもしれない。

「そういえば！」

　ハッと彼女は何かを思い出したように大きな声を出す。

「どうした？」

「私、デューク様にペンダント、預けたままですよね？」

　そうだった。ラヴァール国に行く時に、アリシアからペンダントを投げ返されたんだった。

　……いや、でもアリシアは今「預けた」と言ったよな？

「返す」と「預ける」では随ずい分ぶんとニュアンスが違う。どうして俺にペンダントを渡わたしたのか、今いま更さらになって疑問に思った。

　最初はアリシアを騙だました俺に対する皮肉を込めて突き返されたのかと思っていたが、そんな感じでもない。

「ちゃんと持ってくれていましたか？　私のペンダント」

「ああ。肌はだ身み離はなさず持っていたよ」

　俺はポケットの中からペンダントを取り出してアリシアに差し出した。

「つけてくださいます？」

　彼女はニコッと俺に微笑ほほえむ。

　こんな表情をするようになったのか……。少し前まではすぐに顔を赤らめていたのに、今では艶つややかさを醸かもし出だしている。

　……どんどんいい女になるな。

　ウィリアムズ・アリシアは世界を揺ゆるがすような美女となるだろう。

「ああ」

　俺はソファに座るアリシアの後ろに立った。小柄で華きゃ奢しゃな背中……、この体型でよくあそこまで動けるものだ。
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　体力も技術も彼女を超こえる者はそういない。

　俺はペンダントをつけた後、細く綺き麗れいな首筋にそっと口付けをした。

　……反応なしか？

　いつもなら、絶対に大きな声を出すのに……。何するんですか、の一言ぐらいあっても……。

　その時、俺は彼女の耳が真っ赤に染まっていることに気付いた。

　ああ、アリシアだ。

　俺はその反応が嬉しくなり、思わず後ろから抱きしめてしまった。

　俺の愛の大きさなど彼女に分かるまい。……それでいい。何も知らなくていい。何も知らないまま、自由にこの世界を生きてほしい。

　ただ、いつか、俺の隣となりに立つのはアリシアであってほしい。望むのはそれだけだ。

「デューク様」

「ん？」

「どうしてあの時、デューク様にペンダントを渡したか分かりますか？」

「俺がアリシアのことを忘れないように？」

「……違います」

　アリシアは静かに否定し、一呼吸置いた後に言葉を付け足した。

「私の戻るべきところは貴方あなたのところ、という意味です」

　…………これは、今回はアリシアの方が上手だ。

　俺が一番欲しかった答えだ。

　アリシアがラヴァール国に行っている間、心配で仕方なかった。アリシアの安否よりもアリシアが俺の元へと戻ってくるかどうか……。

　アリシアなら必ずラヴァール国で生いき抜ぬくという確証が俺の中ではあった。しかし、もしかしたら、彼女はラヴァール国に残るという選せん択たくをするのではないかとも、心のどこかで考えていた。

　認めよう。俺は、アリシアに関しては欠片かけらも自信がない。

「どうかしたのですか？　もしかして、何か気に障さわりました？」

　何も言わない俺にアリシアは焦あせったようだ。

　俺はそんな彼女をさらに力強く抱きしめた。

　アリシアに惚れて良かったと心の底から思いながら、彼女にだけ聞こえる声で囁ささやいた。

「最高の気分だ」
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　もう一度アリシアがラヴァール国に行きたいと言うのなら、俺は彼女がその道を歩めるように準備をしよう。

　だが当分会えない、という状じょう況きょうにまた耐たえなければならないのか……。

「僕は、本当にデュークを尊敬しているよ」

　ジルが俺を不ふ憫びんそうに見つめる。

　伯父の日記に衝しょう撃げきを受けたアリシアが自室に戻った後、俺はジルと応接間に二人きりになった。

「もうジルからその言葉を聞くのは何回目だろうな」

「けど、アリシアは少しずつ自覚してるよ」

「何を？」

「さあね。それは一番デュークが分かってるんじゃないの？」

　アリシアがはっきりと俺に好きだと言ったことはない。だが、彼女から伝わる好意は俺のうぬぼれではないと思っている。

　いつか彼女が言葉にした時は、もう絶対に離さない。

　アリシアだけでいい。たった一人、彼女から想いを寄せられるのであれば俺は幸せだ。

「キャザー・リズは、デュークの視界にすら入ってなかったんだね」

「いや、視界には入っていたぞ」

「物理的な話じゃなくて……」

「面おも白しろい女だとは思うぞ、リズも。アリシアがいなかったら、もしかしたら感化されていたかもしれない。彼女から聖女の強い力を感じることもあったからな」

「噓うそでしょ……。アリシア一筋だと思ってた」

「勿論アリシアが一番だ」

「違うよ。アリシア以外にも……っていうか、デュークが他の女を褒ほめるとは思わなかった」

「どこがだ？　少しも褒めていないだろ」

「面白い女だって」

「あの女が面白くないわけないだろう」

「それは……確かにそうかも」

　ジルが俺の言葉に納なっ得とくする。

　キャザー・リズは厄やっ介かいな存在だと思っていたが、つまらない女だと思ったことはない。

　彼女には彼女なりの信念があったし……、ただ、それ以上にアリシアに強く惹ひかれただけだ。──他が霞かすむほどに。

　仮定の話など好きではないが、アリシアと出会わなければどうなっていたのだろうと思うことがごく稀まれにある。

　アリシアは今の俺の人生にとって必要不可欠な存在だ。アリシアがいない世界など想像出来ない。

「アリシアがいなかったら、僕とデュークが出会うこともなかったんだよね」

「リズがロアナ村に赴おもむいていたとは思えないからな」

　ジルは「そうだね」と頷うなずく。

　これまでのジルならそのままリズを貶けなしていた。しかし、最近の彼は物事の捉とらえ方が少し大人になった気がする。

　ジルが一呼吸置いた後、口を開いた。

「ロアナ村に行かなかったキャザー・リズが悪いわけじゃない。聖女だからといって、ロアナ村を救わなければならないという道理はないからね。ただ、アリシアが異質だったってだけ」

　淡たん々たんとそう話す彼を見ながら、本当に年下か疑ってしまう。

　俺も大人びていると周りに言われてきたが、ジルもかなりなものだ。

「逆に、デュークの周りで面白くない人間っているの？」

「……いないな」

「デュークも相当面白いもんね」

「俺が？　どこが？」

「全部」

　俺ほど面白くない人間はいないだろう。なんの変へん哲てつもない王子だ。ただ、一人の女の子に惚れ込んでいるだけの男。

　ジルの言葉に困こん惑わくしていると、彼は大きなため息をつく。

「本当にこれだから……」

「どういうことだ？」

「天才は自分の面白さっていうのに気付かないのかな。きっと、アリシアも自分のこと面白くない人間だと思っているよ」

「アリシアほど面白い人間はいないだろう」

「その言葉、そっくりそのままデュークに返すよ」

　ジルは呆あきれた様子で言う。

「なんか、天才同士の恋れん愛あいって傍はたから見ている分には楽しいよ」

　随分と大おお雑ざっ把ぱにまとめられた気がする。

　きっと、俺もアリシアも恋愛があまりうまくないのかもしれない。けど、別にそんな恋愛も悪くない。

「これからも楽しんでくれ」

「勿論。ハッピーエンドしか望んでいないからね」

　ジルは真剣に俺の方を見た。

「ああ、任せろ」

　俺は確かな声でそう言いきった。


Ｆｉｎ．













あとがき






　サワディーカー、大おお木き戸どです。

　最後まで読んで頂きありがとうございます。

　今回も楽しんで頂けたでしょうか？

　楽しんで頂けたのなら、大木戸は幸せです。これからも皆みなさんに幸せをお届け出来たらと思います。

　デュークとアリシアの恋れん愛あいが無事に実ればいいですね♪

　今回は割と恋愛がテーマだったかなと思います。各方面で恋愛の話がたくさん出てきましたね〜〜。

　いつもはバチバチに戦うぞ！　みたいなアリシアモードが多いのですが、今回はアリシアの恋愛偏へん差さ値ちも三ぐらいは上がったのではないかと思います。

　リズのように諦あきらめられない恋こいやメルのように諦めなければならない恋、そんな恋愛を経て逞たくましくなっていくんですねぇ。……多分？

　一いっ喜き一いち憂ゆうしながらアリシアには恋愛方面で成長してほしいですねっ♡

　大木戸もいつか恋愛で幸せになりたいみょ。なーんちって。

　恋愛に人生を振ふり回まわされないように！　自分の人生自分で舵かじ取ってくぞ！

　と言いつつも、人生を振り回されるような恋愛に身を粉にしてしまうのも悪くないような気もしますね。デュークもアリシアに振り回されっぱなしですし♪

　私も振り回す側になるぞ！




　今回もたくさんの方々のおかげで無事に６巻を出すことができました。

　いつもアドバイスを下さる担当様、素す敵てきなイラストを描かいて下さった早はや瀬せジュン様、本当にありがとうございます。

　そして、何よりこの作品を手に取って下さった読者の皆みな様さまに感謝を込こめて。





大木戸いずみ










電子書籍特典　書き下ろし短編

『可愛い女の子』









　甘い匂い。

　この香りが漂うだけで誰が近くにいるのか分かる。

「メル」

　僕は彼女の名前を呼んだ。

　メルは変わってはいるが、意外と気が合う。少なくとも僕はそう思っている。

「あら、ジル」

　彼女はスッと姿を現す。彼女は土魔法の天才……、そんな風には見えないけど。

「授業終わり？」

「ううん、今から授業だよ」

　僕がそう言うと、彼女はフフッと笑って「真面目だね～～」と僕の頭を撫でる。彼女の方が僕よりも精神年齢が低そうに見えるのに、たまに年上の雰囲気を醸し出してくる。

「メルが不真面目すぎるんだよ」

「私、授業受けなくてもテストで満点とれちゃうもん」

　それは嫌味か……。

　流石デュークの従者としか言いようがない。僕は凡人だから、必死に学ばないとアリシア達の隣に立つことは出来ない。

　廊下をメルと一緒に歩く。少し開いた窓から隙間風が入ってきて心地良い。平和な日常だ。目まぐるしい日々も嫌いじゃないが、こうやってなんの変哲もない日常を送るのも良い。

「ジルはさ、アリアリのこと好き？」

「もちろん」

　僕は即答する。

　しかし、彼女が聞いた「好き」は恋愛対象としてだったことに、少しして気付いた。

「主がアリアリと結婚しても少しも傷つかない自信はある？」

「むしろ早く結婚しろって思ってるよ」

　本心だった。

　……だが、アリシアが結婚して僕から離れていってしまうということは想像していない。勝手に、ずっと僕の傍にいるものだと思っていた。

　そんなことはあり得ないのに……。

「少しばかりの恋愛感情で関係が崩れるようなら、なかったことにすればいい」

　メルは落ち着いた声でぼそりと言った。まるで自分に言い聞かせているように聞こえた。

　いつも騒がしいメルからそんな風に言の葉が紡ぎ出されるとは驚いた。

　彼女はカーティスを好きだと言っていた。

　何となくメルを知っていたつもりでいた僕は、その言葉にますますメルという人間が分からなくなった。出会った時から、今でもずっと不思議な少女だ。

「メルは……、カーティスが結婚したら寂しい？」

　僕は彼女に話題を振った。

　何て答えるのか純粋に気になった。誤魔化すのか、茶化すのか……。彼女はその場に立ち止まり、窓の外を眺めた。

　僕も一緒に立ち止まる。彼女の視線の先には女の子達と楽しそうに会話しているカーティスの姿が見えた。

　……やっぱり色男。

　女の子達がカーティスを見る目は乙女そのものだ。

「寂しくないよ」

　メルは静かにそう発した。

　何故かその言葉に、メルのカーティスへの愛情が全て詰まっているように思えた。

　カーティスを愛しているからこそ、彼の結婚が幸せなものであってほしいと、願っているかのように──。

「私はきっと、カーティスの結婚を心の底から祝福出来るよ」

　彼女は満面の笑みを浮かべた。メルがこんな風に笑うのを初めて見た。アリシアに対しての愛情やデュークに対しての愛情とはまた別のもの……。カーティスに対しての特別な感情だった。

　僕は初めてメルという女の子を可愛いと思った。

　メルはカーティスを囲っているあの女の子達よりも……、誰よりも可愛いと思うよ。

「皆、結婚して、お互い独り身だったら、その時は……」

　僕は少しだけ間を置いて、首を傾げる彼女に微笑んだ。

「一緒にお茶会でもしようね」

　僕の言葉に彼女は一瞬目を瞬かせたが、すぐに明るい声を発した。

「賛成～～！」

　いつものメルの雰囲気に戻った。

「私、ショートケーキ沢山食べたい！」

「僕は紅茶のロールケーキがいい」

「え～～！　外道だよ！」

「美味しいよ！」

「なんかジルっておじさんみたい」

「この学園の中で僕が最年少だなんて信じられないよね」

「皆、馬鹿ばっかりだから」

　彼女は相変わらず楽しそうに毒を吐く。

　偏かたよっているけど、正直にずけずけとものを言う彼女は嫌いじゃない。

　デュークやアリシア達がメルを気に入っている理由がよく分かる。

「あ、じゃあ、ジル、これあげるね」

　彼女はそう言って、ポケットからピンク色の飴玉が沢山入っている小瓶を取り出した。僕は手のひらを差し出す。

　コロンッと小さな飴玉が僕の手のひらの上に転がる。丁度、陽光が当たって煌きらめいて見えた。

「ありがとう」

　僕はそう言って飴玉を口に運ぶ。

　……甘い。とても甘い。

　あまりの甘さに僕が少し顔をしかめていると、彼女は楽しそうに笑った。

「甘いでしょ～～」

「うん、めちゃくちゃ……。びっくりするぐらい甘い」

「カーティスに会うといつもあげてるの」

　僕は「うん」と相あい槌づちを打った。

「この甘さを覚えていて欲しくて」

「……こんなに甘かったら忘れないよ」

「だよね～～」

　彼女はニコニコしながらスキップする。僕よりも数歩前に出たところで「授業頑張ってね」と後ろを振り向く。

「うん、またね」

　僕が手を振ると、彼女はまたクルッと前を向き、ご機嫌な様子で足を進めた。

　カーティス、君のことを好きな女の子はとっても可愛いよ。







[image: ]



















歴れき史しに残のこる悪あく女じょになるぞ ６




悪あく役やく令れい嬢じょうになるほど王おう子じの溺でき愛あいは加か速そくするようです！【電でん子し特とく典てん付つき】
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